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　白い雪の中に、どす黒いものがパッと散った。

「ＧＯＲＯＢＯＧＯ!?」

　濁にごった悲鳴──人のものではない。醜く、歪ゆがんだ、それは小鬼の声だ。

　吹ふき荒すさぶ風に紛まぎれ、ゴブリンがじたばたと手を揺らす。白刃が氷の冷たさで走る。

　ギャッと一つ声があがり、それきり何も聞こえなくなった。


　────いや。



　氷雪の帳とばりの向こうから、無造作に歩みを進める影が一つ。

　冒険者だ。

　安っぽい鉄兜てつかぶと、薄汚れた革鎧かわよろい。腕に小振りな円盾を括くくり、中途半端ちゅうとはんぱな剣を握る冒険者。

　全身を返り血と雪とで紅白のまだらに染めながら、たった今命を奪った男は、平然と言う。

「五つ」

　慈悲深くも冷酷、美しき氷雪の踊り手、精霊たちは既に全すべての軀むくろを覆おおい隠している。

　いや、彼女らにとっては純白こそが美しく、世界を上書きしているだけなのかもしれない。

　いずれにせよ、新たに作り出された屍しかばねも、じきに雪のベールが消し去ってしまうだろう。

　だいたい、彼にとって生きているならともかくも、死んだゴブリンなど些末さまつな事だ。

　周辺警戒を密にしつつ、音もなく降雪の中を歩んだ彼は、やはり低い声で言った。

「行くぞ」


「う、うん…………っ」



　応こたえる声はか細く、震え、無理矢理地面に打った鞠まりのように弾はずんでいた。

　雪の中、必死に彼の背を追いかけていた娘が、青白い顔をして後に続く。

　赤毛の、豊満な肢体を持つ少女だ。震えているのは何も寒さに凍こごえているからだけではない。


「だ、だいじょうぶ…………？」



「問題ない」

　そう言った彼は、少し考え、それから思い出したように付け加えた。

「俺おれも、周りもだ」

「そ、っか……」

「大丈夫か？」

　安堵あんどなどしようもない状況だ。けれど、彼女は強張こわばった頰ほおを無理矢理に緩ゆるめた。

　日頃ひごろ浮かべている笑みとは似ても似つかない、そんな笑い方だった。


「ん、大丈夫。…………へーき」



　彼は頷うなずき、腰を低くして油断なく歩き出した。彼女はその後ろをちょこちょことついて行く。

　周囲の様子をひっきりなしに見やる姿は、怯おびえを隠しきれていない。

　足元の材木に躓つまずいた彼女は、びくりと身を震わせた。

　雪の下には、そこかしこに朽くちた木がある。石も。恐らくは人の骨も。

　ここには村があった。ずっとずっと昔のことだ。

　別に彼と彼女が暮らしていた村などというわけではない。

　あの村は既に更地さらちとなり、訓練場の建設が進められている。

　村が滅びるなど、ありふれている。ゴブリンだろうが、疫病えきびょうだろうが、竜だろうが。

　彼はそれを知っていた。彼女もそれを知っていた。

　彼は理解していたけれど、彼女はまだ実感していなかった。

　ぴゅうぴゅうと吹雪ふぶく風の音に混じって、小鬼どもの下卑げびた嗤わらい声が木霊こだまする。

　だから──彼女は、小鬼の領域へ踏み込むとはどういう事なのか、今やっと理解していた。
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「雪ねぇ」

　冒険者ギルドの窓が、白く塗ぬり潰つぶされていく。

　森人エルフの目にはそれが氷雪の娘たちが踊る様に見えるのだろう。

　頰杖ほおづえをつき長耳を揺らしながら外を眺める妖精弓手エルフは、嬉うれしそうに頰をほころばせた。

「やっぱり冬はこうでなくっちゃ。寒いし、冷たいし、風もぴゅうぴゅうだけど」

「拙僧せっそうとしては、冷えられると血脈ごと死に絶えてしまいそうですがなぁ」

　対して蜥蜴僧侶リザードマンはといえば、暖炉にぴたりと張り付いて離れようとはしない。

　他ほかの冒険者たちが遠巻きに、けれど「仕方ないな」と見守るのも当然だ。

　なにしろ、この厳いかつい蜥蜴人リザードマンが辺境の街を訪れてから、もう二年近くにもなるのだ。

　ぎょっとした顔をするのは、ここ最近でギルドに登録した新顔ばかり。

「なんだ、鍛きたえ方がたりんぞ！」

　雪中を駆け回ってきた犬のように上気した顔で、扉を開け放って女騎士が飛び込んでくる。

　背後にはげんなりした顔の重戦士と、少年斥候スカウトに半森人ハーフエルフの剣士が続く。

　全身雪まみれなあたりを見ると、女騎士の稽古けいこに付き合わされたのだろう。

　少女巫術師ドルイドが甲斐甲斐かいがいしく温めた葡萄酒ぶどうしゅを運び、女騎士は平然と受け取る。

「世の中には金剛石竜ダイアモンドドレイクだとているというのに！」

「神々の領域はまだまだ遠いですからなぁ」

　しみじみと吐息を顎あごから漏もらした蜥蜴僧侶が、すり寄るように暖炉へ身を寄せた。

「あた……た、め……る？」

　見かねた様子──といっても普段の物憂げな様子を変えず、魔女が指先に火を灯ともして言う。

　ひょいと火球を投射するようにそれを放ると、暖炉の火に飛び火して、一挙に炎に転じる。

「おお、かたじけない……！」

　奇妙な合掌で女神を拝おがむようにする蜥蜴僧侶へ、魔女はくすりと喉奥のどおくで笑いを転がした。

　彼女がついと手招きするのに従ったわけでもなかろうが、槍使いがどっかと横に座り込む。

「種族差でけえと大変だよな」

　ほれ、と差し出されたのはジョッキに並々と注そそがれた蜂蜜酒ミードだ。

「む……」

「チーズたぁ違うが『甘露！』にゃ変わりねえだろ」

「うぅむ」

　がぶりとそれを一息に呷あおり、蜥蜴僧侶はふぅむと物思いに耽ふけるように息を吐いた。

「趣おもむきが違いますなぁ……」

「お前は妙に舌が肥えてやがる。好き嫌いは良くねえぞ」

「ははははは、なにしろ拙僧は肉食ですからなぁ。葉っぱを喰くうわけにはいきませぬ」

　そんな軽口が飛び出すあたり、先ほどよりは体も温ぬくまったのだろう。

　調子が戻ってきたと見た妖精弓手が「あら」とにやにや笑いながらその背を小突いた。

「あら、それじゃあ私たちは何だっていうの？」

「そらあタンポポ喰らいじゃろが。悪食あくじきっつーんじゃ悪食」

　ひょっこり厨房ちゅうぼうから顔を覗のぞかせた鉱人道士ドワーフに、妖精弓手が「むきい！」と長耳を逆立てた。

「ちょっと鉱人ドワーフ、それ種族差別！」

「肉を食え、肉を。じゃから何百年生きても金床かなとこのままだっつーに」

「馬鹿ばかにしないで！」と妖精弓手は憤然とその薄い胸を反そらした。「二〇〇〇年よ！」

「自慢になっとりゃせんわ」

　呆あきれた様子で白髭しろひげをしごき、鉱人道士が酒場の中央の卓に運んできたのは大きな鍋物だった。

　中ではキャベツ、芋、腸詰め、ベーコンがごちゃまんと突っ込まれ、ぐつぐつ煮えている。

　厨房を見れば獣人女給が「あたし様特製だよ！」と大きく腕を振り上げて親指を立てていた。

「獣人煮の圃人レーア仕立て！」

「……の鉱人風味ってとこだの。ほれ、食え食え」

　ごとりと置かれたその鍋からは、ほかほかと湯気が立っていた。

　飢えと寒さで縮こまっていた新米戦士と見習聖女が、物欲しげな顔をして近づいてくる。

　ようやっと二人でネズミ退治から脱出しても、まだまだ暮らしを立てていくのは困難だ。

「良いのかな？」

「……良いんじゃねえの？」

　恐る恐る近づく二人に、ずいと鉱人道士が椀を差し出した。

　ほかほかと湯気が立つその料理に、少年少女は顔を見合わせ、次の瞬間飛びついた。

「おう、たんと喰え、たんとな」


　と────…………。




「ぷ、ぁ……っ」



　外からまるで子犬が転げ込むようにして、華奢きゃしゃで細い体がギルドへと飛び込んできた。

　ぶるぶると体を振るい、ケープについた雪を払うのは女神官だ。

　彼女はかじかむ両手に吐息をあて、暖かな空気に「ほぅ」と安堵したように息を吐く。


「ただいま、戻りましたー……っ」



「おかえりー」ひらりと妖精弓手が手を振った。「どうだった、神殿の方は？」

「やっぱり寒いですから、今年は。悪い風邪かぜが流行はやってるようで……」

　女神官はそう言って物憂げに眉まゆをひそめた。

　今年の冬はいやに冷え込む。

　氷雪の精霊が生き生きとしているだけなら、自然の範疇はんちゅう。

　地母神ちぼしんに仕つかえる者としては受け入れ、怒りも嘆きもせず、ただ対処するより他ないが……。

　病に倒れた人々の対処に、既に神殿を出た女神官まで駆り出されるのは、いささかコトだ。

　たとえ当人が、何の疑問もなく「かくあれかし」と思っているのだとしても。

「黒死病ペストだの西方風邪だのでなければ良いがの」

　鉱人道士がそう言いながら、「ほれ」と椀に汁をよそって女神官へと差し出した。

　温かな料理を前に目を細めた女神官は「ありがとうございます」と両手で受け取り、一口。

「……おいしい」

　思わず漏れた言葉は偽らざる本音だ。体の芯しんに染しみ入いるような熱が、何とも幸福だ。

　──胡椒こしょうでしょうか？

　舌先にぴりりとするのは、おそらく、きっとそうだ。

　女神官はふんふんと頷きながらもう一口啜すすり、それからはたと周囲を見回した。瞳ひとみが揺れる。

「あの、ゴブリンスレイヤーさんは……？」

「真っ先にオルクボルグのことを気にするのね」

　呆れた。そう言わんばかりの妖精弓手の声に、女神官は恥じるように赤面した顔を俯うつむかせる。

「ゴブリンスレイヤーさんなら、今日はいらっしゃいませんよ」

　女神官の求める答えはといえば、酒場の中ではなくギルドの事務所の方から与えられた。

　一日の仕事を終えた受付嬢が、帰り支度じたくと上等なコートに袖そでを通しつつ顔を覗かせたのだ。

「お仕事、ですか？」

「ええ。なので今日は私も早上がりです」

　立ち上がった槍使いが魔女に座らせられるのをよそに、受付嬢はくすりと笑った。

「この寒さで、冬が越せない村がありまして。食料を融通するので配達に」

「と言うと……牧場の人と？」

　女神官は、ゴブリンスレイヤーと同居している明るい娘の姿を脳裏のうりに浮かべた。

　魔女や剣つるぎの乙女といった年上の女性に憧あこがれる彼女だが、牛飼娘に対しても思うところがある。

　ああも自然体で振る舞うのは、なかなかに難しいものだ。

「ええ。少し遠方ですから、何日かは帰って来ないと思いますよ」

「そうですか……」

　受付嬢の少し寂さびしげな言葉に女神官は頷き、ついと窓の外へと目を向ける。

　白い闇やみはますますその濃さを増していた。


　この帳の向こうに彼がいて、自分は彼の目の届かないところにいるのだと思うと──……。



　──いけない、いけない。しっかりしなくては。

　不安だとか寂しいだとかいう感情が頭を過よぎり、女神官はふるふると頭を振った。

　今日これからまた寺院へ戻る気にはならない。外で投石の練習も無理だろう。

　──とりあえず、できることをしましょう。

　そう考えた女神官は「あの」と遠慮混じりに、しかしはっきりと受付嬢へ声をかけた。

「よろしければ、また怪物辞典モンスターマニュアルを貸して頂けますか？」

「あら、勉強熱心ですね」と受付嬢は微笑ほほえむ。「はい、少々お待ちくださいね」

　そうしてパタパタとコマネズミのように奥へ駆ける背を見送って、一息。

　女神官は、にんまりとした笑顔でこちらを見やる妖精弓手へ、ちらと目を向けた。

「な、なんですか？」

「温かい目って奴やつよ」

　違うと思います。女神官が困ったように呟つぶやくも、上の森人ハイエルフは気にした風がない。

「私はダメねー。そういうの苦手。読んでも有名なとこだけだわ、きっと」

　ドラゴンとか、巨人とか、吸血鬼とか。

　指折り数えられるのは、なるほど確かに、名前だけならば女神官も聞いたことがある怪物だ。

　だから彼女はそれ以上何も言わず、受付嬢が戻ってくるのをじっと待つことにした。


　真っ先にゴブリンの頁ページを読んだ後、ついついその辺を最初に読んでしまったことは──……。



　なんだかとっても恥ずかしく、彼女は渡された辞典の頁を、隠し隠し読み進める事にした。
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「ああん、もう、やだぁっ！」

　案の定に悲鳴をあげて家へ飛び込んできた姪めいに、牧場主はさもありなんと頷いた。

「だから言ったろう。そんな格好はよせと」

「だってぇ……」
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　力なく抗弁する牛飼娘は、珍しく今にも泣き出しそうな表情をしている。

　普段と違うのは表情ばかりでなく、彼女が身に纏まとった衣装もそうだ。

　肩を大きく出し、レースで彩いろどったシャツ。

　コルセットで腰を締めて胸元むなもとを強調し、赤くひだのついた長いスカート。

　作業着や、お祭りの時に着たドレスとも違う。まごうことなきよそ行きだ。

　だがな。牧場主は馬鹿なことをした娘を叱しかるような口調で言った。

「今は冬だし、雪も降っているんだぞ」

「せ、せっかく新しいの買ったんだもん……」

　唇を尖とがらせて言うセリフには、現状を肯定するだけの説得力はない。

　意気揚々と飛び出して即、肩を震わせスカートの裾すそをまくって舞い戻ったのでは……。

　寒いし、スカートは足がすうすうするし裾が雪と泥で汚れそうだし、そして寒かったのだ。

「それなら……着たいじゃない？」

　その結果が、スカートをたくし上げて半べそで飛び込んでくるみっともない姿である。

　牧場主としても、呆れるよりほかにない。

「着て風邪でも引いたらどうしようもなかろう」

　色気付いたか──と、一瞬考えた牧場主だが、それをあえて咎とがめる真似まねはしなかった。

　今までそんなことすらろくになかった娘だ。


　お洒落しゃれ、よそ行き、年頃としごろの娘らしいことは大いに歓迎だ。問題は──……。



　──その相手、か。

　牧場主は、姪に意図を気づかれないようそっと息を吐いた。

「下はスカートでなく、乗馬ズボンにでもしなさい。上は外套がいとうでも着ろ」

「はぁい……」

　気落ちしたしょんぼりとした様子で、姪は自室へと引っ込んでいった。

　牧場主はぱたんと閉じた扉から窓の外、雪中に立つ甲冑かっちゅう姿を見て、もう一度息を吐いた。
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　ゴブリンスレイヤーは、しんしんと降り続ける雪を見ていた。

　荷物を山積みにし、珍しく馬の繫つながれた、荷馬車の横で空を降り仰あおいで……だ。

「……」

　鉄兜の隙間すきまから漏れた呼気が、白く煙って鉛色なまりいろの雲へと昇っていく。

　特段、雪について何か思い出がある──というわけではない。

　雪山で師に教わった諸々のことは、思い出とするには苛烈かれつすぎる。

　今の彼が考えることは、雪中行軍の厳しさ、危険性、そしてゴブリンのこと。

　荷、馬、それに彼女を護衛する。小鬼と遭遇したらどう対処すれば良いか。

　──仲間を呼ぶか？

　自分が彼女らを仲間と考えることへの違和感は、もうずいぶんと薄れている。

　だがしかし、今回の案件は依頼というには非公式で、身内の頼みごとに近い。

　──ならば、良いか。

「お待たせっ！」

　不意に明るい声が雪の中を弾んで届いた。

　見やれば、はっ、はっと白く息を切らせて、牛飼娘がこちらへと駆けてくる。

　晒さらけ出した肩から覗く肌は、寒さの中で赤く血が燃えていた。

　そこを寒さから隠すように走りながら外套を羽織はおり、彼女はフードをさっと被った。

「どう？」

「寒くないなら、良いだろう」

「そっか」

　何が楽しいのか彼女はゴブリンスレイヤーへ服を見せるように、彼の前でくるくると回った。

「下は」と彼は先ほどとの違いに気づいて、短く言った。「それで良いのか？」

「ああ、ズボン？　……うん」と牛飼娘は頷いた。「スカートの方が良い？」

「どちらが良いんだ」

　低く短く、ぶっきらぼうな声。牛飼娘はそうだねえ、と指先をいじりながら考える。

「スカートは、ちょっと重たいかな。それに少し寒いかも、足が」

「ならズボンだろう」

「でも、スカートの方が可愛かわいくない？」

「……よくわからん」

　そう言いながら、ゴブリンスレイヤーはひらりと御者台へと飛び乗った。

　馬の手綱たづなを右手で取り、空あいた左手を牛飼娘の方に差し出す。

「乗れ」

「あ、うん」

　牛飼娘の──少女としてはやや大きく、しっかりとした手が革籠手かわごてに重ねられる。

　ゴブリンスレイヤーは無言のままその手を強く摑つかみ、ぐいと御者台へ引き上げた。

　すとんとやや大きめの尻しりを彼の隣に納めて、牛飼娘は「えへへ」と笑った。

「あ、お弁当とかは……？」

「お前が作った奴か」

　ゴブリンスレイヤーが問うと、牛飼娘は「うん」と頷いた。

「持った」

「なら、良いね」

　牛飼娘はその豊かな胸を得意げに張って、ゴブリンスレイヤーの腕を軽く叩たたいた。

　鉄兜が僅わずかに上下に揺れ、手綱がびしりと音を立てて振るわれる。

　馬がいなないて蹄ひづめを前に進ませる。荷馬車の車輪ががらがらと回り、雪に轍わだちを刻み始めた。

　食糧難だという村まで、ほんの数日。

　ただの配達。それ以上でも以下でもない。

　世界に怪物は跳梁ちょうりょう跋扈ばっこし、盗賊ははびこり、安全な旅などない。

　だが、それはいつものことで──何の変化もない、ごくふつうの行程。

　冒険ではない。ただの配達だ。

　ゴブリンスレイヤーですら、そう思っていた。
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　雪が降り続ける。

　白一色に塗り潰されていく世界に、がらがらという車輪の音だけが響く。

　その音の源みなもと、世界に一点滲にじむような黒い影──荷馬車の上。

　黙々と手綱を捌さばき続けるゴブリンスレイヤーの隣で、彼女は何も言えないでいた。

　──というか、何を言って良いものやら……。

　思えば、彼とこうして旅をする──たった数日でも──なんて初めてだ。

　先だって妖精弓手の故郷へ遊びに行ったのとは違う。

　普段、毎日のように一緒に配達へ行くのとも違う。

　──不思議だなぁ。

　牛飼娘はなんとなく膝ひざを抱き寄せるように座り直し、息を吐いた。

　いつでも街にいる間は、ずっと一緒にいたような気さえするのに。

　結局彼女はこうして黙りこくったまま、彼の横顔を見つめるばかり。

　それだっていつもと同じで、表情のわからない鉄兜でしかないのだが……。

　──どんな顔してるんだろ……？

「おい」

「ふぇっ!?」

　思考に沈んでいた所にいきなり声をかけられ、牛飼娘はびくりと肩を震わせた。

「な、なぁに!?」

「冷えていないか」

「え、あ、ぁ……う、うん。……へいき」

「そうか」

　牛飼娘がこくりと頷くと、それっきり会話が途切れた。

　またしばらくの間、がらがらと車軸と車輪が擦こすれる音だけが街道に響く。

　牛飼娘はもじもじと、その豊かな胸の前で指先をいじりまわした。

　息を吸って、吐く。機会を逃せば、もうずっとこのままだろう。

「あ、あのさ」

「何だ」

　声は短く、低かった。

　それがいつもと同じ声なのはわかっていたけれど、一瞬気圧けおされてしまう。

「えっと……」

　言葉が喉に突っかかり、口を閉じ、開き直す。

「ふ、普段は、何を話してる……の？」

「普段」

「冒険に行ってる時、とか。……その、皆と？」

　彼は低く唸うなり、すぐには答えなかった。言葉を探しているのだろう。いつもの事だ。

「……特には」

　だが、帰ってきた答えはそんな短いもの。

　そっか。牛飼娘は呟くと、顔を俯かせた。

　被ったフードには雪が積もり、じわじわと冷気が身体に突き刺さってくる。

　ひどく、寒い。


「………………俺から」



「えっ」

　不意にぽつりと呟かれた言葉に、牛飼娘は目を瞬またたかせた。

「俺から、何かを話すというのは、苦手だ」

「……うん」

　わかる。牛飼娘は頷いた。昔はどうだったろう。けど、今はそうだ。よく、わかる。

「だから」と彼は少し言葉を止めた。「だから……皆の話を聞いて、応えている」

「……そっか」

　牛飼娘は彼からふと目を離して、空を見上げた。

　曇天どんてんの鉛色をした雲から、自分たち目掛けてはらはらと舞い落ちてくる白い雪。

　吐く息は煙になって、その中にふわふわと混ざり合いながら浮かび、漂った。

「……じゃあさ」

「ああ」

　空を見上げ、まばたきを繰り返しながら、牛飼娘はちらりと彼の方を横目で見た。

「あたしが……話しても良い？　その……なんでも」

「ああ」

　言葉は同じ、答えが二回。

　けれど牛飼娘は、ぱあっと顔を輝かせた。

「じゃ、じゃあ、えっと……！　こないだの、お休みにね！」

「うん」

「受付さんたちと、一緒に遊んだんだよ。えっと、卓上演習って奴で……」

　それは隣家に住む少年に自慢するような口ぶりだった。

　とりとめのない話だ。特に何か、特別なことがあったわけではない。

　遊びで振った骰子サイコロの出目の良し悪し。日々の天気と作物、牧場の家畜たち。

　彼が留守の間、街で起こったこと。他の冒険者さんたちの様子。

　明るい声が雪に弾んで、車輪の音に混ざって消えていく。

　空気は相変わらず冷えていたけれど、牛飼娘はもう気にもならなかった。

　村まで、雪道であることを考えてもそこまでの距離はない。

　待っている人もいる。だから意味もなく遅れたりするわけにはいかない。


　けど、それでも──……。



　──もう少し、こうしてたい、かなぁ。

　そんな照れくさいことを思って、牛飼娘はふるりと首を左右に振った。

「あ、そうだ。もうそろそろお昼だよね。お弁当食べるなら、どこかで止まって──」

　ぎ、と。音を立てて荷馬車が止まった。

「……？　え、ここで、食べる？」

　応えはなかった。

　彼は息を止めるようにして前を真まっ直すぐに見つめていた。

　次いで鉄兜が右に、左にと素早く動く。

　自分の方を見たのか？　いや、違う。

　彼の視線は牛飼娘を越えて、その先、積もった雪だまりの方へと向けられている。

「え、っと……？」

「──拙まずいな」

　彼が忌々いまいましげに吐き捨てた直後だった。

　バッと白雪が地面から噴き上がるようにして舞い散った。

「──きゃッ!?」

　目を白黒させた牛飼娘の身体が横ざまにさらわれる。

　一瞬前まで彼女の頭があった辺り、御者台へ鈍い音を立てて何かが突き刺さった。

　──槍だ……!?

　雪原に転がり落ちた牛飼娘は、しかしさほどの衝撃を感じない事に疑問を抱く。

　いや、答えは明らかだ。彼の腕の中にいる自分に気づき、彼女は身を強張らせた。

「えっ、な、なに……何……ッ!?」

「ＧＲＯＯＲＢＢ!!」

　その濁った叫びが、何よりも雄弁な答えだった。

「ＧＢＢ！　ＧＯＲＯＢ！」

「ＧＲＯＢＲ！」

　雪中より次々と、被っていた布を投げ捨てて立ち上がる影、影、影、影。

　醜悪な顔を欲望で歪め、手に手に雑多な武器を握った怪物。

　子供ほどの体格と悪知恵、膂力りょりょくを持つ、四方世界で最も弱き祈らぬ者ノンプレイヤー。

「ゴ……ゴブリン……ッ!?」

「──こちらだ！」

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ためらわない。彼はきつく牛飼娘の手を握りしめると、矢の如ごとく走る。

「う、馬と荷物は……ッ!?」

「無理だ」

　──失敗した。

　本来ならば、攻撃を無視して馬車を全速で走らせ、小鬼どもを振り切るべきだった。

　おかげで──いや、彼は思考をすぐに打ち切った。

　行動選択の理由は明らかで、その答えは手の中にある。それ以上を考える必要はない。

「一つ！」

「ＧＧＯＯＲＢＧ!?」

　ゴブリンスレイヤーは体ごとぶつかるようにして、自分たちを包囲する一匹へ襲いかかった。

　小鬼がまだ状況に対応しきれていないうちに、抜き放った剣で鳩尾みぞおちを一突き。

　肉体構造上、致命的部位を貫かれたゴブリンは息も吐けずに絶命する。

　その死体を蹴けりつけて剣を抜き、ゴブリンスレイヤーは止まらずに走り続ける。

「ＧＯＲ！　ＧＯＢＧ！」

「ＧＢＢＧＲ！」

「ひっ!?」

　飛び交う礫つぶて、ゴブリンの雄叫おたけび、槍、死体。どれに対してかはわからない。

　背後から聞こえる怯えた悲鳴に、ゴブリンスレイヤーは握る手へ力を込めた。

　左手の盾は使えない。背後も危うい。注意警戒、切り抜ける。どれほどの確率だろう。

　頭の上で骰子が振られる音が聞こえた気がした。《宿命》も《偶然》も糞食らえだ。

　雪の中、生きたまま食い殺されていく馬の断末魔だんまつまが響き渡る。

　ゴブリンスレイヤーはちらりと背後を見やった。今にも泣き出しそうな彼女の顔があった。

　走り続ける彼に、これより他の道はない。

「ね、ねえ、あの子が……！」

　その手を引く彼女の震えるような声。

「死んじゃうよ……？」

　ゴブリンスレイヤーは何も言わずに前を向いて、走り続けた。

　言わなかったのではない。言えなかった。

　彼女の顔も見られなかった。

　ゴブリンどもが馬の略奪に夢中になってくれていて有あり難がたい──などと。

　どんな顔をして彼女に言えるだろうか。鉄兜を被っているから、何だというのだ。

　彼女だって、馬より自分──いや、彼を危険に晒すことを、望みはしないだろう。

　それをあげつらって上から目線で否定ひていするような真似を、どうしてできる。

「ＧＯＯＲＯＢＧ!!」

　だから彼はその全てを目前の小鬼へとぶつけた。

　仲間たちに遅れまい──自分も良い目を見たいと、駆けてくるゴブリン。

　ゴブリンスレイヤーはその姿を認めるや否いなや、振りかぶった剣を投げ打った。

「!?」

　脳天から剣を生やした子鬼は、何が起きたかもわからずに空を仰あおいで斃たおれる。

「二つ！」

　ゴブリンスレイヤーは走りながら、小鬼の腰帯から棍棒こんぼうを拾い上げた。

　それは骨でできた代物だった。恐らくは大腿骨だいたいこつ──それも、只人ヒュームの。


「う……うぅ……っ！」



　牛飼娘はこみ上げてくるものを堪こらえて、空いている手を口元にあてがった。

　うずくまって吐いている時間などない。

　かわりに、彼女はぎゅうっと彼の手を握りしめた。

　手を放せば──彼はそんなことを絶対にしないだろうけど──どうなってしまうのか。

　一人で放り出されてしまうような気がして、寒さ以外の理由で震えがおこる。

「ど、どうするの……？」

　牛飼娘は、それを抑えきれない声で言った。

「街、は……あっち、だよ？」

「戻れん」

　彼の答えは淡々として、短かった。

「ゴブリンどもが待ち伏せている」

「じゃあ……」

「近くに村があったはずだ」と言って、彼は付け加えた。「昔な」

　牛飼娘はごくりと唾つばを飲み込み、それと一緒に言葉も飲み込んだ。

　──こんなにゴブリンがいるのなら。

　その村は、大丈夫なのだろうか？

　言ったところで、彼を困らせるだけなのは、よくわかっていた。

　それにこの雪だ。

　彼はともかく、自分が徒歩で街まで戻れるとは思えない。道は一つだ。

　──あの子なら。

　彼と共にいる女神官なら、どうするだろうか。

　牛飼娘は冒険者になりたいと思った事はない。

　だが、今、彼女は冒険者でなかった事を悔やんだ。


　もしも自分が、冒険者であったならば──……。



「来るぞ！」

「う、うん！」

　牛飼娘は半ば逃避めいた思考から現実に回帰した。

　彼の声と同時、濁った声が二つ。吹雪ふぶきを越えて聞こえてくる。

「ＧＯＲＯＧＢ！」

「ＧＢＧ！　ＧＯＯＢＧ！」

　──ゴブリン！

　冒険者一人と娘一人と見て、もう勝った気でいるのだろう。

　下卑た悦びに顔を歪め、はち切れんばかりに欲望を滾たぎらせて迫りくる姿。

　それは牛飼娘の目からしてもおぞましく、ひっと悲鳴を漏らすに足りる様だ。

　不意に下半身へ生温かなものが広がるのを感じ、彼女はどうして良いかわからなくなった。

　だが、彼は違った。

「三つ！」

　牛飼娘の手を引いたまま、ぐんと深く踏み込み、大上段から棍棒を振り下ろす。

　小鬼と只人では体格からして違うのだ。腕の長さも、足の長さも、段違い。

「!?」

　遠い間合いを詰めきれぬまま、ゴブリンは頭を砕かれて脳漿のうしょうを撒まき散らした。

　吹雪にすぐに覆い隠されながら、死体が崩れ落ちる。

　代償としてゴブリンスレイヤーの手にある棍棒も砕けた。骨なんて、脆もろい時は脆い。

「ＧＧＢＢＧＲＯ！」

　それを見て取り、残るゴブリンは笑みを深めた。

　相手に武器はもうない。勝った。こいつを殺し──いや、目の前で、この娘を……！

「!?」

　だが、そうはならなかった。

　ゴブリンスレイヤーは折れ砕けた骨の先を、躊躇ちゅうちょなく小鬼の目に突き刺していた。

　鋭い骨片は柔らかな眼球ごと薄い眼窩がんかの骨を貫いて、ゴブリンの脳をかき回す。

　即死だった。

　殴られたようにもんどり打って雪原に倒れ、痙攣けいれんを続けるゴブリン。

　その死体の手を踏み砕いて剣を奪い取り、彼は息を整える。

「行けるか？」

「……だい、じょぶ。……たぶん」

　何が大丈夫なのか、牛飼娘にはわからなかった。

　自分がとんでもなく情けない顔と有様ありさまになっているのだけは、わかった。

「行くぞ」

　それに気づいているはずなのに、彼は何も言ってくれない。

　──たぶん、気遣い。

　牛飼娘は「うん」と消えてしまいそうな声で頷き、彼の手を握り直した。

　その手を放すことなんて考えられなかった。

　それはきっと、ずっと前からそうだったのだ。

「ＧＯＲＯＢＧ!!」

　またしてもおぞましい叫びが響き渡る。彼はそれに、とっくの昔から気づいていたのだろう。

　牛飼娘の手を引いて突き進み、雪に紛れて迫る者へと躊躇なく横よこ薙なぎに剣を振るう。

　白い雪の中に、どす黒いものがパッと散った。

「ＧＯＲＯＢＯＧＯ!?」

　濁った悲鳴──人のものではない。醜く、歪んだ、それは小鬼の声だ。

　吹き荒ぶ風に紛れ、ゴブリンがじたばたと手を揺らす。白刃が氷の冷たさで走る。

　ギャッと一つ声があがり、それきり何も聞こえなくなった。


　────いや。



　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧。腕に小振りな円盾を括り、中途半端な剣を握る冒険者。

　全身を返り血と雪とで紅白のまだらに染めながら、たった今命を奪った彼は、平然と言う。

「五つ」

　慈悲深くも冷酷、美しき氷雪の踊り手、精霊たちは既に全ての軀を覆い隠している。

　いや、彼女らにとっては純白こそが美しく、世界を上書きしているだけなのかもしれない。

　いずれにせよ、新たに作り出された屍も、じきに雪のベールが消し去ってしまうだろう。

　だいたい、彼にとって生きているならともかくも、死んだゴブリンなど些末な事だ。

　周辺警戒を密にしつつ、音もなく降雪の中を歩んだ彼は、やはり低い声で言った。

「行くぞ」


「う、うん…………っ」



　応える声はか細く、震え、無理矢理地面に打った鞠のように弾んでいた。

　牛飼娘は青白い顔をしたまま、彼の背中を追い、必死になって後に続く。


「だ、だいじょうぶ…………？」



「問題ない」

　そう言った彼は、少し考え、それから思い出したように付け加えた。

「俺も、周りもだ」

「そ、っか……」

「大丈夫か？」

　安堵などしようもない状況だ。けれど、彼女は強張った頰を無理矢理に緩めた。

　日頃浮かべている笑みとは似ても似つかない、そんな笑い方だった。


「ん、大丈夫。…………へーき」



　彼は頷き、腰を低くして油断なく歩き出した。彼女はその後ろをちょこちょことついて行く。

　周囲の様子をひっきりなしに見やる姿は、怯えを隠しきれていない。

　足元の材木に躓いた彼女は、びくりと身を震わせた。

　雪の下には、そこかしこに朽ちた木がある。石も。恐らくは人の骨も。

　ここには村があった。ずっとずっと昔のことだ。

　別に彼と彼女が暮らしていた村などというわけではない。

　あの村は既に更地となり、訓練場の建設が進められている。

　村が滅びるなど、ありふれている。ゴブリンだろうが、疫病だろうが、竜だろうが。

　彼はそれを知っていた。彼女もそれを知っていた。

　彼は理解していたけれど、彼女はまだ実感していなかった。

　ぴゅうぴゅうと吹雪く風の音に混じって、小鬼どもの下卑た嗤い声が木霊する。

　だから──彼女は、小鬼の領域へ踏み込むとはどういう事なのか、今やっと理解していた。
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「あーもー、どうしようかなあ……」

　酒場に妖精弓手の、駄々をこねるような声が響いた。

　実際、卓に突っ伏してじたばたと手足を振る様は、正真正銘ただの子供にしか見えない。

「……お前さん、ホントに二〇〇〇歳かや？」

「そーよ、失礼ね」

「いいとこ十三くれぇだろ」

　鉱人道士が心底からの呆れと共に息を吐き、酒杯をがぶりと呷った。

　既に日も落ち、酒場に集まる酔いどれ冒険者たちの間には気怠けだるげな空気が流れている。

　雪は多く、風は強く、寒い。こんな夜に冒険へ行くのは、金欠か相応の事情がある者だけだ。

「ゴブリンスレイヤーも暇な奴だ」

　などと、先程まで悪態をついていた女騎士も、今や酒を前にして完敗を喫きっしている。

　涎よだれの海で船を漕こぎ、何やらぶつぶつ呟いている彼女を「仕方ねえな」と重戦士が小突く。

「まったく、ガキどもと変わりゃしねえよな」

　女騎士を担かつぎあげる彼の周りに、少年斥候と少女巫術師、半森人の剣士の姿はない。

　年少者二人を早々に寝かしつけてもらい、重戦士は女騎士の相手に終始していたのだ。

「俺らはもう上がるぜ。お前らも宿酔ふつかよいになんぞなるなよ」

「貴様ぁ……娘を寝所に運ぶなら、姫君のようにだなぁ……」

「姫君ってガラかよ、テメェ……」

　肩の上からうわ言のように垂れる文句を無視し、重戦士がギシギシと階段を上っていく。

　それを「おう」と見送った槍使いが、ちらと目線を女神官の方へ向けた。

「嬢ちゃんは寝なくて良いのか？　今日も神殿でお勤めがあったんだろ？」

「はい」と女神官は重たい瞼まぶたを瞬かせた。「何か、あるかもしれませんし」

「物好きなことで」

　槍使いはやる気もなく、欠伸あくびを一つ漏らした。

「今夜は待ってたって、どうせ帰っちゃ来ないぞ？」

「別に、そういうわけでは……」

　ありませんし。テレテレと頰をかいた女神官は、魔女の忍び笑いに顔を俯かせた。

　見透かされているのはわかりきってはいても、羞恥しゅうちの心は起こるものだ。

「で、でも、何もしないで待つのも……ですよね」

　そう誤魔化ごまかすような彼女の言葉に、妖精弓手が肩を竦すくめた。

「なら卓上演習でもする？」

　妖精弓手はそう言って、ちらりと空からになった受付の方を見た。

　勤務を終えて雪道を帰っていった受付嬢の姿はなく、監督官も既に帰宅している。

　夜番の職員が眠気を茶で騙だましながら、書類にペンを走らせているだけだ。

「面子メンツ足りてないし、続きってわけにはいかないけど」

「それならば……」

　暖炉に張り付いていた蜥蜴僧侶が、長首をぐるりと伸ばして巡らせた。

「本当の冒険へ向かう、という手はいかがですかな？」

「そっちも面子が足りてないのよねー」

　面子──より具体的に言えば前衛というべきか。

　小鬼殺し、女神官、妖精弓手、鉱人道士、蜥蜴僧侶。

　呪文じゅもん使い三人と恵まれた一党であるから、贅沢ぜいたくを言うものではないのは百も承知。

　しかしながらこの一党には純粋な前衛はたったひとりしかいない。

　女神官は蜥蜴僧侶をちらりと見やった。彼が頼りないとは決して言えないけれど。

「ゴブリンスレイヤーさんがいないと、やっぱり厳しいですよね」

「あの何か変なのを『戦士』って言って良いのかわかんないけどねー」

　妖精弓手が親しみの篭こもった悪口と共に、けらけらと笑った。

　女神官も否定はできなくて、曖昧あいまいに「そうですね」と言うのに留める。

　──戦士、か。

　細く長い指先を口元にあてがって思案した彼女の目が、ついと槍使いの方へ向いた。

「……その、お二人は、組まれて長いのですか？」

「あん？」と槍使いは片眉を吊つり上あげ「あー……と、もう五、六年……ちょいか？」と言った。

「その……ぐらい、ね」

　応じて、魔女が懐かしげに目を細め、艶つややかに頰を緩めた。

「気に……なる、かし……ら？」

「え、と、そのう……」

　じっと美しい瞳に見つめられ、女神官はうろたえて視線を彷徨さまよわせた。

　否定するのは──あまりにも子供っぽいではないか。

「……す、少し？」

「ふ、ふ……」

　魔女は楽しげに豊かな胸元から煙管きせるを取り出し、何事か囁ささやくと先端を指先で叩いた。

　ぼう、と朧気おぼろげな光が灯り、魔女は悩ましげに肢体を揺らして深々と一服。

　口づけでもするような仕草で唇を開くと、甘い煙が輪になって宙へ漂った。

「その、うち……ね」

　ころりと喉奥で笑い、魔女は言った。

「貴女、も……そのうち、ね？」

「……はい」

　女神官はこくんと頷き、手元のぬるくなった牛乳のカップへと目を落とした。

　そのうち、とはどれくらい先の事だろう？

　銀等級の冒険者になるまで？　それとも、一人置いてかれて不安にならないまで？

　あるいは──そんな僻ひがみっぽい自分が、そうでなくなるまでか？

　そういう自分が見透かされたようで、女神官は決まり悪げに牛乳を口に含んだ。

「……なあ、あのさ？」

「ッ!?」

　遠慮がちに声をかけられたのはその時だった。

　女神官が、けほっと小さく咳せき込こみながら振り返ると、見慣れた二人の冒険者。

　見習聖女と新米戦士──自分と同年代の彼らは、そろそろその肩書も外れそうだった。

　使い込まれつつある革鎧に棍棒──というにはやや細身で長い杖ステッキと、腰の剣。

　肩には引っ掛けるように革の額当ひたいあてを吊るしていて、もう一端いっぱしの戦士といって良い。

　かたや聖女の方も、見た目にはわからないが、立ち振る舞いがずいぶんと落ち着いている。


　──わたしは──……。



　はたして、どうなのだろうか。女神官は、その気持ちを表に出さないまま微笑んでみせた。

「どうかしましたか？」

「実は俺たち、今度さ。昇格できることになって……」

　内定を貰もらったのだと、新米戦士が頰をかきながら言う。

　女神官は「あら」と目を開いて、すぐにぱんと両手を鳴らした。

「それはおめでとうございます！」

「つっても、まあ、まだ白磁はくじから黒曜こくようなんだけどさ」

　十位から九位。自分はどうだったか。地下でオーガと戦ったことで……いや。

　それ以前に彼に救われ、今の一党に入ったからこそ、女神官は早くに昇格できたのだ。

　そうでなければ、あの洞窟どうくつを生き延びたとしても、目の前の二人と同じペースだったろう。

　しかし、おや？　と女神官は小首を傾かしげた。


　自分はあの時、大喜びで彼へ証あかしを見せて報告したものだったが──……。



「浮かない顔ですね。どうかしました？」

「それが」と見習聖女が、眉を寄せた。「神殿に報告したら、託宣ハンドアウトが……」

　託宣とは、神々から信者へと下されるお告げ、預言、そして使命でもある。

　誰だれに強制されるものでもないが、あえて拒こばむものは少ない。

　拒んだところで何か利益りえきがあるわけでもなし。小鬼殺しに血道を上げるのなら、ともかくも。

　故に女神官には、すぐにそれと察しがついた。

「至高神しこうしん様の試練は、困難なものが多いと伺うかがっていますけれど……やはり？」

「そうなの」

　見習聖女は頷き、道に迷って途方に暮れる子供のような顔をした。

「北方の頂きに至れ、って。でも……」

「俺ら、ずっと街の周りで、雪山とか行った事なくてさ」

　流石さすがにこのまま行ったら死ぬ気がするのだ。新米戦士は大おお真面目まじめな顔で言った。

　女神官は唇に指先をあてて、ん、と考え込む。

　なるほど、たしかに自分たちは去年の冬、雪山に赴おもむいて戦った事がある。

　あれはなかなか貴重な経験で、自分も先達せんだつである仲間がいなければ苦労しただろう。


　正直に言えば、神殿に戻って手伝いをしつつ、待とうかとも思っていたが──……。



　──彼なら、どうするだろう？

「……ゴブリンか？」

「は？」

「いえ……」

　女神官は苦く笑って、首を横に振った。思わず呟いた言葉だ。意味はない。

　意味はないが、けれど背中を押してくれる言葉だった。

　女神官はぎゅっと手を握り、意を決して牛乳を飲み干すと、錫杖しゃくじょうを手に取った。

　視界の端で魔女が頷くのが見えた。頷き返す。

「わたしは、お手伝いをしたいと思います」

　声がちょっと上擦うわずった。深呼吸を一度。祈るように言葉を言うのだ。

「皆さん、お付き合いして頂けますか？」

「冒険ね！」

　真っ先に反応したのが妖精弓手だった。

　耳と右手をぴんと真っ直ぐに伸ばして宣言し、勢い良く席を蹴って立ち上がる。

「乗ったわ！　いない間に冒険して、オルクボルグに自慢してやる！」

「……されたところで、かみきり丸が悔しがるたぁ思えんけどなぁ……」

　鉱人道士が、妖精弓手がひっくり返しかけた卓を押さえて言った。

　彼は卓上に残った料理を勿体もったいないとばかりに詰め込み、もぐもぐと顎を動かす。

　そしてそれを火酒で流し込み、げふ、と息を吐いた。

「鱗うろこのはどうすんだ？」

「人に頼られるというのは、なかなか有り難い事ですからな。滅多めったにはありませぬ」

　蜥蜴僧侶は相変わらず暖炉から温もりを得ようとしながら、重々しく言った。

「拙僧としては否やはなく。なに、冷えても食い物が失せるわけでもなし。文明万歳ですな」

　チーズさえあれば良いとでも言う様子に、妖精弓手は処置なしと偉そうに肩を竦めた。

「それで？　鉱人はどうするの？　太ってるから寒いのくらい平気でしょ？」

「お前さんの偏見はいっぺん尻でも叩いて矯正せにゃならんな」

　白髭についた汚れを手で拭ぬぐい取り、鉱人道士はよっこらせと席を立った。

「反対する気はねえが……」

「ないが？」

　訝いぶかしげに妖精弓手が長耳を振る。

「報酬はどうすんだ？」

「あっ」

　思わず声を漏らしたのは、他ならぬ女神官だった。

　──考えてなかった……！

　どうしよう。……どうしよう？

　答えを見つけられず、女神官は途方に暮れて右往左往した。

　先程僅かに膨ふくらんだ勇気はしぼんでいた。

　それにつられて、少年少女ら二人も涙目になっていく。金なんてないのだ。


　と──……。



「はんぶん、こ……ね」

　助け舟は、差し込まれるように横合いから。

　女神官が見ると、魔女が悪戯いたずら好きな子供のように片目を瞑つむって見せた。

「仲……良く、ね」

「……だな」

　仕方ないとばかり、黙って見に徹していた槍使いが息を吐く。

「こういう探索ン時は、見つけた物、収穫を折半せっぱんが相場だろうよ」

「あ、じゃ、じゃあ、それで！」

　パッと顔を輝かせた新米戦士がそう叫び、慌てて見習聖女が横腹を小突く。

「ただし、あたしたちが必要な物──神様がもってこいとか言ったりする物以外ね！」

　なんだよ、と顔をしかめた彼を無視し、彼女は大声で付け加えた。

「うむ」と満足げに鉱人道士は頷いた。「それで良かろう」

「──」

　女神官は何も言えなかった。

　すとんと椅子いすに腰を下ろし、手元のカップに目を落とす。空っぽだ。何もない。

　妖精弓手を筆頭に、仲間たちは乗り気な様子でわいわいと準備について盛り上がっている。

　その気持ちは嬉しかった。自分の提案を受け入れてくれたのだ。だけれど……。

「……明日、雪が小振りになったら出発しましょう」

　まだまだ夜は長く、雪は勢いを増していた。
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「きちんと始末をしておけ」と彼は言った。「凍傷になるぞ」

「う、うん……」

　彼女はどぎまぎと服に手をかけながら、ようやく転げ込んだあばら屋を見回した。

　家と呼ぶのもはばかられるような有様ありさま。家の残骸ざんがい、野ざらしになった骸骨。そんな連想。

　だが、かろうじて形を保っている屋根と壁の名残なごりが、雪風を遮さえぎってくれている。

　暖かいとはとても言えないが、これ以上は望むべくもない。

「雪で良かった」

　ゴブリンスレイヤーは壁の穴から外の様子を窺うかがった。

　白い闇やみに覆おおわれた夜の中、爛々らんらんと燃えるような目がいくつもギラついている。

　この寒さだというのに、ゴブリンどもは平気に動き回っているようだ。

　だが、その動きは常にも増して精彩を欠いていて、流石さすがにやる気が見られない。

　ゴブリンという生き物は、自分たちの怠惰たいださを常に外部へと押し付ける。

　雪で寒いから仕事で手を抜いても仕方はない──すぐには見つからないだろう。

「臭においも紛まぎれる」

　その端的な言葉に、牛飼娘はひと目でそれとわかるほどに顔を赤らめた。

「こ、こっち、見ないでよ？」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは、かちゃかちゃとベルトの金具が外れる音を背に、室内に向かう。

　大方は略奪されているが、何か残っているかもしれない。探索は必要不可欠だった。

　なにせゴブリンである。探し物に関して、そう得意な種族ではない。

「……ねえ」

　衣擦きぬずれ、肌を布で拭ふく音を伴って、牛飼娘が小さな声で呟つぶやいた。

「……笑ったり、とか……情けない、とか……」

「思わん」

　音を立てないよう慎重な手つきで朽くち果てたタンスの中身をかき混ぜつつ、彼は答えた。

　そしてそれでは足りないと思ったか、息を吐いてから付け加えた。

「昔、先生から教わった」

「先生……君の？」

　ああ。ゴブリンスレイヤーは頷うなずいた。返す返すも、自分には過ぎた偉大な師だった。

「ヤバい時、体はクソみたいに重いものを放り出して逃げる準備をする」

「クソって……」

「先生がそう言っていた」と彼はぶっきらぼうに続けた。「諦あきらめていない証拠らしい」

　彼は牛飼娘の羞恥しゅうちを無視し、タンスの奥に残っていた虫食いだらけの毛布を引っ張りだした。

　走り回っている内に外套がいとうが風に飛ばされた今、上等な魔法の外套にさえ匹敵ひってきする代物だ。

　ゴブリンスレイヤーは続く言葉と共に、毛布を背後の彼女へと投げ渡した。

「心はともかく、体は」

「……」

「体が諦めていないなら、後は気合の問題だ」

　牛飼娘の言葉が途絶えた。

　僅わずかな呼吸音と「ん」というかすかな声が一度、二度。汗と粗相そそうの痕あとを拭ぬぐっているのだろう。

　ゴブリンスレイヤーは続けて土間の一角に目をつけ、腰の鞘さやから短剣を逆手さかてに抜いた。

「そしてそれを笑うのは物を知らん馬鹿ばか、無駄に堪こらえるのは逃げる気のない阿呆らしい」

「……もし、そのまま死んじゃったら？」

　短剣の刃を土間に突き立てると、すぐに硬い感触に当たった。掘り出していく。

　案の定というべきか、木板を蓋ふた代わりにして土間にはいくつかの瓶びんが埋められていた。

　流石に年月が経たっていて大半はダメだったが、干し肉は黴かびを削そぎ落とせば問題あるまい。

「間抜けだ」

「……そっか」

　良いよ。牛飼娘のか細い声に、ゴブリンスレイヤーはゆっくりと振り返った。

　体を拭いて下着とシャツを着直し、ズボンを廃材に引っ掛けた彼女が毛布を手にしている。

　ゴブリンスレイヤーは躊躇ためらわず彼女の隣に座り、表面を削いだ干し肉を差し出した。

「食べろ。ないよりマシだ」

「……うん」

　こくんと頷いて、彼女も彼の隣にすとんと腰を下ろした。柔らかな体が間近に寄せられる。

　そして二人を包み込むように毛布をかけると、牛飼娘は赤くなった頰ほおを隠すように俯うつむいた。

「ねえ、臭ったり……しない？」

「気にならん」

「……それは臭うってことじゃないかなあ……」

　はあ、と牛飼娘の溜息ためいきが白く転じて宙を漂った。

　耐たえ難がたいほどに寒いのだろう。彼女の体は小刻みに震えていた。

「……大丈夫か？」

「……うん」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に答える声も小さい。聞く度たびに力が失われている気がした。

　牛飼娘は冷たく硬い干し肉を、もそもそと齧かじっている。

　ゴブリンスレイヤーも兜かぶとの隙間すきまから干し肉を押し込み、咀嚼そしゃくしながら、雑囊ざつのうを漁あさった。

　火を焚たけないことはわかりきっている。だけれど、それを放置して良い理由はない。

　生憎あいにくと直接雪が原因でない寒さには、《呼気ブリージング》の指輪は意味がない。


　となれば──……。



「飲め」

　彼が差し出したのは、強壮の水薬スタミナポーションだった。

　とぷんと中で揺れる薬液に、牛飼娘は目を瞬またたかせる。

「良いの……？　薬って、高いんじゃ……」

「必要な時に使うため、買っている」

「……ありがと」

　両手で小瓶こびんを受け取った彼女は、苦労して栓を抜き、恐る恐る口をつけた。

　こく、こくと喉のどを鳴らして飲み下し、ほう、と吐息を漏もらす。

「……ん、温まるね」

　それは強がりだったのかもしれないが、笑みさえ浮かべて彼女は頷いた。

　そして「はい」と渡された小瓶を、ゴブリンスレイヤーは「ああ」と受け取って呷あおる。

　ほろ苦い薬液は、内側からじんわりと体に熱をもたらしてくれるようだった。

「眠っても良いぞ。この寒さなら、まだ死ぬ事はない」

「……それ、かえって安心できないよ？」

「冗談だ」

　牛飼娘の笑みが引きつった。それを無視し、ゴブリンスレイヤーは再び廃屋はいおくの外を窺う。

　脱出か、救助を待つか。

　──数日ならば問題はあるまい。

　いくら雪の闇に閉ざされた中とはいえ、ゴブリンの探索を逃れることは難しくあるまい。

　連中が昼夜問わず動けるとしても、隠れ場所の多さと寒気について条件は同じだ。

　傍かたわらの少女を無事に帰すことを大前提として動いても、問題はないように思えた。

　──無論、やるだけだが。

　それきり、会話はなくなった。

　五感で認識できるのは、時折彼女が僅かに身じろぎをする度に覚える柔らかさと熱。

　胸を上下させて僅かに漏れる呼気の音。

　外ではゴブリンがぎゃいぎゃいと声をあげ、雪を蹴散けちらしている。

　しかしそのどれもが、どこか遠くに感じられる。

　やがて牛飼娘の瞼まぶたがうとうとと落ちかける。

　ゴブリンスレイヤーにもたれるように、姿勢が崩れる。


　そして──……。



　ずん、という衝撃を伴った轟音ごうおんが、全すべてをひっくり返した。


「──ひっ、ぅ……ッ!?」



　びくりと身を起こした彼女の横で、既にゴブリンスレイヤーは臨戦態勢を取っていた。

　油断なく武器を構え、腰を低くして備える彼の視線──その先。

　牛飼娘は確かにそれを見た。

　青黒い巨体。額ひたいに生はえた角。腐敗臭の漂う息を吐く口。手にした巨大な戦鎚せんつい。

　驚愕きょうがくに目を見開いた牛飼娘が、呟くように声を絞り出した。

「な……に、あれ……？」

「知らん」ゴブリンスレイヤーは短く言った。「ゴブリンではないようだ」

　ずん、ずん、と大地を揺らしながら歩く巨漢の周りに媚こびへつらいながら小鬼どもが付き従う。

　──なるほど、あれが頭目か。

「見覚えのある怪物だ」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、怪物の動向を注意深く探った。なんと言ったか。

「ええい、まだ冒険者は見つからんのか！」

　と、件くだんの怪物が口を開き、がらがらと濁にごった胴間声どうまごえを張り上げ、足元の小鬼を蹴り飛ばした。

「ＧＯＢＧ!?」

「これだからゴブリンどもは役に立たん……！」

　雪上を転がり、這はいつくばって許しを請うゴブリンへ苦々しげに吐き出される言葉。

　怪物はどっかと馬車の残骸を床机代わりに腰掛け、戦鎚を叩たたきつけるように傍らへ下ろした。

「……まあ良い。貴様らにあれこれ言ったところで、その脳みそではわかるまいよ」

「ＧＢＯＲ……」

「良いから、早く見つけろ。一番手の隊には、その娘を好きにする権利をやる」

「ＧＲＯＧＢ！　ＧＯＢＯＧＲ！」

「わかったならば、励はげめ」

　ゴブリンは将の指示を甲高い声で喚いて伝達しながら走りだした。

　にわかに活気づくゴブリンどもの動きに、ゴブリンスレイヤーは低く舌打ちをする。

　小鬼どもの士気を上げる術すべを心得ている。恐怖、欲望。その両方だ。

　──手強てごわい。

　ゴブリンスレイヤーは結論づけた。

　脱出も、救助を待つのも、容易な事ではあるまい。

「ね、ねえ……？」

　傍らにいる少女の震えはさらに大きくなっていた。

　ゴブリンスレイヤーは手を伸ばし、握りしめ、ゆっくりと下ろした。

「……寝ろ」

　それ以外に言葉を見つけられず、彼は握った拳こぶしを剣にかけて、静かに繰り返した。

「寝ろ。……明日も厳しいぞ」

「……うん」

　牛飼娘は頷き、素直に目を閉じた。僅かにまどろみ、それ以上は眠れなかった。

　ゴブリンスレイヤーは片目を開けたまま、気を緩ゆるめることなく眠りについた。

　彼は、そうしなければならなかったのだ。
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「いとしい人が死にかけている。目の前じゃゴブリンが逃げ出した。どーっちを取る！」

「わかりません」

　答えた瞬間、彼は頭をしたたかに殴られた。

　師──先生が氷の塊を握り込んだ拳を思い切り振るったのだ。

　暗い氷洞の床に転がされ、蹴飛けとばされたが、彼にはもう冷たさと痛みの区別がつかない。

　次の一撃を避けようと身を起こして周囲を見回すが、相変わらず師の姿は見えなかった。

「あーあ、可哀想かわいそうになぁ！　お前の目の前でそいつは死ぬぞ！　ゴブリンは逃げた！」

　おしまいだぁっ！　闇の中、姿を見せぬ師はぐちゃぐちゃと意地汚く何かを貪むさぼっている。

　彼を雪原へと放り出してかき集めさせてきた、木の実の類たぐいだ。

　こんな雪と氷しかない山奥でも、探せば驚くほどに食料があることを彼は知った。

「なんだ、やらねえぞ？　喰くいたきゃもっと取ってこい！　こりゃわしの分だ！」

　はい。彼は頷いた。

　師の悪辣あくらつさには慣れていたが、彼には採取した食料をちょろまかすという発想がなかった。

　そんなことは思いもよらなかったのだ。

　なにしろ師からは「正直であれ」と教わっていたのだから。

「ま」と師は下品な音を立ててゲップを吐いた。「両方と言わねえだけマシだけどな」

「両方はダメですか」

「たりめえだ！」

　途端に顔へ何か濡ぬれたものがびしゃりと張り付いた。

　師が吐き出した木の実の皮だろう。彼はそれを無言で拭った。凍傷になりたくはない。

「そりゃあ問題の意味がわかってねえってことだ。現実見えてねえ奴やつはすぐに死ぬぞ！」

　救いようがない。師はそう言って、また木の実の皮を、今度は真横へ吐き捨てた。

「だがよ」

　師が言葉を切る。姿は見えずとも、にたりと嫌らしく笑ったのがわかった。

「答えのかけらはそこにあんのさ」

「かけら」

「そもそも、そんな状況になった時点で阿呆だってこった」

　げたげたというこの世のものとも思えない笑い声が氷洞に響いた。

　続けて咀嚼音がぐちゃぐちゃからばりばりというものに変化する。キノコだろう。

　彼は少し考えてから問うた。

「でも、そうなったらどうすれば良いんですか？」

「どうすれば？」

　次の瞬間、青白い光が彼の鼻先を通り過ぎた。

　ぎらつく短剣の刃が目の前に突きつけられている。切っ先が僅かに頰に刺さり、血が滲にじむ。

　闇の中、爛々と燃える圃人レーアの瞳ひとみが目の前にあった。圃人の老爺ろうやは笑っていた。

「何でもするんだよ、いとしい人よ!!」
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「ん、ぅう……」

　眠りが浅いのだから、目覚めが不快なのは当然だった。

　夜は長く、夢は短い。覚醒かくせいを促したのは何かがすぐ傍そばで動く気配だった。

「起きたか」

「わ……！」

　牛飼娘は慌てて飛び起き、毛布で下半身を隠し、それから両手で口元を覆った。

　覆った後でその理由がわからず、目を瞬かせる。

　ここはどこだろう。自分の部屋ではない。彼がいる。いつもと同じ格好で。


「…………ん。おはよう」



「ああ。おはよう」

　そうか。ようやく思考が現実に追いついて、彼女はこくんと頷いた。

　廃屋も同然な屋根の下、状況は何一つとして変化していない。

　ふるりと身を震わせた牛飼娘は、間もなくそっと外を窺った。

　ゴブリンの姿は、少なくとも見える範囲の雪原にはない。

　──良かった。

　ほっと、彼女は豊かな胸をなでおろした。

　彼はといえば普段通り柵の点検をするのと変わらない様子で、装備を検あらためている。

　安っぽい鉄兜、薄汚れた革鎧かわよろい、腰に中途半端ちゅうとはんぱな長さの剣を帯び、腕には小振りな円盾。

　その姿を床に座ったまま見上げ、牛飼娘は一度こくんと喉を鳴らした。

「……今日は、どうするの？」

　これから、とは聞けなかった。

　彼は「ふむ」と低く唸うなった後、彼女の問いの答えを教えてくれた。

「脱出にしろ、救援を待つにしろ、次の寝床が必要だ」

「ここじゃ、ダメなの？」と牛飼娘は周囲を見回した。「昨日は見つからなかったのに」

「ならば今夜には探索される」彼の言葉は端的だった。「それに、他ほかにも食料が必要だ」

「食べ物……」

　牛飼娘は昨夜齧った干し肉を思い出した。まるで食べた気がしなかった。

　──お弁当。

　あの時落とさなければ、食べてもらえたのに。

　彼女が俯いて黙り込んだのをどう受け取ったのか、彼は静かに続けた。

「ゴブリンが寝ている今の内に探索を済ませる。ここで待て」

「え、やだよ」

　即答だった。

　自分でもどうしてそんな事を言ったのか、牛飼娘にはわからなかった。

　なら、彼はもっとわからなかったに違いない。

「何故なぜだ」

　──声が勝手に出ちゃったんだよ。

　などと言えるわけもない。

　牛飼娘は「えっと」と視線を彷徨さまよわせ、答えを探した。

　部屋の中には見つからなかった。外、雪の中にもだ。牛飼娘は胸元むなもとを押さえた。

「あ、あたし一人でゴブリンに見つかったら、なんにもできないもん……」

　それは事実であり、彼女なりに良くできた理屈であった。少なくとも今考えたにしては。

　──一人はやだ……ってのも、そりゃ、まあ、あるけどさ。

　それは否定ひていできない。牛飼娘は胸の前で両手をぎゅっと握り、上目遣うわめづかいに彼を見た。

「……どう、かな？」

「……」

　彼は低く唸った。

　状況は、彼女もわかる範囲でわかっている。わかっているつもりだ。

　だから今回は、わがままを言う気はなかった。

　ダメと言われたら、それまでのつもりだった。

「……すまん」


「あ……──」



　やっぱり、と思った。牛飼娘は「ううん」と首を横に振った。

「いいよ。……気にしないで」

「二箇所より一箇所の方が見つかりづらい。俺おれの判断が間違っていた」

「──うん？」

　おとなしくしているから。そう言おうとした牛飼娘は、こてんと首を傾かしげた。

「それに確かに、傍にいれば有事に俺が対応できる」

「……つまり、一緒にいても良い、ってこと？」

「急ぐぞ」彼は直接その言葉に答えず、短くそう言った。「時間が惜しい」

　必要なものがあれば持っていけ。

　そう言って背を向けた彼に、牛飼娘は慌てて周囲を探った。

　まず自分が今かぶっていて、昨日彼が投げ渡してくれた毛布があった。

　それを外套代わりにとっさに羽織はおると、ひやりとした空気が下半身を撫なでる。

　──あ！

　さっと顔を赤らめた牛飼娘は、わたわたと引っ掛けてあるズボンを手に取った。

　そのまま無理やりにでも脚と尻しりとを押し込み、何とかベルトを締めて留め具をかける。

　彼はこちらを気にしていないのだろうか。気にしないままでいて欲しい。

「え、えと、あと、武器は……」

「いらん」

　ばっさりだった。

「お前が武器を使う状況に陥おちいったならば、逃げた方が良い。重石おもしは邪魔だ」

「う、うん……」

　重石という言葉は、昨夜のやりとりを思い起こさせた。ズボンが乾いていて良かった。

　毛布一枚きりというのは何とも不安ではあったが、それ以上彼女は反論せずに従った。

「行くぞ」

「……うん」

　不本意で、正直に言えば認めたくはない。

　だが、彼は──彼女の幼馴染おさななじみは、ゴブリンスレイヤーなのだ。
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「やはり夜警の類はいるか」

　廃村の残骸、その物陰から物陰へ這うように進みながらゴブリンスレイヤーは唸った。

　オーガ（という名前を彼は覚えていないが）の命を受け、眠たげな顔でうろつく小鬼。

　ゴブリンスレイヤーは手近な一匹の口に背後から手を回し、剣で喉を裂いて寝かせてやった。

　死体の隠し場所は至るところにある。雪だまりにぶち込んでやれば良い。

　流れた血も、じきに吹雪ふぶきが覆い隠してくれるだろう。雪も悪いことばかりではない。

「行くぞ」

「う、うん……」

　牛飼娘はちらりと小鬼の死体が埋まる方を見て、自信なさ気に彼の後に続いた。

「……食べ物って、何を探すの？」

「村の食料は期待できん」

　昨夜の干し肉を見る限り、ゴブリンスレイヤーはそう判断せざるを得なかった。

　それにもし食べられる物が残っていても、ゴブリンどもがとっくに手をつけているだろう。

　積雪を遮蔽物しゃへいぶつにとって、そっとゴブリンどもの様子を窺う。

　降雪による白い闇は、単純な事実としてゴブリンどもの味方だ。

　只人ヒュームは闇を見通すことはできず、寒さにも弱い。

　ぴたりと背後に張り付いている牛飼娘は毛布を羽織っていたが、ぶるぶると震えている。

　そっと鉄兜を巡らせてみれば、肌は青白く、唇の色も悪い。

　──狩りは無理だな。

　彼女への負担が大きい。そしてゴブリンに見つかる可能性が高い。

　いや。彼は頭を横に振り、自らの思考を訂正した。

　ゴブリンに見つかる可能性が高く、彼女への負担が大きい、だ。

　そこを取り違えてはいけない。先と同じミスをまた繰り返すところだった。

　優先順位を誤れば、結果的に彼女を死に至らしめることになるだろう。

　そして多くの場合、ゴブリンによるそれは死で終わる事がないものだ。

「……苔桃コケモモを覚えているか」

　ゴブリンスレイヤーは努めて淡々とした口調を心掛けて言った。

　牛飼娘は一瞬「え」と戸惑ったようだが、すぐに「うん」と頷いた。

「熊の葡萄でしょ？　小さくて、赤い実の。村外れとかに、あったよね」

「まだ実が残っているかもしれん」

　それを探す。ゴブリンスレイヤーはそう言って、空を見上げた。

　雪を吐き出し続ける鉛色なまりいろの雲は、分厚く、重く、暗い。

　風は強く、雪の量は変化なし。鳥の気配もない。だが、いるとすれば。

「もし鳥がいたら、その近くに実があるはずだ」

「わかった。……鳥だね」牛飼娘は真剣な表情で繰り返した。「苔桃。……他は？」

「岩茸イワタケを探す」

「岩茸……？」

　ゴブリンスレイヤーは少し考え、不器用に手を動かした。

「平たく、黒い、キノコだ」

「あ、わかる。……わかった」

　牛飼娘が「アレだよね」と言って笑った。

　寒さと恐怖と緊張で強張こわばった、とても笑顔とは言えないような笑みだった。

　だがゴブリンスレイヤーは頷いた。「ああ」と応こたえる声が少し震えた。

「周囲に気をつけて、進むぞ」

　言わずもがなの事だった。

　だが、言わずにはいられなかった。
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　火を焚いて雪を溶かすことも、小鬼に見張られている井戸に行く事もできない。

　二人が水を手に入れる事ができたのは、村の外れに凍りついた池があったからだ。

「……よくわかったねぇ」

「雪は地形に沿って積もる。……それに井戸があれば水脈もある。こちらは農業用だろうが」

　牛飼娘の言葉に彼は短剣を氷に振り下ろし、がつがつと削りながら言った。

「ゴブリンどもは、こういったものには気づかん」

　作業の間、周囲を見張るのは牛飼娘の役割だ。

　彼女は毛布で包んだ肩を抱きながら周囲を見回し、ぶるりと身を震わせる。

「井戸が使えれば、もうちょっと良かったよね」

「ゴブリンも、そう考えている」

　仕方ない。そう言って彼は短剣で作業を続け、ほどなく氷に穴を穿うがち終えた。

　手を差し入れ、水の具合を確かめる。濁りはなく、清水のようだ。

「病気とか、大丈夫かな？」

「村があったのだから、心配はあるまい」

　頷いた彼は、雑囊から細く黒い管を取り出した。

　一端いったんを水中へ、もう一端を口に咥くわえて吸い、管中を水で満たしてから水袋に差し込んだ。

　後は予あらかじめ岸の雪を掘って作ったくぼみに水袋を入れれば、自然と水が流れ込んでいく。

　あたりを気にしながらも作業を見ていた牛飼娘が、不思議そうに首を傾げた。

「この管って、何かの魔法の品……？」

「樹液を筒に流し込んで固めたものだ」彼は言った。「水袋の方が、水面より低いだけだ」

　水は高所から低所へ流れる。それだけの理屈なのだが、彼は説明が下手だった。

「ふぅん……」

　いまいち半信半疑ながらも、牛飼娘は彼の隣へと腰を下ろす。

　彼は腰の剣に手をかけながら、周囲を警戒するように黙り込んだ。

　牛飼娘は、そっと息を吐いた。

　とてもではないが、彼の傍にいたくてたまらなかった。離れたら、きっと死んでしまう。

　──そう、思われたくはないけれど。

　白い吐息に混ぜて、牛飼娘は自分の気持ちを外に逃した。

　甘えて縋すがり付いて、彼に全部任せて──今も任せ切りだが──しまえば、どんなに楽か。

　──それをしたら、何もかもおしまいだけど、ね。

　彼がどう思うにせよ、彼女にとってはそうだった。

「色々、知ってるんだ？」

　けれども辺りと彼の様子を交互に見るだけでは沈黙には堪たえられなくて、言葉が転がり出た。

「勉強をした」

　短い返事だった。

「そっか」

　牛飼娘はそう言って、寒さを凌しのぐように膝ひざを抱え、豊かな胸元へと寄せた。

「賢いもんね、きみ」

「……いや」

　彼は低く唸った後、首を横に振った。

　鉄兜に隠れて表情はわからないが、目線は真まっ直すぐに水袋へと向いているようだった。

「先生からは、お前は馬鹿だと良く言われていた」

「先生……って、君が？」

　牛飼娘は目を瞬かせた。心底意外だった。とてもそうは思えなかった。

　少し体を彼に寄せ、向きを変えて、顔を覗のぞき見る。

　いつも通りの、安っぽい鉄兜。

「俺には想像力がない」と彼は言った。「だから、すぐに死ぬ」

「死ぬ……って」

　牛飼娘は言葉を失い、どうにかそれを探そうとした。

「……君は、生きてるじゃない」

　生きていてくれないと困る。すぐになんて、とても嫌な、考えたくもない言葉だった。

「だから、誰だれにもできない事をやろうとするな、と言われた」

　お前にそんな事ができるわけがない。

　お前は自分が他の誰よりも優れていると思っているのか。

　お前はどこにでもいるような馬鹿なのだから、人並み以上の事はできるわけがない。

「ふぅん……」

　牛飼娘は唇を尖とがらせた。なんだか面白おもしろくなかった。

　顔も見たこともない先生とやらに、彼を馬鹿にされているような気がした。

「……その場にいたら、怒ってあげたのに」

「だが、答えは常に、ポケットの中だとも教わった」

「……うん？」

　謎なぞ掛けめいた言葉の意味を、彼女はすぐに理解できなかった。

　こてんと首を傾げると、彼は笑った──笑ったように、見えた。

「根性を入れて考えて、自分のできる事をやれ……と、俺は考えている」

「できる事……」

「何でもだ」

「何でも……」

「そうだ」

　彼は水袋に手を伸ばし、中身を揺すった。とぷんと音が鳴った。

　たっぷりと中身が詰まったことを確認し、空からの、もう一つのものと交換する。

　また水がたまり始めた。

「飲め」

「わ」

　その満タンの水袋を、彼は彼女へと放った。胸元で、柔らかく受け止める。

「食べておけ。まだまだ動く」

「あ、うん」

　牛飼娘は頷いて、道中で拾い集めてハンカチに包んだ苔桃を広げた。

　味はともかく、長靴いっぱいというには程遠い量だ。

「……君は？」

「これがある」

　そう言って、彼は黒くバリバリとした岩茸を兜の隙間からねじ込んだ。

　音を立てて咀嚼しているが、牛飼娘にはどうしても旨うまそうには見えない。

　──というより、そのままで食べれるんだ……。

　彼女は「むう」と唸り「よし」と声をあげ、彼から残りのキノコ半分をひったくった。

　そして「ん！」と苔桃を半分押し付ける。

「む……」

「はんぶんこ、しよう！」

　牛飼娘は有無を言わせなかった。

　彼女は彼が黙り込んだのを良いことに、岩茸を口に放り込んだ。

　状況はわかっているつもりだ。

　何も好転はしていない。

　だが水は冷たく、岩茸は硬く、そして苔桃は甘酸っぱかった。
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　ドレスよりは動きやすいが、走ると裾すその隙間すきまから太ももが覗のぞくのが恥ずかしい。

　未いまだ慣れぬ衣装に対する彼女の感想はそれで、ぱたぱた廊下を走るのには不自由だった。

　長い長い廊下、毛足の長い絨毯じゅうたんを蹴けるようにして走り抜け、一番奥の分厚い扉を押し開ける。

「おにい──じゃない、陛下！　報しらせに参りましたッ！」

「ええい、今度は何だ。天の火石ほいしか、邪教の陰謀か、火竜でも飛んできたか、私が出るぞ！」

「陛下」

　執務机の幽鬼の隣、ばっさりとその妄言を切り捨てるのは、いつも通りの赤毛の枢機卿すうきけいだ。

　やたら影の薄い銀髪の従者は、執務室の入口脇に控えていて、やれやれと首を振っている。

　金獅子の如ごときと宮廷の婦女子が褒めそやす美丈夫びじょうふも、疲労困憊ひろうこんぱいの様子では見劣りもするか。

　王妹──今や地母神ちぼしんの信徒でもある──は、思わず苦笑して「大丈夫？」と小首を傾かしげた。

「大丈夫にするのが王侯貴族のたるべき姿だ」

　若き王は深呼吸を一つ。

　そして過酷な経験をして尚なお、曇くもりのない妹の姿を、眩まぶしげに見やった。

　無論のこと、それは表向きの事だろう。心配させぬよう明るく振る舞っているに違いない。

　けれどそうした気遣いをできるようになったという事は、間違いなく成長の証あかしだ。

　地母神の導きがあればこそか。王は内心で短く神々へ感謝し、頷うなずいた。

「では地母神の寺院より、報告を聞かせて貰もらおうか」

「うん。知識神様の方から暦こよみとかと付き合わせないと、断言できないところはあるけれど」

　──今年の冬は、やっぱり長くなってるよ。

「気候が悪いという事ではなくか」

「北の山から吹く風が、いつもより冷たくなってるから。……夏の内に兆候もなかったし」

「今度は天変地異か……」

「……商あきないの方が少し心配になりますね」

　ぎ、と王が椅子いすを軋きしませてもたれた音に合わせて、静かな声が凛りんと響いた。

　王妹が「おや」と目を丸くしたのも無理はない。

　執務室の片隅で、来客用の机と椅子に書類を山と積み上げているのは、見かけぬ女商人だ。

　だいぶんと前にどこかの夜会で見た令嬢と似ている気もするが、さて──？

「皆が飢饉を心配して売らない、貯め込むとなると、銭金と食料が回りませんから……」

「……結果的に飢饉ききんと変わらぬことになる、か。まったく度どし難がたいな」

　しかし兄である王とは、事務的なれどもテキパキと会話を交わしている。

　となれば信のおける人物なのだろうか。ちらと赤毛の枢機卿に目配せすると、頷きが一つ。

　──なら良いか。

　王妹の思考回路はシンプルで、兄の身内ならば自分の身内、それで終わりだ。

「やはり冒険者を送り込まねばならぬか。斥候スカウトが必要だな。見劣りせぬだけの技量が欲しい」

「見繕います」

　打てば響くような二人のやりとりに、王妹は躊躇ちゅうちょせずに口を──自らの疑問を挟む。

「軍では無理なんです？」

「軍は戦いくさをするものであって、当て所なく北方辺境を探索させるものではないよ」

「……それに軍を動かすと、準備から糧秣りょうまつから事後のことまで、またお金の問題ですね」

　苦笑した国王は、自らの言葉を補う女商人の言葉に「うむ」と頷いて頰ほおを緩ゆるめた。

「軍を送り込めば全すべて解決する、などと思われては、兵と民が哀れだ」

　無限に兵の出る魔法の壺つぼはなし。故に冒険者の出番がある。そうでなくては困るものだ。

「とはいえ、いかんせん疲れるがな。……さて」

　国王は書棚に向かい、本年度版の冒険者武鑑を開く女商人へ目をやった。

　北方の山々に送り込めるような冒険者は、王都の近くにいるだろうか。


　探索に長たけ、俊敏で、生還能力の高い、腕っこき──……。



「まったく、高望みも良いところではあるが」

「一人おられるようではありますが……」

　困ったような顔で、女商人が小首を傾げ、美しく整った指先で頁ページの記述をなぞった。

「……大変気難しい方らしく、受けていただけるかどうかは、何とも」

「縦にでも横にでも長ったらしい契約書を用意して寄越してやれ」

　末尾に望む財宝を一つやる、とでも付け加えろ。国王は半ば自棄やけっぱちのように言った。

「冒険好きならば、ただそれだけで乗ってくるだろうさ」
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　冒険者たちは夜明けと共に街を出発し、途中で小休止を挟みつつ昼前には入山を果たした。


「ひえええ……っ！　さ、寒い……！」



　無論、新米戦士は悲鳴をあげた。認識が甘かったわけでも、体力がなかったわけでもない。

　吹雪ふぶきである。

　やや小康しょうこう状態になったとはいえ、山を吹き下ろす風と雪の冷たさは厳しいものがある。

　噂うわさに聞く霜しもの巨人だの氷の竜が吐くという雪の息吹いぶきとはこういうものか。

　それはあまりにも甘い想像だったが、今の彼にとって危ういという点では大差がない。

　外套がいとうの前を必死に押さえ、身を低くしてやっとの思いで山道を這はうように進む。

　後ろに続く見習聖女は声も出ない有様ありさまで、蜥蜴僧侶リザードマンの巨体を盾にしてなんとかといった様子。

「ね？　だから言ったでしょ、寒いわよって」

　その二人に対して妖精弓手エルフは得意げに薄い胸を反そらして見せた。

　彼女の長耳もひくひくと揺れ──いや、揺れない。

　ぴんと笹穂のように長い森人エルフの耳は、今やふかふかとした耳あてに守られている。

「なのでこういう装備がいるわけ！　ふふふふ、買って良かった……！」

「寒くて文字通り耳が千切ちぎれんのは森人くらいのもんだけどな」

　ご満悦の妖精弓手が、鉱人道士ドワーフの軽口に「なにおう！」と喰くってかかるのもいつも通り。

　喧々けんけん囂々ごうごうと始まる口喧嘩を背景に、女神官はそっと蜥蜴僧侶の様子を窺うかがった。

「大丈夫ですか？」

「う、むむ。まあ、堪こたえてはおりますがな」

　ぶるりと鱗うろこに張り付く雪を払い落としながら、彼は掌てのひらを広げてはめた指輪を見せてくる。

《呼気ブリージング》の指輪──いつぞやゴブリンスレイヤーから借り受けたのと同じ、魔法の品だ。

　加えてその衣服は、普段よりも幾分か厚着がされているようにも見える。

「しかし、それを乗り越えていくのが進化適応というものですからな」

　鰓えらから肺腑はいふに切り替えるよりよほど楽。

　そう言って呵々かか大笑たいしょうする蜥蜴僧侶の冗句は、女神官には良くわからない。

　だけれど彼女がこうして行軍に耐えうるのも、全すべては一年前の冬に培つちかったものだ。

　──成長、ですよね。

　単に強くなるというだけではなく、経験を積み重ねるということ。

　外套の襟元えりもとをしっかりと押さえた女神官は、うんと頷うなずいて斜面へと挑みかかった。

　錫杖しゃくじょうを突き、体を支えて風に抗あらがい、足を前へ、前へ、上へ。

　鉛色なまりいろの空に隠されて、太陽の光はまるで差してこない。

　薄ぼんやりとした暗さは人を迷わせる霧のようで、うっかりすると足元を掬すくわれそう。

　それでも彼女は歩き続け、ふと途中で思い立って背後を振り返った。

　──遠い。

　何と歩いたものだろうか。

　竜や巨人、鳥や風の行く距離からすればさほどのものではないのだろう。

　だがしかし、雪の白と岩の灰が斑まだらに入り混じった行程は、途方もない距離に思えた。

　振り仰あおいで見れば山の頂きは雲の向こうで、とても歩いて行けるようには感じられない。

　──山というのは、言葉持つ者の領域ではないのかもしれない。

　息を吐き、それが白く煙るのを見つめながら、女神官はそう思う。

　知らず両手が錫杖を縋すがるように手繰たぐっていた。

「慈悲深き地母神ちぼしんよ、この地を作りたもうたことに感謝を……」

　地母神への祈りだった。加護を願うのではなく、純粋な賛美。

　神々の作りたもうた四方世界の、なんと大きなものであろうか！

　未踏の地へ挑むということは、きっと、ただそれだけで冒険に違いないのだ。


「ううう、至高神しこうしん様ぁ……託宣ハンドアウトがふわっとしすぎですよぉ……！」



　が、とうとう過酷な登山に堪たまりかねた見習聖女が悲鳴をあげた。

　天秤てんびん剣けんに縋ってひぃひぃ言う様はなるほど、まだまだ駆け出し＋一といったところか。

　それでもへたり込まなかった事に女神官はくすりと笑って、仲間たちと視線を交わした。

　否定ひていの色はない。

「じゃあ、小休止にしましょうか」

　一党は風をしのぎ、かつ雪崩なだれに巻き込まれないような岩陰を選んで腰を下ろした。

　車座になって、中央には鉱人道士が触媒の鞄かばんから取り出した火石ほいし。

「《踊れや踊れ、火蜥蜴サラマンダ。尾っぽの炎をわけとくれ》」

　雪の下には湿っていない枝葉があるし、《着火ティンダー》の術はこういう時に重宝するものだ。

「じゃ、お水を用意しますね」

「おう、たのまぁ」

　焚たき火びの前を鉱人道士に譲ってもらい、女神官は周囲の雪を入れた手鍋を火にかけた。

　しばらく様子を見ていると、すぐに解けて水になる。そういう意味では雪もありがたい。

「えっと、そのままじゃダメなんですか？」

　座り込んで呼吸を整えていた見習聖女が、少し不思議そうに声をかけてくる。

「雪をそのまま口に入れても、水を飲んだ事にはなりませんから」

　振り返って様子を窺った女神官は「あ、それと」と付け加えた。

「二人とも装具は少し緩ゆるめておいてくださいね。体が休まるので」

「お、おう」

「……色々知ってるんですね」

　彼らがもたもたと背囊はいのうや鎧よろいの帯を緩めだし、女神官はそっと胸元むなもとを押さえた。

　──ゴブリンスレイヤーさんから教わった事ですけどね。

　きっと仲間たちは気づいているに違いない。

　けれど先輩ぶる彼女に対し、ただ笑みを深めるだけで済ませてくれていた。

　それが何とも気恥ずかしく、けれど嬉うれしくて、女神官は頰ほおを緩める。

「さぁて、後は酒だの」

　一方、腰の瓶びんからたっぷりと火酒を注そそいで杯を振る舞うのは、当然鉱人道士だ。

「ど、ども……」

　どぎまぎと杯を受けて酒に口をつけた新米戦士が、途端にけほけほと咳せき込こむ。

「はっはっは！　覚えとけ、坊主。こいつがの、本当の酒っつうもんだぞ」

「う、うす……」

　にんまり顔の鉱人道士が、続けて見習聖女へと杯を回す。

「ほれ。一口でも飲んどかんと、体が冷えて動かんぞ」

「あ、わ、あ、あたしは、お酒は……」

　わたわたと大慌てで手を振る彼女を援護するように、当然でしょと妖精弓手が鼻で笑う。

「鉱人ドワーフの火酒なんて喜んで飲むの、それこそ鉱人だけに決まってるでしょ！」

　言いつつ雑囊をまさぐった彼女は、「じゃん！」と口で言いながら葉の包みを取り出した。

「そこで出て来るのが森人の焼き菓子ってわけ！」

　包んである葉を紐解ひもとけば、硬く焼きしめた菓子の甘い香りがふわりと漂う。

「わ」と思わず声をあげたのは、ちょうど白湯さゆを杯に注いでいた女神官だった。

　あまり食べる機会は多くないけれど、森人の焼き菓子、今ではすっかり彼女の好物だ。

「はい、どーぞ、どーぞ。お酒なんてのは飲みたい奴やつに飲ませとけばいーの」

「あ、ありがとうございます……。……ッ!?」

　妖精弓手が得意満面で菓子を配り、見習聖女が恐る恐る一口、そしてパッと顔を輝かせる。

　リスかなにかのように黙々と頰張ほおばっていくあたり、彼女もこれが気に入ったらしい。

　女神官も妖精弓手へ白湯を差し出しながら、目尻が下がるというものだ。

「ふふふ、美味おいしいですものね。これ」

「ありがと。でしょ？　自慢の品よ、自慢の！」

　薄い胸を誇らしげに反らす妖精弓手に、鉱人道士は「ちぇっ」と小さく舌打ちをした。

「ったく、かみきり丸がおらんと酒の飲み手がおらんで困るわ」

「ははははは、ま、致し方ありますまいよ」

　焼き菓子に夢中な娘たちを見やりつつ、新米戦士に水を飲ませた蜥蜴僧侶は目を回した。

「甘い辛からいは人の好き好き、拙僧せっそうも葉物より肉が好きと、食性ばかりはいかんともし難がたく」

　蜥蜴僧侶は火酒をがぶりと呷あおり、いそいそと鞄から取り出したチーズの塊をがぶり。

　大おお顎あごをあけて、両手で抱えるような大きさのそれを一口、二口とかじり取る。

　獲物を丸呑まるのみするように腹に収めて「げふ」と息を吐く姿に、妖精弓手がくすくすと笑った。

「ほんっとにチーズが好きなのね」

「好物があって困る事などありませなんだ」

　一口頂戴ちょうだいと伸ばされる細い手に、蜥蜴僧侶の爪つめがチーズの欠片かけらを乗せる。

　妖精弓手がそれを旨うまそうに口へ放り込むのを、見習聖女と新米戦士が珍しそうに見ていた。

「どうしました？」

　女神官がそう問うと、二人は「いやあ」「ねえ」と照れたように頰をかく。

「こんな大人数で冒険した事って、あんまなくてさ」

「だいたいいつも、二人だけだったから……」

　ああ。女神官は得心した。最初は自分も戸惑ったものだ。

　オーガと対決することになった遺跡への旅路──ほんの数日で、慣れてしまったけれど。

　理由はといえば、単純明快に一つ。

「楽しいでしょう？」

　そう言うと、二人の少年少女は顔を見合わせ、素直に「うん」と頷いた。

「俺おれもいつか、もっと仲間を増やしたいな」

「あら、あたしだけじゃ不満なの？」

　わざとらしく頰をふくらませる見習聖女。女神官はカップに入った白湯を差し出した。

「すみません」と両手でそれを受け取り、見習聖女はふうふう言いながら喉のどを潤す。

「……でも、こんなに賑にぎやかなら、それも悪くないわね」

「つーても、油断してはダメだかんの」

　そんな彼女に冷水を浴びせるように、にやけ顔の鉱人道士が口を挟んだ。

　手酌てじゃくで火酒をやりながら、彼は髭ひげについた霜をばりばりと剝はがした。

「こうも雪の精どもが踊り狂っておると、氷神の娘に喰われかねんわ」

「なぁに、それ？」と妖精弓手が興味津々に身を乗り出した。「神様？　天上の？」

「お前さん、上古の森人だっつーなら昔語りくらい聞いとらんのか」

「覚えてることと覚えてないことがあるのよ」

　じろりと睨にらまれても悪びれない森人の態度に、鉱人道士は深々と息を吐いた。

「ま、神つーても天の指し手どもじゃねえ。原初の巨人、その類たぐいだの」

「巨人……」

　女神官は自分のカップに息を吹きかけてこくりと白湯を飲み、焼き菓子を一口齧かじった。

　──たしか、去年のお祭りで……。

　収穫祭のさなかに闇人ダークエルフが呼び出さんとしたのは、いにしえの巨人であったという。

　後から聞いた事情だが、召喚されていたらどうなっていたことか……。

　──あ。

　それに連想して、色褪いろあせぬ思い出と共に肌もあらわな衣装で行った演舞が蘇よみがえる。

　かっと赤くなった頰を誤魔化ごまかすように、女神官は白湯へ息を吹きかけた。

「神々の戦いくさ遊戯ゆうぎも既に遠いとはいえ、まだ四方世界に残っとる奴がいるのは確かでな」

「強いので？」

　蜥蜴僧侶の問いに、鉱人道士は「そりゃあもう」と請け負った。

　新米戦士と見習聖女が恐々と身を寄り添わせる。銀等級でも「強い」とは、想像がつかない。

「その巨人どもはの。氷の神を自称してな、自分らの領域に入ってきた者を喰いおるのだ」

「……娘さんの方は、優しかったりしないの？」

　ふるりと身を震わせた妖精弓手の質問に答えず、鉱人道士はがぶりと酒を呷った。

「料理が上手うまいとさ」


「…………」



　女神官は困ったなと頰をかいた。妖精弓手が今にも泣き出しそうな情けない顔をしている。

「モノホンかどうかは知らんけどな。そういうのがこの山にいる、という噂はある」

「それもっと先に言うべきじゃない……!?」

　へなへなと萎なえた声を漏もらす妖精弓手に、鉱人道士はひょいと肩を竦すくめてみせた。

「先に言ってガキどもが怖おじ気づいても困るだろが」

「うう、至高神さまぁ……」

　天秤剣に縋り付いて涙目で神の名を唱える見習聖女。

　新米戦士といえば、残念だが自分の冒険はここで終わってしまうのかという顔をしている。

　まあ、気持ちはわかる。そして鉱人道士の言い分もわかるのだが……。

「……あんまり脅おどかさないであげてくださいね？」

　ちょっとお姉さんぶって庇かばってあげるくらいは良いだろうか。

　女神官がほんのすこし語気を強めて言うと、鉱人道士は「おっ」と楽しげな顔をする。

「はっはっは、すまんの。ま、油断はすんなってことだな」

「……そうね！　鉱人の言うことなんて当てにならないんだし……！」

　何を言っているんだこの金床かなとこは。胡乱うろんげな鉱人道士の視線もなんのその。

　空から元気げんきでも元気を取り戻した妖精弓手は、意気揚々と弓の手入れに取り掛かる。

　蜘蛛くも糸の弦つるを張り直してぐいと引き具合を確かめて、うんと満足げに頷く。

　そしてまだ恐怖が顔から抜けない後輩二人へ、下手な仕草で片目を瞑つむってみせた。

「そんな奴、いたとしても私が射抜いぬいたげるから大丈夫よ！」

「それがそうもいかなくってね」

　不意に混ざった声に対する一党の反応は、二名を除いて素早いものだった。

　妖精弓手は矢を番つがえ、鉱人道士は鞄を手に、蜥蜴僧侶は牙きばを剝むき、女神官は煮湯を取る。

「えっ？　えっ？」と困惑している新米戦士と見習聖女の横で、ひょこりと長い白耳が揺れた。

「おかげでぼくらもえらい困っているというわけなのです」

　そうのんきな口調で、直立した白兎しろうさぎ──腰に山刀を帯びた兎人うさぎびとは、ひくひくと鼻を動かした。

「ところで、ぼくも焼き菓子を一つばかしもらえませんかね。腹が減ってかなわんのです」
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「ぼくらはですね。一日でも食わんと死ぬんですわ」

　かりこりと焼き菓子を前歯でかじりながら、兎の山岳猟兵は呑気のんきな様子で言った。

　ひょこひょこと何でもないかのように選び進む道は、勾配こうばいの厳しい山道だ。

「そう、なん……です、か」

　後に続く女神官としては、息が切れて敵かなわない。

　なにしろここは高く、ひどく空気が薄いのだ。

　妖精弓手は「空が広くて気の精エアリアルが散っているから」と笑っていたが。

「まあ、食べ続けてればずっと動けるんですけど、この冬はきつくってですね」
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「たしかに……冬が長い、ですよね」

　多少なり鍛きたえている女神官でさえ、錫杖に縋ってやっとの有様。

　新米戦士はまだ意地を張って歩いているが、見習聖女は既に蜥蜴僧侶の背中にいる。

「……大丈夫、ですか？」

「ま、拙僧も体を動かさんと厳しいですからな。只人ヒュームの体温も良い塩梅ですぞ」

　蜥蜴僧侶は女神官の気遣いにそう言って、いつものように笑って答えた。

　が、しかしその声には常より力がない。蜥蜴人リザードマンにとって寒さは致命的なものだ。

「あなたも私みたいに耳あてをつけたら？」

　それで何が変わるわけでもないだろうが、妖精弓手はくすくすと笑って言った。

　彼女はもともと樹上で暮らす森人だからか、その動きに一切いっさいの淀よどみはない。

　山刀を腰に前を行く白兎猟兵の後を、長い足で軽やかに跳んで追っている。

「ね、あなたは耳あていらないの？」

　妖精弓手は得意気に自分の両耳を覆おおうそれに手を当て、白兎猟兵へ声をかけた。

「耳が長いと寒いでしょ？」

「ぼくらにゃ毛皮がありますんでねぇ」

「……あ、そ」

　途端にがっくりした妖精弓手へ、最後尾を行く鉱人道士があからさまに溜息ためいきを吐ついた。

「この金床はどうでも良いがの。まだつかねえのか？」

　体力的には問題なくとも、手足の短さばかりはいかんともしがたい。

　山と鉱人は縁深いとはいえ、彼らが住むのは山下だ。登山はその範疇はんちゅう外がいだろう。

　兎人らの集落を目指す旅は、鉱人道士にとってなかなかに困難なものであった。

「もう少し、あと少し、ほんのちょいですやね」

　白兎猟兵はそう言って、ひょいとまた一つ岩を飛び越えた。

「まったくもう。こうなったのも全部、氷の魔女のせいですわ」

　曰いわく──兎人らの集落は、それなりに平和に呑気に暮らしていたのだという。

「ひいひい爺じい様さまが若い頃に、ふもとの村が潰つぶれて、只人さんらと縁が切れちまいましたが」

「そんな昔に……？」

　女神官は目を瞬またたかせた。曽祖父といえば、もう百年近くも前の事だろう。

　白兎猟兵は「いえいえ」と長い耳を振ってみせた。

「というても、ぼくらの感覚ですんで。たぶん百年経たってないですよ」

　ひょいと岩の上から次の場所へ飛び降りた白兎猟兵が、おや、と小首を傾かしげた。

　そして何でもないかのように「あ、そこ」と一点を示して付け加える。

「下、空っぽなんで気ぃつけてくださいな」

「うぉっ!?」

　言った端から新米戦士がずぼりと雪中に沈み込んだ。

　雪庇せっぴ──尾根や裂け目に吹き溜たまった雪が固まってできた雪塊。天然の落とし穴だ。

　もしも落ちれば脱出は困難。概おおむね即死するが、そうでなくともじきに死ぬだろう。

「わ、わ、わ、わ……！」

「ほれ！」

　あわや冒険もここで終わってしまうのか。大慌ての新米戦士へ鉱人道士が手を伸ばす。

　無骨な手がまだ細い手首を摑つかんで、ぐいと引き上げる。新米戦士は雪の上にへたりこむ。

　落としかけた棍棒こんぼうも、幸い紐ひもを手首に通したおかげでまだぶら下がっている。

「よ、良かった……」

「なにやってるのよ……！」

　蜥蜴僧侶の背から見習聖女が飛ばした尖とがった声に、新米戦士は「うるせえ」と一言。

　見習聖女の声に心配を感じ取ったらしい妖精弓手が、くすくすと喉奥で笑いを転がした。

「只人には見えないものね、こういうのは」

　ひょいと水たまりでも避けるかのように、彼女は雪庇を飛び越える。

　こっちこっちと手招きをして安全なルートを示しながら、彼女はゆるく首を傾げた。

「ま、無事なら良いでしょ。それで、氷の魔女がどうしたの？」

「ぼくらとしちゃあ、雷鳥だの雪男サスカッチだのにたまに仲間が喰われるのは文句もないんですが」

　山刀を腰に深く落とし込んだ白兎猟兵は、やれやれと疲れたように首を横に振った。

「この冬は特にそれがえらいことになっちまいまして」

「……その前段階からえらいことになってない？」

　妖精弓手がげんなりとした顔になると共に、蜥蜴僧侶がぐるりと目を回した。

「弱肉強食というのは世界を巡る偉大なる理ことわりですからな」

「けど冬の時代がきたお祝いに、毎日雪男どもにひょいぱくされたら参っちまいます」

　他ほかの食い物まで持っていかれるせいで、さて餓死か喰死しょくしか。

　不幸中の幸い、理由は酷ひどいが食い扶持ぶちと住民の数は釣り合いがとれているが……。

「ぼくらは一日でも食わんと死んじまいますからねえ」

　先の言葉を繰り返して、白兎猟兵はそっと目を伏せた。

「冬の時代……？」

　女神官にとって気になる言葉はあったが、なるほど、当人の口調は呑気でも笑い事ではない。

　氷の魔女とやらが率いる雪男の群れが、村を襲っては食料を奪い、人を喰う。

　冒険者の出番だった。

　事と次第によれば王の号令一下、軍が動く事態やもしれなかった。

　けれど兎人の集落は他と交流がなく、税も納めておらず、この国の一部とはとても言えない。


　救いの手はない。いや──……。



「……至高神様」

　蜥蜴僧侶の背で、見習聖女が首から下げた聖印を握りしめていた。

　何のための託宣ハンドアウトだったのか。

　何故なぜ、自分たちはこの山へと導かれたのか。

　彼女はそれを確信したのだろう。

　女神官はそうして信仰を確かめる見習聖女の様子をちらりと窺い、頷いた。

　女神官の顔には自然と笑みが浮かんだけれど、内心は複雑だった。

　──自分は。

　地母神様にそんな使命を与えてもらえるだろうか。

　きちんと役目を果たし続けていられるだろうか。

　己おのれの信仰を疑うような事などあってはならない。ましてや神へのこんな感情は……。

　──ゴブリンスレイヤーさん。

　ふと、女神官は今彼がどこにいるだろうと思った。もう街に戻ったろうか？

　彼は自分の留守をどう思うだろう？　いないとわかったら……。

　気にせず、また一人でゴブリン退治へ行ってしまうのだろうか？

　どういうわけか、こうして離れた途端に胸がざわざわとして落ち着かない。

　女神官は無性に彼に会いたがっている自分に気づき、深々と息を吐いた。

　──まったく。

　子供では、ないのだから。

「ほい、ほい、と。ほら、皆さん。もうそこですよ」

　ぴょんと最後の一跳びで白兎猟兵が示した場所を見るのに、女神官は一瞬遅れた。

「わ、あ……」

　尾根おねと尾根の狭間はざま、裂け目のような谷間に、いくつも穿うがたれた小さな巣穴。

　そのどれにも綺麗きれいに塗られた扉がはめ込まれ、戸口から伸びた小道は紋様のよう。

　只人のものとも森人のものとも違う、それは兎人たちの集落だった。

　惜しむらくはせわしなく行き来する兎人たちの表情──長耳──が僅わずかに萎えている点か。


「あ……っ！」



　見習聖女があげた声に釣られて、女神官は「どうしました？」と小首を傾げた。

「ほ、ほら、あれ……あそこ！」

「あそこ……？」

「村の、真ん中……！」

　うん？　と目を凝らした女神官は、次の瞬間に息を呑のんだ。

「なるほどね」妖精弓手が感慨深く呟つぶやきを漏らす。「前人未到って、難しいわ」

　集落の中央、ぽかりと空あいた広場には一本の細い柱があった。

　それは、ひどく錆さびた古い杖つえだった。

　さかしまになった剣と天秤を組み合わせた意匠いしょうの──古い、古い杖。

　至高神の加護は、救いは、たしかにここにあったのだ。
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「おうい、お母さん！　至高神様の御使いをお連れしたよー！」

「あらまあ」と丸々太った白兎の奥方は嬉しそうに手を打った。「じゃあご飯にしましょ！」

　それはまるで古くからの友人を迎えるように温かな歓待であった。

　白兎猟兵の家──巣穴は、只人には小さい入口と、蜥蜴人でも寛くつろげる居間でできていた。

　天井てんじょうはちょっぴり低かったけれど、夏草のじゅうたんは足を伸ばすのにもってこい。

　なにより白兎の奥方のもてなしが、どれほど心づくしであったかは言うまでもあるまい。

　彼女は客が来るのをわかっていたように、不断草ふだんそうの赤い根のスープを振る舞ってくれた。

　食べ慣れぬ味ではあったが、一口食べただけで体の芯しんからぽかぽかと温まるようだった。

「ああ、拙僧は結構」

　そうして皆が料理に口をつけている中、蜥蜴僧侶は申し訳なさそうに言った。

「葉物はどうにも口に合いませんでな」

「あら、それはごめんなさい。主人がおりませんので……」

「どうかなさったのですか？」

　女神官が一口、二口と口元に匙さじを運びながら問うた。

「お父さん、美味しいパイにされてしまったからね」

　白兎猟兵が真ん中のボウルから生のラディッシュを取り上げてかじり、しんみりと言った。


「あ、ご、ごめんなさい……っ！」



　慌てて頭をぺこりと下げる女神官へ、白兎猟兵は「良いの良いの」と手を振った。

「ぼくらは気にしてないから。死んじゃったのは仕方ないし」

「……それより、良いの？」

　むりくり話題を変えようと、妖精弓手が難しい顔をして言った。

「食べ物も持ってかれちゃってるんでしょ？　こんなに食べさせてもらって……」

　ちょっと、と見習聖女が新米戦士の脇腹わきばらを肘で小突いた。

　新米戦士はちょうど三杯目のスープを空にしたところで、「なんだよ」と唇を尖らせる。

「ああ、良いんですよ」

　兎の奥方はにこにこと機嫌よく言った。

「お客様をもてなさないなんて、わたくしども兎人の名折れですもの」

「ああ」と人参を搾しぼった汁を酒代わりに喉を潤しながら、鉱人道士が頷いた。

「旅人のために自分から火に体を投じたうんぬんっつー話か？」

「その心を神様が認めて、わたくしどもに祈りを教えてくださったのですよ」

「つまり……食べて良いの？」

　わかっていない様子の妖精弓手へ、蜥蜴僧侶が「つまりですな」と言った。

「蜥蜴人には蜥蜴人の、森人には森人の、兎人には兎人の神話があるという事ですな」

「なんで、兎人のもてなしは遠慮すっ方が失礼っつーこった」

　ほれ、喰え喰え。煽あおる鉱人道士を妖精弓手は「あんたが言うの？」と横目で睨む。

「でも本当の事ですよ」兎の奥方は愉快そうに目を細めた。「たんとおあがってくださいな」

　そうして二杯目のスープを注がれると、さしもの妖精弓手の眦まなじりも下がる。

　古来より美味で温かな、心尽くしの食事に勝てた者などいないのだ。

「じゃ、じゃあ、もう一杯……」

　女神官が誘惑に負けてしまったのも致し方ない事だろう。


　もっともそれは、兎人の器がいささか以上に小さかったせいではあったが──……。



「それで、ええと……氷の魔女について、ですけど」

　こほんと咳払せきばらいをして女神官が切り出したのは、食後のお茶が振る舞われた後だった。

　余甘子アムラの茶はほろ苦く、薬湯やくとうのようで、一口飲むと口の中が爽さわやかに清められる。

　言葉もするりと出てくるので、有あり難がたい事だった。

「うん、ま、さっきも言ったけど、山奥の雪男は、ぼくらにとっていつもの事だったのさ」

　カップをふわふわとした両手で持ち、足をぶらぶらさせながら白兎猟兵は言った。


「今年は冬が長くて厳しいなあとは思ってたんだよ。そうしたら案の定──……」



　その時だった。

　ずん、と。地面を震わせるような足音──足音だ──と共に、太鼓の音が轟とどろき渡る。

　腹の奥まで響くその音に、思わず妖精弓手と女神官は身を震わせた。




　冬だ。冬だ。俺らの季節がやってきた。

　そうら魔法の札を振りかざせ。

　呪文じゅもんを繰り出せ。声あげろ。

　サイコロなんぞに目もくれず。

　知恵と力が俺らの武器だ。

　さあさ決闘だ。勝負をしよう。

　氷の魔女の言う通り。

　弱い奴らはお山にいらぬ。

　屍人しびとの夏は過ぎ去った。

　お山に黒蓮こくれんも咲き誇る。

　冬だ。冬だぞ。俺らの季節がやってきた！




　それはがらがらと、雷鳴の如ごとく濁にごった歌声だった。

「な、なにこれ……!?」

　慌てて耳あてを外した妖精弓手が目を白黒とさせた。

「……来ちゃったかあ、あいつら」

　渋い顔をして白兎猟兵がぴょんと立ち上がった。

「お母さん、お母さん、早く食料庫に隠れなさい」

「はいはい」

「あと弟と妹と弟と弟と妹と弟と妹もよろしくね！」

「すぐに跳んで戻ってきますよ」

　慌ててせかす白兎猟兵と、のんびり応じる兎の奥方。

　二人から目線をきって、冒険者たち──新米見習の二人以外──は窓に飛びついた。

　蜥蜴僧侶が巨体をぐっと屈めて、鉱人道士と顔を並べて外を覗のぞき見る。

「見えまするか？」

「むっかしいな。……おい、どうだ？」

　問われた妖精弓手が「見えないわよ」と低く囁ささやき、長耳を震わせた。

「でも聞こえた声と足音は三つ。敵は三体ね」

「うん、あっているよ」

　白兎猟兵は立てかけていた山刀を、ぐいと腰に叩たたき込んだ。

「いつもの三人だ。今日こそ首を刎はねてやる……！」

　女神官は唇に白く綺麗な指先をあてがって「ん」と考え込んだ。

　敵の襲撃。迎え撃つべきだ。迷うまでもない。

　──ゴブリンスレイヤーさんなら。

　だが、あのひとなら悩まず、しかし考えて動く。

　歌。巨人。魔女。

「……わたしたちも、行きましょう」

　決断的な声で女神官は言った。

「そのために、来たんですから！」

　冒険者たちは迷わずに頷いた。

　今度は新米戦士と見習聖女も、遅れなかった。
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「さあ、オラたちと決闘すんのはどいつだぁ？」

「オイラだ！」

　谷間に轟くガラガラ声に、勇敢な野兎の少年がぴょんと巣穴から飛び出した。

　ずんぐりむっくりとした雪男サスカッチは、白い毛皮を持つ異形いぎょうの人型だ。

　祖先である原初の巨人たちよりはだいぶ衰え、一見すると大型の猿のようにも見える。

　しかし身の丈は十フィート（約三メートル）を軽く超え、全身は筋肉で膨ふくれ上がっている。

　小柄な兎人からすれば、まさに聳そびえ立つほどに巨大な、文字通りの巨人だといえた。

「そうかぁ、お前かぁ」

「どうしてやろうかぁ」

「力比べじゃあ、オラたちの勝ちだもんなぁ」

　しかも、それが三体。

　愚鈍ぐどんそうな顔でにたにたと笑う彼らこそが、この集落を脅おびやかす脅威の一端に他ならない。

　決闘──などと言い出したのも、もちろんこの雪男どもの方である。

　暴あばれれば勝てるのはわかりきっている。こんな集落など木っ端も同然だろう。

　しかしそれでは、面白おもしろくないではないか。

　だから雪男たちは言うのだ。オラたちと勝負し、勝てば助けてやると。

　そのかわり負けた奴は好きにする。食ったり、おもちゃにしたりする、と。

　無論、兎人たちとしては受けざるを得ない。

　暴れられて皆殺しにされるよりは──まだマシだ。

「よぉし、そんならかけっこだぁ」

　一匹の雪男がそう言って、村外れにある苔桃こけももの茂みを指差した。

「あっこの実を、最初に取ったもんが勝ち。良いかぁ？」

「よぉし！」

　野兎の少年は意気込んで身構え、雪男が「そぉれ！」と叫ぶなり走りだした。

　彼は里で一番というわけではなかったが足が早く、里の地形も熟知していた。

　はしっこく、機転も利きいていたから、勝てるとは思わずとも負けないつもりでいた。

　それを雪男はずんと一歩目で踏み潰した。


「──────ッ！？！？」



　悲鳴は声にならず、かわりに巣穴の中から様子を窺っていた住民たちが叫びをあげた。

　そして雪男は二歩目でさらに距離を詰め、三歩目で苔桃を茂みごと毟むしり取った。

「ははァ、オラの勝ちだぁ」


「ぁ……ぅ……ぃ、ぎ……ッ」



　全身の骨が馬鹿ばかになったようだった。

　最初は痛みすら感じられず、息もできないような衝撃だけだった。

　しかし今となってはもう指一本だって野兎の少年は動かすことができなくなっていた。

　苦痛で身悶みもだえすると、その痛みが数倍、数十倍になって全身を走り抜けるのだ。

　まるで雷に撃たれたようだ──と、考える余裕すらない。

　彼は最期さいごまで、それどころではなかったのだ。

　耳を摑んで持ち上げられ、まるごと口に放り込まれた事すら彼は気づかなかったろう。

「んーむ。兎っちうんは、小骨が多いわりに肉が少なくていけねぇなぁ」

「おめぇ、なんだ、何でも喰うくせして美食家気取りか？」

「やっぱ量が少ねえのがちょいと寂さびしいやな」

「つーか生きたまま捕まえてこいっつわれたろーが」

「一匹くらい喰ったってわかりゃあしねえってば」

　ぼりぼり、ぐちゃぐちゃと咀嚼そしゃくし、嚙かみ砕くだきながらの呑気な会話。

　ようやく現場に辿たどり着いた女神官たちは、それを戦慄せんりつとともに見守っていた。

「遅かった……！」

　物陰に潜み、ぎゅっと両手で錫杖を握りしめ、歯を食いしばる。

　──早くについたからといって、何ができたとも思えない。

　内心に浮かぶその弱気を、女神官は必死になって否定し、雪男どもを睨みつけた。

　そんな考えは大嫌いだった。

　少なくともあの日あの時、小鬼の巣に乗り込んだ仲間たちの行動を、間違いだとは言えない。

　自分だけは言ってはいけない。そのはずなのだ。

「ど、どうしよう……」

　見習聖女が決意しきれぬ途方にくれた表情で呟くと、「決まってる！」と白兎猟兵が叫ぶ。

「次はぼくが行く！」

「ばッ……!?」と新米戦士が声をあげた。「やめろって、あのデカさ見たろ!?」

　大慌てで彼が押さえにかかり「はーなーせー！」と白兎猟兵がもがきだす。

　幸い筋力では新米戦士が勝っているようなので、女神官は一先ひとまず状況確認に意識を戻した。

　敵は、三体。巨大で、力がある。新米戦士の言う通りだ。

　速度は遅い。だけれど体格差で打ち消した。知恵は──どうだろうか。

　──ゴブリンスレイヤーさんなら……。

　女神官は普段の彼の振る舞いを脳裏のうりに思い描いた。そして、その通りにした。

「どう……見ます？」

「さぁて……」

　面白がるように蜥蜴僧侶は目を回した。

　意図を見透かされた気がして、女神官は目を伏せた。顔が熱い。

「大男、総身に知恵がなんとやら。と言うのも間違ってはおりませぬが……」

　蜥蜴僧侶はそう言って、鉤爪かぎつめで己の頭をこつこつと叩いてみせた。

「重要なのは身体に対する脳の大きさ、その比率。単純な賢さとは、つまりこれですな」

「んー……只人よりも頭、小さいかも。猿くらいかしら」

　妖精弓手が目を凝らして、ぴんと立てた親指を頼りに目算で読み取る。

「けっども、がちんこすんには場所が悪いやな」

　その横で顔をしかめた鉱人道士が、胸糞悪そうに酒を呷って続けた。

「街ン中だもの。あいつら暴れさせたら、えらいこったわ」

「故、正々堂々と真正面から決闘を受け、真正面から出し抜くが上策かと」

　蜥蜴僧侶はそう言って、言葉を締めくくった。

「さぁて、どうなさるおつもりかな？」

　一党の視線が女神官へと集まった。新米戦士に羽交い締めにされた白兎猟兵も、彼女を見た。


　──え、っと…………。



　女神官は白く形の整った人差し指を唇にあてがい、「ん」と考え込んだ。

　時間はあまりない。手段も限られている。考えを纏まとめねばならない。頭を回さないと。

　──あのひとも、いつもそうだったのでしょうか。

　そう思うと、少しだけ唇が緩んだ。ほんのちょっとだけ、気持ちが楽になった。

「……やりましょう」

　やろう、と思えた。

「手は、あります」
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「わたしが、お相手します！」

　凛りんと響き渡ったその声に、雪男どもはぱちくりとまばたきをした。

　兎人たちの村の奥、小さな建物の陰から、小柄で瘦やせっぽちの小娘が歩み出てくる。

　只人だ。神官の服を着て、手には錫杖を握っている。冒険者だ。

　雪男どもは顔を見合わせ、にたりと笑みを浮かべた。

「なぁんだ、おめぇは。ん？　頭から喰われてぇのか？」

「それよか、おもちゃにすんのも悪かぁねえぞ」

「よせやい、よせやい、裂けて腹から弾はじけっちまわぁ」

　下卑げびた──とは当人は思いもしていない──笑い声に、娘がびくりと身を強張こわばらせる。

　それがまた何とも愉快で、雪男どもはがらがらという笑い声をますます谷間に響かせた。

「わ、わたしは……」

「彼女の名前は、誰でもないノーマン」

　少女の震え声の後ろから、重々しい声がぬっと響いた。

　見ればのそりと地面から生えたような、雪男と比べればちっぽけな蜥蜴人の姿がある。

「父祖ふそにかけて、お手前がたと勝負する。他にもなく誰でもない娘でございまするぞ」

　娘が慌てて蜥蜴人へ頭を下げるのをよそに、はて、と雪男どもは首を傾げた。

　あの蜥蜴人は混沌の眷属けんぞくであろうか？

　わからない。別に無視したって良い。いっそ喰ってしまおうか。

　けど混沌の眷属だったら？　氷の魔女の友達だったりしたら？

　後でこっぴどく叱しかられるのはごめんだ。

　それに、アイツはまずそうだ。喰うなら娘っ子のが良い。

　なら決まりだ。

「よーし、ほんじゃあ、それで良い」

　雪男のうち一匹が、本人にとっては寛大で偉そうな仕草で頷いた。

「で、勝負は何にする？」

「ええと、それでは……」

　誰でもない娘がきょろきょろと周囲を見回し思案に耽ふける姿を、雪男どもは心から楽しんだ。

　何のことはない──最初から勝てるとわかっている勝負なのだ。

　負けるわけがない。だから楽しい。

　混沌の眷属、祈らぬ者どもに特有の、それは高慢でおぞましい思考であった。

「なら、あの木を」

　やがて娘が指差したのは、村外れの一本の木だった。

「あの木の葉を、最初に落とした方が勝ち……というのはどうでしょうか？」

「オラぁ、構わねぇぞ」

「それと……」

　娘は、少し不安げに震えた声で、こう付け加えた。

「ただし、相手の身体に触れるのはダメ、という約束で……」

「ええとも、ええとも」

　雪男はにたにたと頷いた。背後に待つ同胞たちへ視線をくれて、頷きあう。

「けんど、負けたらおめえはオラたちのみやげだ。ええか？」

「はい」と女神官は頷いた。「いかようにでも」

「そんなら、よぉいドンだ！」

　一歩踏み出した時、もう既に彼は勝ったつもりでいた。頭の中はその後のことでいっぱいだ。

　生で喰うのも飽きたし、ここらで少し料理に凝っても悪くはない。

　ひき肉にして焼いて喰うのはどうだろう？

　頭を潰さない程度に摘んで持ち上げる。娘はジタバタと虫みたいに足を振ってもがくだろう。

　そこで片手の指であの娘の腹だの胸だのを小突いてやるのだ。

　きっとぴぃぴぃと泣くに違いない。そして適当なところで手足を千切ってやる。

　そんな事が死ぬまで続くとわかったら、あの娘はどんな顔をするだろう？

　後は本当に死ぬまで叩いてぐちゃぐちゃに潰せば、少しはかさも増えるに違いない。

　だから二歩目を踏み出した時、彼は気づかなかった。

　誰でもない娘が小石に紐を巻きつけ、ぶんと振り抜いた事など見てすらいなかった。

　小石は唸うなりをあげて飛んで、雪男の頭の脇わきを通り過ぎ、木の幹みきに命中した。

　ばしりという乾いた音とともに、木の葉がはらはらと舞い落ちる。

「やりました……！」

「な、あ……!?」

　雪男は吠ほえながら、ぐるりと足を巡らせて振り向いた。

　牙を剝き出して彼が言いたかったのは、ズルいぞとか、今のはなしだとかだったろう。

　しかし彼が次の瞬間に見たのは、真まっ直すぐに自分めがけて飛んでくる礫つぶてだった。

　そしてそれが額ひたいにぶち当たる鈍い音が、彼の聞いた最後の音だった。

　雪男は自分がうつ伏せに倒れた事も知らず、その意識は闇に沈んでいった。


　有史以来、巨人とは、只人の投石に弱いものなれば──……。







§






「やりました……！」

　女神官は声を張り上げ、ずずんと音を立ててうつ伏せに倒れた雪男を指差した。

「勝ったわたしには、えっと……権利があります！」

　蜥蜴僧侶が「うむ」と頷くが、無論のこと雪男どもはそんな裁定に従う気はない。

　色めき立ち、胸を叩いて威嚇いかくしながら、声を荒らげて吠え立てる。

「アニキ！　アニキがやられた！　誰でもないにやられた!!」

　しかし喚きながら女神官へと向かったその一匹は、やはり賢いとは言えなかった。

　彼は死んだ兄と同様に、女神官を摑み上げ、握りつぶす事しか頭になかったのだろう。

「《土精ノーム、水精ウンディーネ、素敵な褥しとねをこさえてくんろ》！」

　だから足元で鉱人道士がうろちょろしている事など、気づきもしなかった。

　見る間に雪が汚泥と化し、その図体相応の重さを支える足をずぶりと沈めて絡からめ取る。

「う、お、お……!?」

「あーもう！　なんで私、最近こういう力仕事ばっかりなのかしら……！」

　だから当然、妖精弓手が縄を張り巡らせようと駆け回っていた事も、想像すらしていない。

「ぬ、わああぁっ!?」

　そんな状態で踏み止まることなどできるわけもなく、雪男の巨体が傾かしいだ。

　そしてそのまま無様な悲鳴と轟音ごうおんを伴って、雪男は横倒しに転げる。

　どう、と雪が飛沫しぶきのように舞い上がり、倒れた拍子に頭をぶつけ、雪男は意識を手放した。

「決闘の結果は出た！」

　その頃ころには蜥蜴僧侶が石に打たれた巨人へ飛びかかり、作法に則のっとってトドメを刺している。

　血に濡ぬれた彼が轟かせるその宣言は、竜もかくやという大音声だいおんじょうの咆哮ほうこうだ。

「手向かうならば次はこちら、しかる後お主ぬしの素っ首叩き落とし、心の臓を捧ささげてくれよう！」

「う、うううう……！」

　最後の一匹となった雪男に、もはや選択の余地はなかった。

　蜥蜴人どもはやると言ったらやるのだ。秩序だろうが混沌だろうが関係はない。

　彼は死んだ兄弟、気絶した兄弟をちら、ちらと横目で窺い、たじろいだ。

　そしてその点において、彼は兄弟たちより賢明だったと言えよう。

「誰でもない！　誰でもないにアニキがやられたぁっ!!」

　彼は大慌てで兄弟を担かつぎ上げ、尻しりに帆をかけて山奥目指して駆け出したのだ。

　ずん、ずんと遠のいていく足音を、蜥蜴僧侶は心底満足気に頷いて聞き入った。

「とまあ、こんな塩梅あんばいでいかがかな？」

「はい。……ありがとうございました」

　女神官は薄い胸に手を当てて、ほっと息を吐いた。

　心臓がまるで早鐘のようだった。上手くいって、本当に良かった。

　──運まかせなんて、イヤですね。

「す……っごい」

「倒しちまった……」

　そんな彼女が我に返ったのは、まさかの時にと備えてもらっていた二人の言葉。

　白兎猟兵を押さえてもらっていた新米戦士と見習聖女が、目を丸くしている。

「たまたま、ですよ。……本当に、たまたま」

　その視線があんまりにも照れくさくて、女神官ははにかんで微笑ほほえんだ。

「ゴブリンスレイヤーさんなら、もっとずっと上手くやりますし……」

　きっと。そう付け加えると、二人は何とも言えないような表情をする。

　──何故だろう？

　女神官はおかしな事を言っただろうかと首を傾げた。

「でもさ、あ、文句じゃなくてね。神官様でしょ？」

　不思議そうなのは白兎猟兵も同じだったらしい。長耳を揺らして、遠慮がちに続けた。

「あれって騙だまし討うちみたいなもんじゃないの？　良いの？」

「え」

　女神官は、心底意外だ、という声を漏らした。

「だってわたし、触れてないですよ？」

　最初に決めた通り。

　やがて合流した妖精弓手が、その言葉を聞いて無言で天を振り仰いだのは、言うまでもない。
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　二人が見つけた隠れ場所は、半地下になった倉庫だった。

　元は民家の食料庫だったのだろう。

　朽くち果ててはいても牛飼娘には見覚えのある構造らしく、どこか少し落ち着いたようだった。

「ゴブリンどもが漁あさった後だな」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、打ち砕かれたタルの中を掬すくった。

　流石さすがのゴブリンも、籾殻もみがらだけになった穀物を食う気はしないのだろう。

「あれで奴やつらは贅沢ぜいたくだからな」

　外の寒さから切り離され、暖かくはなくとも風雪はしのげる場所だ。

　牛飼娘は隅の方へへたり込むようにして腰を下ろし、息を吐いていた。

「ここなら、大丈夫？」

「断言はできん」

　彼女が言わずとも、頭に「しばらく」がついていることはわかっていた。

　ゴブリンスレイヤーは入口の横に、腰の剣を抱えるようにして座り込んだ。

　外の様子を見るため、時おり鉄兜てつかぶとを傾かたむける。今のところは、吹雪ふぶきの音しか聞こえない。

「一度調べた場所を、またすぐ調べるほど奴らは勤勉ではない」

　言葉を区切った彼は「だが」と、続けた。声に疲れが滲にじまないよう努力した。

「相手はゴブリンだからな」

「……うん」

　牛飼娘は小さく頷うなずいて、口を開き、そしてすぐに閉じた。

　何か言うべきだと思ったのだろうか。

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜の中で、目だけを動かして彼女を見た。

「なんだ」

「ううん」牛飼娘は首を横に振り、力なく笑った。「なんでも」

「そうか」

「……ね」

「どうした」

「帰ったら、なに食べたい？」

　ゴブリンスレイヤーは少し考えた。

　だが、考えるまでもない事だった。

「シチュー」

「好きだねぇ、それ」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは短く頷いて、押し黙った。

　牛飼娘は彼を見てまた口を開きかけ、やはりすぐ口をつぐんだ。

　喋しゃべるべきではないと気づいたのだ。

　それは雪の踏み躙にじられる音だった。

　吹雪に混じって響く、軽く、そして無遠慮な足音。

　──ゴブリン。

　輪郭が倉庫の入口に落ちるのと、彼が動いたのはほぼ同時だった。

「ＧＯＲＯＧＢ!?」

　呑気のんきに欠伸あくびを漏もらすゴブリンの口元に手を回し、抜き放った剣で喉笛のどぶえを搔かき切る。

　どす黒い血が笛のような音とともに噴き出して、飛沫しぶきが牛飼娘の顔にまで散った。

「ひっ……!?」

　牛飼娘がどうにか押し殺した悲鳴に、ゴブリンスレイヤーは短く舌打ちをする。

　彼は一切いっさい彼女を咎とがめるつもりはない。全すべては自責によるものだ。

　だから、その後に起きた出来事についても同様だった。

　そのゴブリンはゴブリンとしてまっとうな事に、サボろうとしていた。

　とはいえ名目は冒険者の探索だ。手には剣を握っていた。

　もちろん、ゴブリンには仲間のためとか、自己犠牲などという言葉はない。

　ゴブリン語というものが研究されたとしても、きっと見つかることはないだろう。

　そのゴブリンはただ、末期まつごの勢いで剣を振り回しただけ。肉体の不随意な動きに過ぎない。

　けれどもそれは壊れかけたタルの側面を叩き、腐ったタルを砕くのに足りた。

　そしてタルの上にはがらくたが積まれており、それが音を立てて崩れ落ちた。

「……む！」

　ゴブリンスレイヤーには、そのガラガラという音が骰子サイコロを振る音のように思えた。

　そんなものは糞食らえだった。

「後ろに回れ！」

「え、あ……う、うんっ！」

　牛飼娘は顔についた返り血を擦こすると、慌てて立ち上がって彼に従った。

　彼が小鬼の死体を倉庫の中に蹴けり飛ばし、足場を作る。牛飼娘は身を震わせた。

「逃げないの……？」

「すぐにはな」

　ゴブリンスレイヤーは手早く雑囊ざつのうの中からロープを取り出し、入口の低い箇所に張った。

　そして戸口の横で剣を振り上げ、息を整えて待つこと数秒。

　けたたましい叫び声とともに、バタバタと駆けてくる足音──ゴブリンだ。

「ＧＯＲＯＢＧ！　ＧＯＲＯＢＧＧＧＢ……!?」

「二つ！」

　飛び込んできた小鬼がロープにつんのめって転げ、ゴブリンスレイヤーは剣を振り下ろした。

　脊髄せきずいを打ち砕かれたゴブリンは声も上げられず、痙攣けいれんするだけの肉塊へと成り果てる。

　牛飼娘は、今度は悲鳴をあげなかった。

　ただ彼が次に何か動いた時にすぐ対応できるよう、身を強張こわばらせているようだった。

「三つ！」

　次のゴブリンがまた転び、ゴブリンスレイヤーは脂で鈍った刃を延髄えんずいへ突き立てる。

　息の根を止めること自体は簡単だ。問題はそれを続けることだ。

　ゴブリンスレイヤーは剣をそのままに、ゴブリンの手放した槍を拾い上げる。

　すでに入口には暗い影が差している。ゴブリンスレイヤーは確かめもせず槍を構えた。

「四！」

「ＧＲＯＧＯＢＧ!?」

　ロープで転げたゴブリンは、自分から穂先の方へと倒れ込んで死んだ。

　ゴブリンスレイヤーは背中から槍を生やした死体を武器ごと捨て、息を吐く。

「途絶えたな」

　彼の右手は既に、踏みつけた死骸から剣を引き抜きにかかっていた。

　血振りをくれてゴブリンの襤褸ぼろで脂を拭ぬぐい、検あらためる。まだ少しは使えそうだった。

「……諦あきらめた？」

「それなら苦労せずに済む」

　とてもそうは思えない。ゴブリンスレイヤーは淡々と言って、左手で牛飼娘の手を取った。

「行くぞ」と彼は言った。「止まるな」と続けて、真剣に付け加える。「死ぬぞ」

「う、うん……！」牛飼娘は彼の手をぎゅっと握りしめた。「……わかった」

　ゴブリンスレイヤーは左手に力を込めて、勢い良く倉庫から雪中へと飛び出した。

「ＧＯＲＧ！」

「ＧＯＲＯＯＧＯＲ!!」

　待ち受けていたゴブリンどもが、予想より早い動きから驚愕きょうがくに顔を歪ゆがめたのがわかる。

　──ざまをみろ。

　ゴブリンどもが必死に運んでいたのは、湯気を上げている大鍋──煮え湯だ。

　先の戦いくさで攻城戦のことでも学んだ手合がいるのか。

「五──六、七！」

　ゴブリンスレイヤーの行動は的確だった。

　彼は掌中で剣を回して逆手さかてに構え、振りかぶって投擲とうてき。

「ＧＯＢＧ!?」

　腕に剣の突き刺さった小鬼は悲鳴をあげ、後先を考えずに鍋を取り落とす。

「ＧＯＲＯＧＢＢＧＢ!?」

「ＧＲＧ!?　ＲＯＧＢＢ!?」

　当然、ゴブリン三匹が頭から沸騰ふっとうした湯を浴びてのたうち回った。

　いくら雪で冷やされるとはいえ、全身が見る間にやけどで膨ふくれていく。助かるまい。

　ゴブリンスレイヤーはゴブリンどもの側を走り抜けつつ、温められた棍棒こんぼうを拾い上げた。

　トドメを刺さずとも死ぬ。ゴブリンが同胞を助けることはない。

　──ゴブリンパラディン。

　その類たぐいがいなければ、だが。

「ＧＲＯＧＯＢ！」

「ＧＯＯＧＯＢＯＧＲ!!」

　ゴブリンスレイヤーと牛飼娘の姿を認めたゴブリンどもは、後から後から押し寄せてくる。

　同胞の死に怯おびえ、いらだち、好き勝手する冒険者への怒りと、娘への欲望を漲みなぎらせて。

　普段ならば一匹残らず始末をつけるところだ。

　大群と平地で正面からやりあうのでなく、拠点や陣屋の中でならば幾らでも殺しようはある。

「まだ走れるか」と彼は言い、それから少し考えて付け加えた。「目を瞑つむっていても良い」

「だい……じょうぶ……！」

　牛飼娘は息を切らせながら、必死に彼に追いすがって言った。

「鍛きたえてるから……ね！」

「わかった」

　だが、余裕はない。

　どうするべきか。考えなければならない。ポケットの中だ。考えろ。

　雪。ゴブリン。廃墟。氷。池。ゴブリン。見張り。井戸。ゴブリン。ゴブリン。ゴブリン。

「──！」

　ゴブリンスレイヤーは覚悟を決めて突き進んだ。

　なんとしても一時、ゴブリンどもの気を逸そらす必要があった。そう難しい事ではない。

「おい！」

「な、なぁに!?」

「腰の後ろだ。吊つるしてある短剣を抜け！」

「た、短剣……!?」

　走りながら、牛飼娘の手が荷物をまさぐるのがわかった。

「ええと……」と戸惑うような声。「この、変な形の奴……!?」

「そうだ！」

　ゴブリンスレイヤーは手近なゴブリンへ棍棒を見舞いながら応じた。八。

「木に向かって投げろ！」

「良いの!?」

「構わん！」

　それ以上彼は言葉を続けなかった。牛飼娘が振りかぶるのがわかった。それで十分だ。

　彼は棍棒を振りかぶって、迂闊うかつにのたのた駆けてくるゴブリンへと投じる。

　棍棒はゴブリンの額ひたいへと当たって、その首を異様な方向へと捻じ曲げさせた。

「九！」

　そしてゴブリンスレイヤーが雑囊へ手を突っ込むのと同時に、牛飼娘が声をあげる。

「え、ええい！」

　卍まんじ型の刃を持つ邪悪な形状の短剣が、ぎゅうんと唸うなる音を彼は確かに聞いた。

　大きく弧を描いて彼方へと飛ぶ短剣を、ゴブリンどもが目で、耳で追うのがわかった。

　ゴブリンどもは笑っていた。どこを狙ねらっているのだ。間抜けな奴だと。ゲラゲラ笑った。

　わかりきったことだ。牛飼娘は訓練を受けていない。まともに狙って当てられるわけがない。

　だから短剣の刃は木の幹みきに当たる。動かず、大きく、そこら中にあって、当てやすいものに。

「飛び込むぞ！」

「えっ!?　あ、ちょ、そこ……ダメッ!?」

　牛飼娘の声を背に、彼は跳んだ。

　刃に叩たたかれた木が枝を揺らし、どどどっと音を立てて雪が落ちる。

　それが過ぎ去った時、ひとしきり笑ったゴブリンどもは目を瞬またたかせた事だろう。

　──あいつら、どこに行った？

　ゴブリンどもには、想像もつくまい。

　すぐに逃した責任を押し付け合う、醜い言い争いが始まるに決まっていた。

　だから、そう。

　蓋ふたの開いた井戸になど、誰だれ一匹として注目するものはいなかったのだ。
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「ひぅっ!?」

　文字通り息の止まるような冷水に全身を突き刺され、牛飼娘は悲鳴をあげた。

　しかしすぐに彼女はぱちくりと目を瞬かせた。


　思ったほどではない。いや、むしろ外に比べれば暖かく、それに──……。



「……息、できる？」

「《呼気ブリージング》の指輪だ」

　水を隔てて常にも増してくぐもった声が、すぐ間近から聞こえた。

　彼だ。

　水中に揺蕩たゆたう彼女の体を支え、受け止めるように、ぎゅうと抱きしめてくれていた。

　その事実に牛飼娘は「わ」と身を強張らせ、離れようか迷い、大人しく身を委ゆだねる事にした。

　慌ててばたばた暴あばれるのは、何とも子供っぽすぎて嫌だったし、そんな状況でもない。

　牛飼娘は間近から彼の鉄兜を見上げるようにしながら、ゆるく首を傾かしげた。

「……指輪？」

「嵌はめさせてもらった」

　言われて見れば、先程まで彼に握られていた右手に、きらりと鈍く輝く指輪がひとつ。

　それが井戸水の中で、彼女の身を守ってくれていたのだろう。

　あぶくの中に封じられたように、奇妙な膜が一枚、体の周りにあるような錯覚を覚える。

　まったく濡ぬれないわけではないらしく、彼女の髪も衣服も、ゆらりと踊ってはいたけれど。

　見上げると丸く切り取られた空が、水面のレンズを通して遠く、歪んで見える。

　井戸の中だ。改めてその事実を彼女は認識し、そこに自分が飛び込んだことを受け入れた。

「そっか」と声を発すると、言葉とともにあぶくが漏れて、空に向かって浮かんでいった。

「……せめて、飛び込む前に説明して欲しかったなぁ」

「すまん」と彼は言った。「暇がなかった」

「ここなら、大丈夫？」

「わからん」

　彼がそう答えると、兜の隙間すきまから泡が出た。ほんの僅わずかに、迷ったような仕草だった。

「飛び込む音は消した。見られてもいまい。足跡も、吹雪で消えるだろう。追跡は難しい」

　彼は一つずつ確認するように──祈るようにも見えた──呟つぶやき、そして低い声で付け加えた。

「おそらくは」


「…………」



「ゴブリンだ。技量はさほど高くはあるまい。だが、運良く気づく。その可能性は常にある」

「……見つかっちゃう？」

「としても、逃げ場を失って身投げした、と思われれば問題はない」

　指輪に気づかれてはいないだろう。その言葉に、牛飼娘は自分の右手へと目を向けた。

　彼とお揃そろいの指輪。

　牛飼娘には物の値段などわからない。彼女は牧場の娘だ。作物や、家畜の事しか知らない。

　だが、これは魔法の指輪だ。貴重なものなのだろう。

　しかしそれでも、いつかの祭りで買ってもらった指輪の方が、価値があるように思えた。

「井戸に潜って死体を確かめるのは困難だ。あの何とかいう怪物が命じなければ……」

　鎧よろいをつけている。冷水。引き上げる手間暇。小鬼どもの反発。時間的猶予。

　彼はひとしきりぶつぶつと呟き、あぶくと一緒に、ひどく苦々しげに吐き捨てた。

「全て運任せだ。どうしようもない」

「フライパンから火の中へ、か」

　牛飼娘は小さく呟いて、それから精一杯に笑みを浮かべた。

「いいよ、それでも」

　頭を彼の硬い鎧にもたれるようにして、言葉を囁ささやく。

　胸が形を歪めるほどに寄り添っても、きっと心臓の音は伝わらないだろう。

　怖くて不安で怯えているのだとは、思われたくなかった。

「頑張ってくれてるの、わかるし」

「結果が伴わねば意味がない」

　彼は自分を切り捨てるような口調で言った。

「先生なら、きっともっとずっと上手うまくやる」

「でも、今ここにいるのは君じゃんか」

　何か続けようとした彼に先んじて、彼女は言った。有無を言わせるつもりはなかった。

「君に助けてもらってるの、あたしは」

「……そうか」

「そうだよ」

「そうか」

　うん。牛飼娘は頷いて、彼の腕の中で身を捩よじった。

　くるりと回って、彼の胸板むないたに背を預けるようにして、上を見上げる。

　星とか月とか見えれば良いのに、空は相変わらず鉛色なまりいろで、そもそも昼だ。

　仮にも彼と逃避行の末に身投げしたにしては、風情ふぜいがない。

　──まあ、顔を見られないのは、良いか。

　いつも一方的に顔を見られてばかりなのだ。たまには、悪くない。

「……ていうか、うん。ごめんね。謝るの、あたしだ」

「何故なぜだ」

「だってほら」と牛飼娘は、何とも言えなくて頰ほおを搔いた。「足手まといだ、あたし」

「いや」

　即答だった。

　思わず牛飼娘は、またぱちくりとまばたきをした。

「そんなわけがない」

「……そう？」

「そうだ」

「そっか」牛飼娘は呟いた。こぽりとあぶくが唇から零こぼれた。「そっか」

　ああ、と言って、彼は黙った。牛飼娘も黙って、空を見上げた。

　はらはらと舞い落ちる雪が、水面に波紋を幾重にも生み出すのが、下から見えた。

　星とは違うが、まあ何にしたって今の状況では贅沢も言えない。

「疲れて、ない？」

「いや」

「いいよ、寝てても」

　牛飼娘は水の中で漂う髪の毛を、何となく弄もてあそんだ。

　赤毛も水を通して見ると普段と違った色で、それがこんな状況なのに少しおかしかった。

　ふと、小さい頃に一緒に近くの川で遊んだ事を思い出した。夏だったはずだ。冬じゃない。

「どうせしばらく、ここから動けないんでしょ？」

「……」彼は低い声で唸った。「岩でも落とされたら、ことだ」

「上、見てるくらいならあたしにもできるよ？」

　彼はずいぶんと迷ったようだった。

　しかしそれほど間をおかず、大きく息を吐いたのが牛飼娘にはわかった。

　泡が上に向かって流れていく。

「……頼む」

「うん」
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　牛飼娘は彼が休めるよう、そっと体を動かした。

　水を蹴って、踊るように身をひねり、彼の対面──井戸の壁へと身を預ける。

　やはりそれは岩でできていて、硬くて、冷たかった。彼の鎧よりも、ずっと。

「……」

　牛飼娘は上を見やり、それからちらりと彼を見た。

　鉄兜は僅かに前へと傾いていて、すでにうとうとと微睡まどろんでいるのが見て取れた。

　昨日からずっと動きっぱなし、気を張りっぱなしだったのだ。無理もない。

「ねえ」

　牛飼娘は眠りを妨げないような、本当に小さな声で囁いた。泡がいくつか浮かんだ。

「……帰りたい？」

　どこに、とは聞かなかった。答え自体、欲していなかった。

　返事はしばらくなくて、眠ってしまったかなと思うほど遅れてから、彼は言った。

「ああ」

　それは生まれて初めて言う言葉のように拙まずく、途切れがちな声だった。

「帰りたいな」

　そっか、と牛飼娘は頷いた。

　彼女は膝ひざを抱え、あぶくのように丸まって浮かび、漂いながら、丸い空を見上げた。

　ゴブリンなんて、大嫌いだった。
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「ええい、まだ見つけられんのか！」

　オーガは苛立いらだたしげに、床几しょうぎ代わりに腰を降ろしていた瓦礫がれきを蹴けり飛ばした。

　巻き添えを食うのはゴメンだとばかりに遠巻きにする小鬼の中、報告に来た一匹が平伏する。

　その媚こびへつらいもオーガにとっては気に入らないが、真の意味で服従していない事も癪しゃくだった。

　なにせ小鬼という言葉は、面従めんじゅう腹背ふくはいと同義語だ。

　ろくに知恵も回らぬ癖くせをして、己おのれこそが世で一番偉く、他ほかは邪魔だと考えているのだから。

　──うまく使えば使いようだがな。

　雑兵ぞうひょうとして、これ以上の種族はいまい。その点においてはオーガも認めざるを得ない。

　数は多いし、わーっと突っ込んで暴あばれさせるには打って付け。

　たとえ造反しようが、オーガを殺せる小鬼などいようはずもない。

　これが闇人ダークエルフであれば、とてもそうはいくまい。

　──闇人か。

　苛立たしいといえば、それもまたオーガにとって苛立たしい事であった。

『魔神王様が武将のお一人とお見受けする』

　端的に、先の戦いくさは大敗であった。

　勇者を名乗る只人ヒュームの暗殺者によって、並み居る将の尽ことごとくが討うち取とられ、陰謀は潰ついえた。

　秩序と混沌の軍勢が正面から雌雄しゆうを決さんとした合戦にも破れ、魔神王も滅びた。

　手勢を失って山中へ落ち延びたオーガが、いかに『負けたわけでない』と吠ほえた所で──。

『負け犬の遠吠え、という奴です』

　そう言ってオーガの前に現れた闇人は、慇懃いんぎん無礼ぶれいを絵に描いたような男であった。

　普段なれば、そのような口を利きく者は生きたまま四肢を引き裂き、腸はらわたから食らうところだ。

　しかし武具も折れ、矢も尽きた今、そのように威勢よく振る舞ったところで滑稽こっけいなだけ。

　何用かと問うたオーガに、闇人は血に濡ぬれたように赤い口元を歪ゆがめ、こう言ったものだ。

『私の同胞が、引き入れた圃人レーアの冒険者から聞いた話なのですがね』


　──ご兄弟を卑怯ひきょうな手口で殺めた冒険者が、西方の辺境におるようです──……。



　その話に、乗せられた事は自覚している。闇人の手駒てごまと成り果てたのだ。

　闇人が何事かを企たくらんでおり、自分はそれを成し遂げるための囮おとりか何かに過ぎない。

　だが、それがどうした。

　武具を握り、小鬼といえど兵を集め、兄弟の応報を果たす。

　それが達成できるのならば、陰謀なぞ屁へでもない。

　──だというのに。

　オーガは煮えたぎるような怒気を口から漏もらし、しゅうしゅうと白く煙のように噴き上げた。

　相変わらず雪は舞い散り、大気は冷え切っていて、小鬼の士気はことさらに低い。

　いや、士気というのも憚はばかられる。やる気がないのだ。

「捕虜をいたぶるのにも飽きたか？　うん？」

　じろりと睨にらみつけると、愚痴っぽくぶつぶつ言っていた小鬼が、ぴゅうと慌てて走りだす。

　自分より弱い者を嬲なぶる時ばかり連中は強気になる。まったく、救いようがない。

　連中の頭の中では、オーガについてきた事への不満が今頃いまごろ渦巻いているのだろう。

　おおかた、あのデカブツを蹴倒けたおして自分が首領になれば、温かい飯も女も思うがまま、と。

　そんな愚にもつかない妄想で、あのちっぽけな頭蓋をパンパンに膨ふくらませているに違いない。

　──意見など聞く気にもならぬわ。

　そうして灰色の雪に閉ざされた廃村に目を向ければ、またぞろ彼方から悲鳴が上がる。

　今にも死にそうな豚の鳴き声にも似たそれは、瀕死の女が苦痛に身悶みもだえ、哀願する声だ。

　──まったく、ゴブリンどもめ……！

　何匹か見せしめに殺してやろうか。そう思い立ち上がったオーガは、いや、と首を振る。

「ああ、いや、そうか」

　そうとも、その手があった。

　ゴブリンはゴブリンなればこそ、自分とは違う、程度の低い見方もできるわけだ。

「見せしめというのは、良い策やもしれぬな」
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　冒険者たちは夜を待たず、すぐに北の山へ踏み入る事を決断した。

「幸い、こちらの消耗は術一つと軽いですからな」

　蜥蜴僧侶リザードマンはまるで夕食の調理方法を語るような口ぶりで言った。

「ここは一番、追撃して根絶するのがよろしいかと」

　反対はなかった。

　見習聖女と女神官により兎人と雪男サスカッチの鎮魂を終えてすぐに一行は出発した。

　幸い──というべきかどうか、道中の苦労は集落までのそれに比べると驚くほど軽い。

「あいつら、足元を気にしないんですわ」

　先頭を行く白兎猟兵の言うとおり、雪男どもは木々をなぎ倒すようにして歩いていたらしい。

　おかげで道は踏み均ならされて歩きやすく、雪風が吹いても迷うことなどありえないほど明確だ。

　女神官もほっと息を吐きながら、それでも用心して慎重に歩みを進めていた。

「彼らの住処は近いのですか？」

「うん」

　ぴょんと跳んだ白兎猟兵が、そのふわふわとした毛に包まれた指で一点を示した。

「ほら、あそこさ」

　見れば吹雪ふぶきの白の向こう側、山肌にぽかりと一点、黒いシミのように滲にじむ穴が穿うがたれている。

「洞窟……。定番ね」

　岩陰から顔を覗のぞかせた妖精弓手エルフが、ひくりひくりと長耳を揺らした。

「何か聞こえますか？」

「ん……音楽、かしら？」

　女神官の問いに答えた妖精弓手は、思い切り顔をしかめた。

「たぶん、太鼓ね。鉱人ドワーフの酒盛りみたいに品のないどんちゃん騒ぎ」

「ほっとけ。森人エルフどもみたく辛気臭く盛り上がってどうすんだい、酒盛りで」

　鉱人道士ドワーフは不機嫌そうに白髭しろひげをしごき、がぶりと酒を呷あおった。

「けんども、気になるとこがある」

「何よ？」

「精霊だの。氷や雪ン精が踊っとるのは良いが、慎みっつーか遠慮がなさ過ぎるわ」

「そりゃ、冬だからでしょ」

　平然と何を馬鹿ばかなことをと薄い胸を張る妖精弓手を、鉱人道士は只人ヒュームを見るように見た。

「……春の精を迎える備えをしとらん、つーとんのだ」

　鉱人道士は溜息ためいきを吐ついて、もう一口と酒を飲んだ。

　そして酒瓶さかびんを、黙って洞穴を睨にらんでいた蜥蜴僧侶へと回す。

「かたじけない」と酒を口にし、蜥蜴僧侶は喉のどをごろごろ鳴らしてそれを味わった。

「つまり、春が来る気配がないと言う事ですかな？」

「この辺りだけはの」

　蜥蜴僧侶は「むう」と重苦しい調子で唸うなった。

「死活問題ですな」

「そりゃ、雪男どもが調子に乗るわけよね」

　妖精弓手もまた顔をしかめて同意を示す。

　草花を愛めで、豊穣を喜ぶ森人の中でも彼女はことさらに陽気で明るく、奔放ほんぽうな性質だ。

　当然、冬より春夏の方を好む。

　だがしかし、それは四方世界を巡る自然法則を捻じ曲げることには繫つながらない。

　抗あらがうのは良い。乗り越えるための創意工夫も、まあ良いだろう。破壊は否いなだとしても。

　結局、何者であれど自然を支配することは不可能だということを森人は知っている。

　今この場には、森人が嫌悪してやまぬ、混沌の芽が生まれつつあった。

「……やはり、ただ乗り込んで退治ハックアンドスラッシュするわけにはいきませんね」

　女神官は難しい表情をして言った。

　ゴブリン退治でさえ容易たやすいことではない。他ほかの怪物ならなおさらだろう。

「でもさ」と新米戦士が言った。「そんな季節をどうこうなんて、普通にできるのかな？」

「ま、できるできないで言や、できんこたぁない……だな」

　鉱人道士が蜥蜴僧侶から返された酒瓶を一口飲み、考え考え言った。

「よっぽど腕っこきの精霊使い、名うての魔術師ならやりかねん」

「それじゃ、勝ち目ないわね」

　妖精弓手があっけらかんと言って、やれやれとばかりに肩を竦すくめた。

「鉱人じゃ歯が立たないでしょ」

「うっさいわ、金床かなとこ」

「なによ、ホントの事でしょ？」

　喧々けんけん囂々ごうごう。いつもの言い争いに話の筋道が外れそうになり、女神官はこほんと咳払せきばらいをした。

　蜥蜴僧侶がそれを見て目を細め、女神官は顔を赤らめる。

「と、とにかく……術者しかありえないのでしょうか？」

「んにゃ」と鉱人道士は慎重に答えた。「魔法の品だの。その手のがありゃ、誰だれでもやれる」

「そっか、だからか」

　見習聖女がぽつりと呟つぶやいて、一党の視線が一気に集まった。

　普段の彼女なら羞恥しゅうちに顔を赤らめたろうが、今の彼女は自分の思考に沈み込んでいる。

「至高神しこうしん様からの、託宣ハンドアウト……」

「あ、何か取ってこいって……」新米戦士が手を打った。「それか！」

「目標はそれで決まりですね」

　女神官は頷うなずいた。よもや神々が「託宣に従ったのが失敗でしたね」などとは言うまい。

「ならば、物見を送るか否か」

「あの様子だと油断しきっているでしょ」

「ま、考えるまでもありませぬな」

　蜥蜴僧侶と妖精弓手が素早く言葉を交わし合う。

　それを横目に、女神官はふと異様な──総毛立つような感覚に襲われ、首筋に手を当てた。

　産毛がぴりぴりと逆だっており、肌が泡立つ。


　──……何でしょうか、これは……。



　得体のしれぬ気持ちだった。

　意味もわからず、何か忘れていて、それで急せかされているような。

「……どっかしたかの？」

　鉱人道士が女神官の腰を軽く叩たたいた。彼女はびくりと身を震わせた。

「い、いえ。何でも……。ちょっと、寒くて」

「ほうか？」

　鉱人道士は髭をしごき、それからニンマリと意地悪く笑った。

「ま、焦あせらず行こうや。かみきり丸にも褒めてもらいたかろ？」

「べ、別にゴブリンスレイヤーさんは……！」

　関係ないです。その言葉は風にまぎれて、あっという間に消え去ってしまった。
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　ひょいひょいと本当に兎かなにかのような動きで、妖精弓手が岩場を駆ける。

　女神官としては遅れを取らないよう、ひいひい言いながら追いかけるのが精一杯。

　まだ引き離されずに済んでいるのは、妖精弓手が時おり立ち止まって、長耳を揺らすからだ。

「でも良かったの？　この組み合わせで」

「はい。わたしたちは、戦いに行くわけじゃ、ないですし……」

　女神官は額ひたいの汗を手拭てぬぐいで拭ふき、息を整えながら言った。

「前にもご一緒させてもらいましたから、ね」

　偵察であった。

　動きの鈍い蜥蜴僧侶、鉱人道士を残し、拠点の周辺警戒を白兎猟兵に託しての物見。

　もちろん見習聖女と新米戦士にも控えてもらっており、洞窟に向かうのは二人だけだ。

　白兎猟兵は「ぼくが行く！」と主張していたけれど……。

「一人だと危険ですし、かといって初めての人と二人では不安ですから、ね」

「ふぅん」

　妖精弓手は洞窟を覗き込み、獣の顎あぎとのような暗闇くらやみを前にして気のない返事をした。

「ま、考えて決めてるなら良いわ。ちょっと頭目リーダーっぽいじゃない」

「やめてくださいよ……」

　ここまでくれば、森人の長耳のない女神官にも聞き取る事ができる。




　冬だ。冬だ。俺おれらの季節がやってきた。

　そうら魔法の札を振りかざせ。

　呪文じゅもんを繰り出せ。声あげろ。

　サイコロなんぞに目もくれず。

　知恵と力が俺らの武器だ。

　さあさ決闘だ。勝負をしよう。

　氷の魔女の言う通り。

　弱い奴やつらはお山にいらぬ。

　屍人しびとの夏は過ぎ去った。

　お山に黒蓮こくれんも咲き誇る。

　冬だ。冬だぞ。俺らの季節がやってきた！




　人を殴る音にも似た原始的な太鼓の音色ねいろに合わせ、雪男どもの歌が木霊こだまする。

　女神官はぶるりと細い体を震わせた。先程感じた寒さがまだ残っているようだった。

「行くわよ」

「あ、はいっ！」

　妖精弓手は平然と洞窟に踏み込み、女神官はその後を追った。

　──灯あかり、つけたいな……。

　洞窟の中は薄暗く、足元の砂利は踏む度たびにひどく乾いた音を立てる。

　暗くて良かった唯一の点は、それが骨なのかどうか確かめずに済むところだ。

　無論、火をつけるわけにはいかない。

　いつものゴブリン退治と違って、今回は気づかれるわけにはいかないからだ。

　立ち込める異臭は、女神官には嗅かぎ慣れていないものばかり。

　大型の獣、その毛皮の臭におい。腐った肉や臓物、血の臭い。

　不潔なゴブリンどもの体臭や、汚液のそれとはまるで違う。

　違う、とわかってしまう。

　ここは紛まぎれもなく、雪男どもの巣窟そうくつだ。

　女神官は錫杖しゃくじょうの金具がかちかちと鳴っていることに気づいた。ふるふると手が震えている。

「え、あ……っ」

　なんで、という思いが過よぎる。女神官は慌てて錫杖を握る手を抑えた。

　──怖い。

　先程、雪男と対決したときにも起こらなかった、それは恐怖の感情だった。

　未知の領域。怪物の寝床へと踏み込む。ゴブリン退治が怖くないわけではない。

　だが、これは冒険だった。

「誰でもないのに、アニキがやられたぁっ!!」

　不意に響き渡ったがらがら声に、女神官はまたしてもびくりと身を強張こわばらせた。

「しっ」と人差し指を立てた妖精弓手が、「こっち」と女神官を物陰へと引き込む。

　彼女の手の温かさが女神官には何より嬉うれしかった。

「馬鹿をおいいでないよ！」

　続けて響いたきんきんと甲高い声は、もう少し行った先の、広間から聞こえてきた。

　妖精弓手が耳をぴくぴく上下させながら、女神官の手を取ってそっと導いてくれる。

　広間は火が焚たかれているらしく、恐る恐る覗いた女神官にも中の様子は見て取れた。

「誰でもないのにやられたんなら、そりゃ自分でやったって事だろう？」

　白い女だった。

　肌も白ければ髪も白い。身に纏まとった薄布も白く、身につけた装飾品も白い。

　唯一、高く結われた髪の下、爛々らんらんと輝く瞳ひとみだけが、血のように赤かった。

　その白い女が雪男どもに囲まれた、一枚岩の壇上に佇たたずんでいる。

　火は暖を取るためでなく、光源としてなのだろう。

　あちこちに点在する篝火かがりびが影を踊らせ、女の身を彩いろどっていた。

　そして雪男どもは一様に、奇妙な太鼓を抱えている。

　その中の一つが、女神官の目を引いた。

　というのもそれはこの原始的な祭壇に、あまりにも似つかわしくない代物だったからだ。

　火の照り返しで鈍く輝くそれは、丁寧な彫金が施されている事が遠目にもわかる。

　断じてこんな洞窟で、人食いの雪男どもが叩いていて良いものではない。

　──あれだ。

　女神官は直感的に理解した。あれに違いない。

「しっかりおしよ！　せっかく春の精を眠らせて、ウサ公どもからアレも奪ったんだ！」

　──アレ？

　何のことだろう。女神官は考え込み、いや、と首を横に振った。今は考えるより聞く事だ。

「けんど、姐ねえさん。あの鬼が言うんは、ホントなんかね」

　一匹の雪男が、兎人か只人かもわからない骨をしゃぶりながら言った。

「魔神王様がよみがえりゃ、世界ぜぇんぶを冬の時代にしてくれるってぇ……」

「どうだかね」

　白い女はあっさりとそう言って、高飛車に鼻を鳴らした。

「いいとこあたしらを好きに使おうって腹だろうけど、そんなら構いやしないよ」

「って、ええと？」

「あたしらも利用してやりゃ良いのさ」

　そう言って、白い女は薄く冷たい笑みを浮かべた。

「ウサ公どもを喰くって精をつけて、あの鬼どもをぶちのめしてやんのよ」

「そりゃあ良いや！　さっすが姐さんだ！」

「さ、そうと決まりゃどんどこ太鼓を叩くんだ！　春が来たら敵かなわないからね！」

「うっす！」

　そして再び太鼓の音が強さを増していく。

　圧力を伴うような轟音ごうおん。音の津波。いや、吹雪の中に放り込まれたような感覚か。

　びりびりと震わされる全身をぎゅっと抱きしめながら、女神官は目を瞬またたかせた。

　──これなら。

　いける、かもしれない。
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　アレとやらが何かはわからないが、今あるもので考えれば、手はある。

　いつかの地下遺跡と同じだ。《酩酊ドランク》と《沈黙サイレンス》。眠らせ、音を消し、一気に……。

　そこまで考えて女神官は苦笑した。これではあの人の作戦そのままではないか。

　──そこまで甘えているつもり、ないのですけれど……。

「ねえ、ちょっと……！」

　妖精弓手が鋭い声で言って、ぐいぐいと女神官の袖そでを引っ張った。

　見れば彼女の長耳はへたりと下がり、顔色も──薄闇うすやみの中で見える限り、影がある。

「どうしました？　今、ちょっと作戦を考えて……」

「良いから、戻るわよ……！」

　有無を言わさない勢いだった。

　妖精弓手はぐいぐいと女神官の手首を摑つかみ、真まっ直すぐに歩き出す。

　その力の強さは痛いほどで、慌てて従いながらも女神官は声を漏もらした。

「い、痛いですって……。どうしたんですか、一体……？」

「あなた、気がつかなかったの？」

　何をだろう？　女神官は小首を傾かしげた。


　敵の戦力や何か、見落としでもあったろうか──……。



「あの女、影がなかったわ」

「えっ……」

　女神官は出口までの道のりを小走りに行きながら、背後を振り返った。

　音は追いかけるように響いていたが、もうだいぶ小さくなっていた。

　女神官の首筋に、再び得体のしれない冷たさが走った。

　白い女──氷の魔女。

　ゴブリン退治とは、何もかもが違っていた。
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「氷の魔女の正体はわかんないけど、アレっていうのは、たぶん矢の事だよ」

　話を聞いた白兎猟兵は、ひょこりと耳を立てて言った。

　岩場に戻ってきても音は聞こえる。今やはっきりと届く歌声に、冒険者は顔を見合わせた。

「父さんの矢だ……」

「なにか、特別なの？」

　見習聖女の言葉に、「うん」と白兎猟兵は頷いた。

「昔ぼくらの村に至高神様の御使いが来た時、持っておられた銀の矢と、薬があって」

　ぼくんちが預かっていたんだ。白兎猟兵がぽつりと言った。

　女神官は唇を嚙かんだ。想像するのは容易い事だった。

　勇敢な兎人の猟師は、村を救うために先祖伝来の装備を持って旅立ち、そして敗れたのだ。

　──銀の矢と、薬……。

「もう、矢は失われてしまったのでしょうか……」

「いや、そうとは限りますまい」

　ふと蜥蜴僧侶が何でもない事のように言った。

　皆の視線が真っ直ぐに向けられると、彼は「つまりですな」と重々しく続ける。

「恐怖は克服せねば立ち向かえぬ故、恐ろしい物をただそれだけで討うつは容易い事ではない」

「つまり……」と鉱人道士が顎髭をしごいた。「どういうこった？」

「氷の魔女を名乗るとなれば、術法を扱えるは明白。とならば手元で調べ、封ずるかと」

「じゃあ、父さんの矢は残っているのだね！」

　ぴょこんと兎の耳が勢い良く立ち、「あ、でも……」とすぐに萎なえた。

「なんだ？」と新米戦士が首を傾げた。「まだ何かあるのか？」

「矢だけじゃダメなんだと思う」と白兎猟兵が項垂うなだれた。「父さん、薬も持ったから……」

「希少なものなのですか？」

　女神官の問いに、白兎猟兵は「うん」と頷いて、その毛皮に包まれた両手を広げた。

「言い伝えだと、魔女の髪と蓮の花、それに黒真珠を混ぜるとか混ぜないとか……」

「……はっきりしないのね」

　見習聖女が頰杖ほおづえをついて、難しい顔をした。女神官もきっと同じような顔をしていたろう。

　いずれにせよ敵以外に魔女はおらず、周りは雪景色、春は遠く、おまけにここは山だ。

　白兎猟兵はどうしたものかと途方にくれたようだった。

「でもそれが揃そろわないと邪悪なものを祓はらえないって言われてたんだ……」

「はい鉱人！」

　すかさずビシリと妖精弓手に指さされ、鉱人道士は「お前なぁ」と溜息を吐いた。

　彼はいつも抱え込んでいる触媒の詰まった鞄かばんを、太い手指でがさがさと引ひっ搔かき回した。

「別段、なんでんかんでん持っとるわけじゃねえぞ、と……んー……」

　彼は乾燥した花弁入りの小瓶こびん。艶つややかに光る黒い玉。そして長い黒の絹髪をつまみとった。

「……ほれ、黒蓮、黒真珠、魔女の髪。ま、わかんねぇなら全部混ぜっちまえば良かろ」

「ほら、あるじゃない」

　ふんすと鼻息も荒く、我がことのように薄い胸を反そらす妖精弓手。

　それに苦笑いをしながら、「あの」と女神官は、おずおずと言った。

「その髪の毛って、もしかして、あのひとのでは……」

「ああ、ちゃうちゃう」

　鉱人道士はがらがらとした声で笑い、手を振って女神官の疑念を否定ひていした。

「魔女狩人ウィッチハンターから買ったもんよ。どっかの村で病を流行はやらせたとかでな」

「それにしたって変態っぽいわよね」

　妖精弓手がけらけらと笑い、鉱人道士が「必要なんだからしゃーねえだろ」とぶすくれる。

「お前さんの無駄遣いとはモノが違うわい。この黒蓮を手に入れるにゃ苦労したもんよ」

「失礼ね！　こっちだって欲しいと思ってるから買ってるのよ！」

「それが無駄だっつーとろーに、この金床」

　言い争いに思うところがなくもないが、女神官はほっと薄い胸を撫なでおろした。

「つまり矢だけあれば何とかなるってぇわけですね」

　ほくほくと白兎猟兵が毛に覆おおわれた手を合わせ、女神官はこくりと頷く。

「そうなると……」と彼女は考えを巡らせ「問題は、矢のある場所ですよね」

　あまり探索に長く時間をかけられるものではない。

　また明日になれば雪男どもは村へ向かい、兎人たちは食べられてしまうだろう。

　──だけど、あの洞窟をくまなく探すには……。

　いささか余裕がない。天然か人工かはわからないが、いくつも支道が枝分かれしていた。

　あそこが雪男たちの生活拠点だというのなら、相応に部屋があるのは想像がつく。

　余裕がない。

　女神官は唇を嚙んだ。あのひとは「いつでも手はある」と言っていたけれど。


　ポケットの中には何がある？　何が──……。



「魔女、魔女……」うーんと腕を組んで唸っていた新米戦士が、「あ!!」と大声をあげた。

「そうだ！　あれだ！」

「なによ、大きな声を出して……！」

　見習聖女が彼の脇腹わきばらを肘で小突いた。「痛ぇ！」とあがる悲鳴に、ますます顔をしかめる。


「雪男どもに気づかれちゃうでしょ……！」



「い、いや、ほら！」と新米戦士は脇腹を押さえて言った。「あれだよ！　前に貰もらったろ！」

「えっ。……あ！」

　一瞬考えた見習聖女だが、すぐにはたと気がついて自分の鞄へと飛びついた。

　あれでもない、これでもない。

　がさがさとひっくり返される鞄からは、およそ冒険に関係のない小物も転がり出る。

　女神官は古びた櫛くしを拾い、雪をはたき落として薄く笑みを浮かべた。自分もそうだったから。

「あった、これ！」

　やがて見習聖女が取り出したのは、ずいぶんとちびっちゃくなった蠟燭ろうそくだった。

「失せ物探しの蠟燭！」

「魔法の品？」

　妖精弓手は興味津々といった様子で顔を近づけ、臭いでも嗅ぐように鼻をひくつかせた。

「良く持ってたわね、こんなの。あなたたちじゃ、他に買うものもあったでしょ？」

「貰い物ものなんです」

　見習聖女は照れくさいのを隠しきれず、はにかんだ様子で言った。

「使い切らないで、良かった……」

「とならば、決まりですな」

　蜥蜴僧侶が一同を見渡し、その長首をゆっくりと動かした。

「乗り込み、銀の矢を手に入れ、しかる後に殺す」

　いかがか？　そう提案された作戦は、実に単純明快で、妖精弓手は愉快げに目を細めた。

「言うほど簡単じゃないでしょ、それ」

「つーても手元の情報じゃな」と鉱人道士が酒を呷る。「他になんぞあっか？」

「ぼくはあんまり、難しいことは……。君たちはどう？」

　白兎猟兵に話を振られた見習聖女と新米戦士は、思わず顔を見合わせた。

「と、言っても……ねぇ」

「俺ら、ずっと下水道でネズミ退治ばっかだったし……」

　議論は続く。

　長い時間──いや、女神官がそう感じただけで、実際はそうでもなかったのだろう。

　単に結論が出ないというだけで、人は疲れてしまうものだ。

　特にこんな、絶対の正解などないような時は特に。

　──どうしてでしょう。

　女神官はふと考えた。今まで、こんな事はほとんどなかったのに。

　何故なぜかと言えば、それはきっと、言うまでもあるまい。

　──ゴブリンスレイヤーさん。

　とにかく、彼は決断が早かった。

　迷っていないわけではない。あの山砦を焼いた戦いで、女神官はそれに気がついた。

　それでも決める。行動する。きっと、そういう事なのだろう。

　その一点においては、彼女の最初の仲間たちだってそうだ。

　時間をかけて相談して準備を整える。でも、そうすれば捕われた女の人は助からない。

　だから、きっと、あの時の決断は間違っていなかったのだ。

　──やろう。

　女神官は錫杖を握りしめ、頷いた。答えは冒険者になった時から出ていたではないか。

「乗り込んで、銀の矢を見つけ、やっつけましょう」

　仲間たちが真っ直ぐにこちらを見た。女神官は頭を必死で動かしながら、懸命に続けた。

「手は、あります」と彼女は言った。「今、考えたものですけれど……」

　ポケットにあるものを全部。ありったけの手段だ。

　反論はなかった。妖精弓手が楽しげに長耳を上下させた。

「オルクボルグみたいな事、言うのよね」

　良いんだか悪いんだか。くすくすという笑い声に、女神官は赤面した。

「ま、成長は成長じゃろ」

「拙僧せっそうとしてはようやっと体を温ぬくめる機会に恵まれそうで、ありがたい限りですな」

　冒険者たちは立ち上がった。各々の装備を確認し、身につけ、互いに点検する。

　見習聖女と新米戦士も「うん」と頷きあい、声をあげた。

「解毒剤アンチドーテ！」

「持った！」

「傷薬！」

「軟膏と薬草、持った！」

「灯り！」

「冒険者セットのランタン、油、松明たいまつ！　そっち蠟燭は持ったか？」

「物探しの蠟燭でしょ。当然！　えっと、地図！」

「今回はなし！　……ないよな？」

「ないわよ。武器と防具！」

「チェストバスターよし、ローチキラーツーよし、ナイフよし！」

「……いい加減その名前止めなさいよ」

「別に良いだろ。格好良いし──革鎧かわよろいに兜かぶと良し！　そっちも回れって」

「はいはい」

　くるくると回って新米戦士に法衣をチェックしてもらう見習聖女。

　その姿に、女神官はかつて彼に鎖くさり帷子かたびらを見てもらった時の事を思い返した。

　今もこの神官衣の下に着込んでいるそれは、本当に長い付き合いだ。

　一度は失われたかとも思ったが、今ここにこうしてある事が、確かな安心になる。

「ちょっと、笑っちゃ悪いわよ」

　と、妖精弓手に囁ささやかれ、女神官は「いえ」と首を横に振った。

「なんだか、懐かしくなってしまっただけです」

「そう？　……でも、ま、そうか。時間って早いんだか遅いんだかよね」

　言われてみれば、たしかにそうだ。まだやっと二年。女神官は目を瞬いた。

「でも、良いのかい？」

　よいしょと雑囊ざつのうを背負った白兎猟兵が、遠慮しいしい言った。

「魔神王、だっけ。何かおおごとでしょう？　そりゃあ、ぼくらとしては……」

　村のために雪男と氷の魔女を滅ぼしてくれるのは助かる。

　だが戻って、都やら軍やら王やらに知らせた方が良いのではないか？

　その方が、只人や他の人たちにとっては利になるに違いない。

　なにしろ──結局今のところ、襲われているのはちっぽけな兎人の村でしかないのだ。

　そう言われて、女神官は思わず仲間たちを見た。

　妖精弓手は肩を竦め、蜥蜴僧侶は楽しげに目を回している。

　きょとんとした様子で装備点検の手を止めた見習聖女と新米戦士。

　その横で、鉱人道士がにんまりと髭面ひげづらに笑みを浮かべていった。

「ほれ。先輩として、後輩どもに教えてやったらどうだい、娘っ子」

　女神官はもう一度目を瞬かせ、それからこほんと小さく咳払いをした。

　そして彼女は、その小さな胸を精一杯に反らして「それはですね」と言った。

「わたしたちが、冒険者だからですよ」
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「お前の感情なんざ、何の役にも立たねえぞ！」

　珍しく山の外へ連れ出してくれたその日、師は吐き捨てるような口調で言った。

　彼は「はい」と素直に応こたえて、それを示すように軽く頷うなずいた。

　他ほかには何も言わなかった。目の前の光景を受け入れるので精一杯だったからだ。

「怒りゃ剣の切れ味が増すか？　悲しめば身の動きが軽くなるか？　んなわけあるかい」

　正しいだけで勝てると思った奴やつらがこれだ。師は言葉と共に、唾つばを吐いた。

　死体の山だ。

　見渡す限り、累々るいるいと倒れ伏し、息絶えた死体の山だ。

　そこはどこかの村だったのだろう。燃え残った建物の痕跡が、ちらほらと見て取れた。

　死んでいるのは、全すべて人型の生き物だ。

　鉱人ドワーフや森人エルフが少し混じり、武器を持った者もいくつかあった。

　だがほとんどはみすぼらしい衣服を着た村人であるらしく、彼は服の腹をぐっと握りしめた。

「ゴブリン……？」

「馬鹿ばかかお前は」

　師は彼の顔に唾を吐いて言った。

「ゴブリンに村が襲われりゃあゴブリンが世界を滅ぼすか？　アホか。物が見えてるか？」

「はい」

　そうか？　師はまったく一欠片ひとかけらも信じていないような調子で肩を竦すくめる。

「こいつァ盗賊のしごとよ。そんで冒険者どもが参上。正義の戦いでござい。で、負けた」

　お前の村よか運が良い。師が圃人レーアらしくニタニタと笑い、彼は思わず目を伏せた。

「バカヤロウ！」

　次の瞬間、彼は思い切り頭をぶん殴られた。

　どうっと転がった先は炭の塊で、彼は人の燃えカスをたっぷりと吸い込んで、咳せき込こんだ。

「言ったばっかだろうが。てめえの気持ちなんざものの役にも立たねえ。わかったか？」

「……はい」

　彼はそう言って、やっとの思いで立ち上がった。

　手足の煤すすを払いたかったが、許しては貰もらえないだろう。

「死んだ赤ん坊は道を渡る。死んだ赤ん坊で天井てんじょうの蠟燭ろうそくに火は点つけられる。わかるか？」

「いえ」

「馬鹿かてめえは。がちょうの背に乗っけて、後は天井まで死体を積み上げんだよ」

　師は下卑げびた笑みを崩さぬまま、手近な死体を思い切り蹴けっ飛とばした。

　ごろりと仰向あおむけになったのは森人の女で、平坦へいたんな胸元むなもとには矢が数本突き刺さっていた。

　革鎧かわよろいの残骸ざんがいは残っていたが服は切り裂かれ、首の認識票だけが冒険者だった事を示している。

　恨みがましく見開かれた瞳ひとみは濁にごった硝子ガラスのよう。焼かれでもしたのだろう。

　死ぬまでの間に何が起こったのか、彼にはよくわかった。見覚えがあったからだ。

「けっ、もったいねえ」

　師は森人の胸を乱暴に揉もみしだき、矢をへし折って、乳房の上に腰を下ろした。

「近頃ちかごろはなんでも使い捨てだ。……おい、こいつの使いみちがわかるか？」

　師はそう言って、手遊びでもするように死体の胸を弄もてあそんでいる。

　彼は少し考えてから言った。

「……椅子いす？」

「それ以外だ。ああ、クッションもなしだ。かてえからな」

　ゆったりと寛くつろいだ師は、懐ふところからパイプを取り出した。

　そして森人の長い指を使ってタバコを詰め、彼女の指輪を叩たたいて火花を散らし、火を点ける。

「……服の端切れは、布になる。装備も、残ってれば使える」

「残ってりゃな。次」

「髪が長い。……編めば、縄代わりになる」

「首絞めにゃ一番だ。あと売れるぜ。てめえは知らねえだろうからサービスだ。教えてやる」

　森人の髪は綺麗きれいだからな。師が面白おもしろくもなさげに呟つぶやく。彼は頷いた。綺麗だと思った。

「ほかはどうだ？」

　彼は少し躊躇ためらった。師がパイプを深々と吸い込んだ、苛立いらだたしげに煙を吐く。彼は言った。

「食べれる」

　師がにたりと笑った。そして大仰に両手を広げ、嘆くように天を振り仰あおぐ。

「食べる!?　この可哀想かわいそうな森人の娘っ子を!?　かっさばいて食っちまうってのか!?」

　お前はまるでゴブリンみたいだな。

　師の言葉に、彼は落ち着いて──少なくとも自分はそのつもりで、努力して答えた。

「他に、食べ物がなければ」

　師はにたにたと笑いながら、煙を吐いて手を振った。「続けろ」。

「血は、飲める。布で濾こせば。炭と練って、インクにもできる。あと……脂は燃料になる」

「そいから女の……特に森人の血と小便は、ゴブリン寄せにもなっぜ」

　そう言って、師は彼の顔めがけて煙を輪になるように吐きかけた。

　彼は我慢したつもりだったが咳き込み、目を瞬またたかせ、次の瞬間やはり予想通りぶん殴られた。

　ごろごろと死体の中に転がった彼は、げほげほとまたしても咳き込んだ。

「ま、良かろ。──良いか、使える使えないのを決めるのはてめえだ」

　師はひらりと森人から飛び降りて、彼を蹴り飛ばした。

　息が詰まり、もがきながら彼は死体の中へと埋まる。

　鼻と目と口とを突き刺す腐敗した肉の臭においは、彼を溺おぼれさせた。

「人が役に立つっつっても不便なら捨てろ。使えねえって言われるもんでも、便利なら使え」

　やっとの思いで彼が這はい出でると、師はすでに姿が見えなくなっていた。

　げたげたという下卑た笑い声だけが死屍累々の廃墟に木霊こだまし、彼は必死に気配を探った。

　もちろん「気配」などという曖昧あいまいなものを感じ取れるわけがない。

　師が動く音や、風や、何か小石でも蹴っ飛ばさないかと、そういうものに集中した。

「役に立てられねえのは、てめえが役立たずだってだけだ。なんでも使いようだ」

「はい」

　想像力こそが最大の武器で、それがないものから死んでいく。

　何度も言われたことだった。

　師の言った言葉に間違ったことは一つもなかった。

　あったとすれば、それは彼が上手うまくやれなかっただけの事なのだ。

　師の言うとおり、彼に才能はない。彼は役立たずのクズで、何もできなかったのだから。

　そうでないことを証明したいのなら、やるしかないのだ。

「先生の言葉は、役に立つと思います」

　そう言うと、師の言葉が途絶えた。

　そしてひどく乱暴な手つきで頭を摑つかまれ、前後左右にがしがしと揺らされた。

　それが、何故なぜだかとても嬉うれしかったことを覚えている。次の瞬間、地面に叩き付つけられたが。

　だから彼は常にその通りにした。

　これまでもそうだし、これからもそうだろう。

　やらないという選択は、一度で十分だ。
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　牛飼娘がうとうととした眠りから目覚めたのは、腹の底に響くような太鼓の音が原因だった。

　──なんだろう？

　疑問は一瞬。彼女はハッと身を起こし、口からこぽりとあぶくを漏もらした。

　自分が彼の上に跨がるように寄り添っていたことに気づき、頭に過よぎるいくつかの思い。

　──それどころじゃない！

「ねえ、起きて。……起きてっ」

「む……」

　低く呻いて、彼が頭を動かした。

　兜の中から泡を吐きながら、彼はぶつぶつと何かを呟き、そして上を見やった。

　白く濁った空が、井戸の丸い形に切り取られ、水面に浮かぶ月のように朧に揺れている。

　くぐもった太鼓の音は、その水を隔てた空から聞こえてくるようだった。

　外──言うまでもなく、ゴブリン。

「見てこよう」

「……大丈夫？」

　彼女が袖そでを引いて問うた言葉に、彼は「問題ない」と言って、雑囊ざつのうから楔くさびを取り出した。

「もっと高いところを登った事もある」

　ゴブリンスレイヤーはそう言って、水を蹴って体を押し上げ、井戸の壁面を手繰たぐった。

　手がかりがあって呼吸の心配がなければ、登攀とうはんは驚くほどに楽だ。

　やがて水面に辿たどり着いたゴブリンスレイヤーは、かつて見た白鰐しろわにのように頭を出す。

　問題はここからだ。音を立てて気づかれては元も子もない。

　まだ井戸の口までは距離がある。彼は楔を壁面へ食い込ませ、ぐいぐいと登り出した。

　かつて挑んだ塔ほどの高さがあるわけでもなく、これもやはり、さほどの時間はかからない。

「……」

　ゴブリンスレイヤーは井戸の蓋ふたを少し動かして閉じつつ、そっと外の様子を窺うかがった。

　広がっていたのは、予想通りの醜悪な光景である。

「ＧＯＢＯＲ……」

「ＧＧ……ＢＧ」

　眠たげな顔をして目をこすり、欠伸あくび混じりに行軍するゴブリンども。

　幸いにして奴らは夜目が利きかない。見つかる事はあるまい。

　だから注目すべきは、ゴブリンどもではなかった。

「ぁ……」

「……ひ、ぃ……」

　旗印。それが二本。

　ゴブリンどもによって高々と掲げられたそれは、人の形をしていた。

　服を剝むかれ、装備を奪われ、鍛きたえた体を晒さらし、それが虚しくなる腱を切った痕あと。

　そして手足を木材に縫い止める、錆さびた釘くぎ。滴したたる血。

　冒険者──その磔はりつけだ。

　身をぶるぶると震わせ、血の気の失せたその様子は、明らかに寒さのせいだろう。

　懸命にぜいぜいと喘あえいでいるのは、息ができないからに違いない。

　ゴブリンスレイヤーは幾度か見た事がある。だから経験則として知っていた。

　あの姿勢では自重のせいで息詰まり、満足に呼吸ができなくなるのだ。

　線の細い、おそらくは後衛職だろう娘が声もなく唇を動かしているのが見て取れた。

　ゴブリンスレイヤーは何度も見ていたので、読み取れた。神の名だ。

　声が出ない理由もすぐにわかった。それに必要なものが、口の中に見えなかった。

　釘を打たれた小さな手も、指があの有様ありさまでは印を結ぶ事も叶かなわぬだろう。

　ゴブリンスレイヤーは低く唸うなった。誰だれかの名を呟いた。意識はしていなかった。

「冒険者よ!!」

　その時、稲妻が落ちたかと思うような声が、びりびりと大気を震わせて轟とどろいた。

　ゴブリンスレイヤーはその時初めて行軍の最前にいる、巨体へと目を留めた。

　ゴブリンではなかった。

　何とかという、確か……そう、以前にも戦ったことのある、あの怪物だった。

「この娘らの命が惜しくば、逃げ隠れせずに我が前に現れよ!!」

　まずは観察に努めた。

　武器──戦鎚せんつい。体格──田舎者ホブ以上、チャンピオン以上。歩き方──乱雑。

　ゴブリンへの指示の飛ばし方──苛立っている。ゴブリンの数、ゴブリンの装備。

　相手の意図は考えるまでもなかった。

　考えるべきは、それを受けてどうするかだ。

「陽ひが天に至るまで待ってやる！　さもなくば、神を呪うような末路が待っているぞ!!」

　娘が俯うつむいて、はらはらと涙を流すのをゴブリンスレイヤーはちらりと見た。

　怪物もそれを見て、威嚇いかくでもするかのように牙きばを剝いて唇を歪ゆがめた。笑っているのだ。

「貴様に殺された兄の無念、思い知るが良い!!」

　ゴブリンスレイヤーは鉄兜の下で眉まゆをひそめた。兄。記憶を辿る。覚えがない。

「行くぞ！　ついて来いッ!!」

　怪物は大声で喚き、足元をちょろちょろする小鬼を蹴り飛ばしながら、行軍を続ける。

　村中を練り歩いて誘き出すつもりなのだろう。

　良いとも。ゴブリンスレイヤーは呟いた。良いだろう。彼はするりと井戸の中へ戻った。

「ど、どうだった……？」

　水を跳ねずに中へ潜ると、膝ひざを抱えて待っていた牛飼娘がこぽこぽと言った。

　隠しきれていない不安が、漂う泡の揺れ方に現れている。

　あの胴間声どうまごえだ。水中へも声が届いていないということはないだろう。

「人質。見せしめ。盾。……こちらにすぐ危険があることではない」

　ゴブリンスレイヤーは慎重に言葉を選んで言った。

「ゴブリンどもの知恵ではあるまい。だが、やっていることは似たようなものだな」

　牛飼娘がぶるりと身を震わせた。

　牧場に押し寄せた小鬼どもが、そういった盾を用意していた事は知られている。

　ゴブリンスレイヤーは、自分の装備を検あらため始めた。

　長く水中にいる以上、装備は全て水浸しだ。上がったら行動前に拭ふかねばなるまい。

　途中で凍結して動きが鈍りでもしたら、ことだった。

　そしてそれは彼女についても同様だ。ゴブリンスレイヤーは、淡々と言った。

「上がったら、体を拭いて服を乾かすか、絞れ。凍傷になる」

「う、うん……」

　頷いた彼女の言葉は弱かった。

　目は落ち着きなく左右に動き、困惑や怯おびえを言葉よりも多く物語っている。

「心配するな」

　ゴブリンスレイヤーは言った。迷いはなかった。

「生かしては帰さん」

　牛飼娘は、くしゃくしゃの笑顔で頷いた。
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「さあさ、お前たち！　そろそろ支度したくをおし！」

　氷の魔女の声を受け、雪男サスカッチどもはどやどやと立ち上がった。

「昨日みたくバカがとちって兎一匹も連れてこれなかったら、今日は承知しないよ！」

　おかげで腹が減って仕方がない──氷の魔女の言葉に、雪男どもの視線が一匹へ突き刺さる。

　そいつは恨みがましく何事かを呟つぶやくが、仲間たちに睨にらまれて反発する勇気はないらしい。

　──それで良い。

　氷の魔女は考える。バカはバカ同士で睨みあい、いがみあってくれれば良い。

　万が一にもこちらへ敵意ヘイトを向けられたらたまったものではない。

　もっとも、そうなった時の備えはしてあるとはいえ……。

　──面倒極きわまりないからねえ。

　対処するのも、この使いやすい手勢を再び集めるのも、だ。

　なにしろ今の一言で、あっさりと雪男どもは昨日ヘマをした一匹を睨みつけている。

　使いやすい。だがしかし、もう彼らの頭からは最初の命令などすっぽ抜けているだろう。

　内心の苛立いらだちを隠そうともせず、氷の魔女は幾度か両手を打ち鳴らした。

「ほら、あたしの言ったことをもう忘れたのかい!?」


「だども、こいつのせいでオラたち──……」



「さっさとしないと、あの忌々いまいましいお日様が昇りきっちまうじゃないか！」

　睨みつけられ、ようやく雪男どもは大慌てで足音を立てて動き出した。

　今日も兎人の村から略奪させる──地道だが、まあ、それ自体は良いと氷の魔女は考える。

　派手に動くのはまだ先。今はとにかく力を蓄える事だ。

　いつだって時はこちらの味方なのだ。焦あせることはない。


　今は春の精を眠らせ、冬を長引かせ、雪男どもの勢力を増していく。そうすれば──……。



　──怖いものなし、とは口が裂けても言えないけどねぇ。

　それでも、大分とやりやすくなるのはわかっていた。

　いずれ都といかずとも、街の一つでも手に入れれば良い。そうすれば安楽に数百年暮らせる。

　なにしろ、兎人も珍味だとは思うが、いい加減食い飽きた感もある。


　やはりここはそろそろ若い只人ヒュームの娘あたりの味が恋しく──……。



「……お？」

　そんな事を考えて舌なめずりをしたせいだろうか。

　氷の魔女は、ふと香ったその匂におい。小便臭いほど年少な、娘の匂いを嗅かいだ気がした。

　鼻をひくつかせて周囲を見回すと、洞窟の入口に佇たたずむ、ぽつんと小さな影が一つ。

　小柄で華奢きゃしゃ、ちっぽけで瘦やせた小娘。纏まとっているのは神官衣、手には錫杖しゃくじょう。

「──冒険者!?」

「誰でもないノーマンだぁッ!?」

　雪男の一匹が悲鳴をあげるよりも早く、娘が高々と錫杖を掲げる。

「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、闇やみに迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》!!」

　目も眩くらむ白光を放ち、聖なる太陽が燦然さんぜんと洞窟の闇を塗ぬり潰つぶした。
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「今です、行きましょう！」

「おお！　蜥蜴人が一の太刀たち！　イィヤアァァアァッ!!」

《聖光ホーリーライト》に目を焼かれ仰のけ反ぞる雪男ども、その混乱の中へ鬨ときの声と共に蜥蜴僧侶リザードマンが切り込んだ。

「《禽竜イワナの祖たる角にして爪つめよ、四足、二足、地に立ち駆けよ》!!」

　その背後には竜牙兵ドラゴントゥースウォリアーが声なき雄叫おたけびを上げ、顎骨をかたかたと鳴らしながら勇猛に続く。

　爪爪牙尾が雪男どもの足元で荒れ狂い、彼らはたまらず悲鳴をあげて足踏みをした。

「ぎゃあっ!?」

「痛ェッ!?」

　さらにそこへ風を切り裂いて幾本も矢が飛んでくるのだからたまらない。

　分厚い毛皮があるとはいえ、例えるなら毒虫に幾度も突き刺されたようなものだ。

　広間に飛び込み、密林を駆けるように雪男の足をすり抜け、妖精弓手エルフが次の矢を番つがえる。

「ほら、鉱人ドワーフ！　遅い遅い！」

「ったく、耳長娘！　お前さんはもちっと落ち着きを持てっつうに……！」

　雪男どもの足が大樹であるならば、それを薙なぎ倒たおすのは戦斧せんぷの一撃だ。

　のたうちまわる雪男の足元で、鉱人道士ドワーフが木を刈るように手斧を振りかぶる。

「おぉらッ!!」


「！？！？！？！？！？」



　もはや悲鳴は声にもならない。

　足指を半ばまで断たれた雪男が地響きを上げて転げ、爪先つまさきを抱えてひいひいと泣き喚く。

「えぇい、なにをしているんだいッ!!」

　目を押さえたまま氷の魔女が叫ぶ言葉も、ぎゃあぎゃあと言う雪男どもの泣き声に遮さえぎられる。

　この隙すきを逃す手はなかった。

「すみません、お願いします……！」

　女神官は妖精弓手が壁を蹴けって高度を稼ぎ、雪男の耳を狙ねらうところへ声をかけ、走りだした。
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「まっかせて！」

　彼女の返答と共に雪男の悲鳴。それを背に駆ける女神官の後には、さらに三人が続く。

　新米戦士、見習聖女、そして白兎猟兵。

「うっお、すげえ……！」

　蜥蜴僧侶が尾で雪男の脛すねを打って転ばす様に、思わず新米戦士が声を漏もらす。

　大混乱の広間を走り抜けるその表情は、彼のみならず他ほかの二人も興奮に満ち満ちていた。

「まさか」と見習聖女が息を整えながら言った。「真まっ直すぐ突っ込んで暴あばれるなんて……」

「こういう時は、かえって単純な方が良いそうですよ」

　女神官ははにかんで応こたえた。

「目眩ましから、足元を狙うのは……便利ですから」

　そうして走りながら、背後の三人へと目を配る。

　二人とは女神官も以前に行動を共にしたこともあるが、白兎猟兵とは今回が初めてになる。

　ぱたぱたと走る姿は問題なさそうだし、猟師として山を駆け回っていたのも確か。

　だが冒険者としての経験は──自分に比べてと考えることに抵抗はあるが──ない。

　女神官は気を配ってあげようと意識した。いつも彼が自分に対してそうしてくれたように。

「このまま奥へ行きます！」

　そう告げると、白兎猟兵がこくんと頷うなずいた。何をするかわかっていれば安心だ。

「それで、方向はどうですか？」

「えっと……！」

　続けて問われた見習聖女が、手にした蠟燭ろうそくの火に意識を向ける。

　魔法の蠟燭は幸い、先の戦闘の最中であっても消える気配がない。

　むしろ残りの短さの方が心配であったが──それもまだ大丈夫そうだった。

「あっちです！　真ん中の通路みたい！」

　示されたのは、広間から伸びる無数の道のひとつ。白兎猟兵が走りながら耳を揺らした。


「でも、あの穴じゃあ雪男は入れないんじゃあないかなぁ……！」



「だからこそ、ですよ！」

　女神官は頷き、錫杖を握って備えながら、先頭を切ってその道へと飛び込んだ。

「行きます！」

　──ええ、氷の魔女が雪男たちの主人であるなら。

　絶対、雪男にだけは銀の矢を取られたくはないはずだ──と、女神官は考えた。

　なら銀の矢があるのは、雪男たちが絶対に入ってこれないような、手の届かない場所。

　必然、銀の矢を探し求めれば雪男との戦闘は避けられる。一瞬だけ、切り抜けられれば。

　──運も少々、いえ、大いに関かかわることでしたけれど……。

　上手うまくいってよかった、と。女神官は密ひそかに、その薄い胸を撫なで下ろした。

「良くわかんないけど、この先なんだろ？　なら奥まで突っ走って早いとこ手に入れよう！」

　新米戦士が棍棒こんぼうを手にして気勢を上げる。

　銀等級冒険者三人の戦闘を目まの当あたりにしたせいだろう。

　彼の目から「俺おれはやるぜ！」という意志が伝わってくるようで、女神官は苦笑した。


「その意気ですけれど、慎重に、かつ急いで行きましょう。たぶん次は──……」



　彼女の言葉が終わるより早く、淀よどんだ風がざわりざわりと一行の背後から吹き抜けていった。

「……あ、まずいかもだ」

　白兎猟兵がぱたんと長耳を倒し、ぶるりとその身を震わせた。

　女神官も確かに聞いた。ざざざざざ、と。まるで砂が崩れ落ちるような、異様な音を。


　何かが起きている。何かが。何が──……？



「うげ……」


「ここでもなのぉ……？」



　対して、新米戦士と見習聖女は勘弁してくれとでも言うように顔をしかめていた。

　音は背後から、まるで一行を包み込むように押し寄せ、迫ってくる。

　錫杖を両手に構えて振り返った女神官は道の入口、影の中に立つ悪鬼あっきの形相ぎょうそうをした女を見た。


「きぃ……さぁ……まぁ……らぁーっ！！！！！」



　氷の魔女が吐いた呪詛じゅそと共に、凍こごえるような風が吹き抜けて、女の周囲の影が荒れ狂った。

　いや、それは影ではない。


　海のように波打ち、蠢うごめきながら女神官らを飲まんと襲いかかるそれは、その群れは──……。



「巨大鼠ジャイアント・ラット!?」

「うっだらぁっ!!」

　女神官の叫びと新米戦士の雄叫びはほぼ同時。

　両手強打の大旋風が先頭の一匹に炸裂さくれつして鼻面はなづらをかち上げ、二、三匹まとめて吹き飛ばす。

　異様な音を立てて宙を跳んだその大鼠どもは、壁に激突して身悶みもだえした末、動きを止めた。

　その隙を見逃すほど、伊達だてに下水道で鼠と蟲ども相手に格闘してきたわけではない。

　すかさず飛び込んで、右手の棍棒で強打バッシュ、強打バッシュ、強打バッシュ。

「鼠一匹ごとにお金貰もらってたら今頃いまごろ大金持ちだっつーのな!!」

「馬鹿ばか言ってないで、次、来るわよ!!」

　無論、棍棒で一撃を狙うと大振りになる。相手は多数だ。それだっていつもの事。

　足元に転がる氷の欠片かけらを拾い上げた見習聖女が、布で巻いたそれをひゅんと鋭く投げ打つ。

　びしりと顔面にそれが当たった鼠が仰け反って腹を見せ、新米戦士はそこへ飛び掛かる。

「チェストバスター、受けてみろだ!!」

　分厚い皮を貫くならこちらが良い。左ひだり逆手さかてに握った剣が、大鼠の胸板むないたを真一文字に切り裂いた。

　バッと噴き出る血飛沫ちしぶきを払いのけるように、続けざまの棍棒一閃いっせん。死体ごと脇わきに退ける。
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「口に入ったら金がかかるもんな……！」

「節約大事！　ていうか口元覆おおいなさいよ！」

「暇がない！」

　きゃんきゃんと言い合いながらも見習聖女が石を投げ、新米戦士の棍棒と剣が唸うなりを上げる。

　その様を呆然ぼうぜんと見ていた女神官は我に返ると、ふ、と口から息を漏らした。


「──……行けそうですね！」



　女神官がうんと頷いて言った言葉に、新米聖女は「不本意だけど！」と叫び返す。

　そうしている内にも天秤てんびん剣けんが振るわれて、手近な一匹を打ち据えている。実に手慣れていた。

「全部食い止めるなんて言えないけど、後ろは任せて……！」

「よっしゃ、ばっち来い!!」

　閉所で扱えるぎりぎりの棍棒を振り回し、威勢よく叫ぶ新米戦士。

　彼のすぐ傍そばで「調子に乗らないの！」と、目を尖とがらせる見習聖女。

　その姿に懐かしい誰かの姿を思い出した女神官は、一度目を閉じ、そして開いた。

「お任せします！」

「はいっ！」

　見習聖女が投げ渡した蠟燭を受け取り、女神官は白兎猟兵を伴って再び走りだした。

　背後からは連続して響く殴打音。きゃあきゃあという少女の声。鼠の悲鳴。氷の魔女の罵声ばせい。

　女神官は目尻を擦こすり、足元にすり抜けてきた大鼠へと錫杖を見舞った。

「えぇいっ！」

　一発で悲鳴をあげて逃げていくあたり、ゴブリンほどではないらしい。

　そんな事を思いながら駆ける女神官の隣で、白兎猟兵がぽつりと言った。

「……みんな、すごいもんだなぁ……」

「はいっ！」

　女神官は息が上がらぬよう呼吸を整えながら、まるで自分のことのように嬉うれしくて頷いた。

「皆さん、とってもすごいんですよ……！」

　妖精弓手、蜥蜴僧侶、鉱人道士。それに見習聖女、新米戦士。

　皆、皆、とても凄い人ばかりだ。自分とはまるで違う。

「……」

　それを聞いた白兎猟兵は、ひょこひょこと走りながら、意外そうに首を捻ひねった。

「ぼかぁ、お姉さんのことも言ったつもりなんですよ」

「え……」

　女神官は何も言えなくなって、視線を前に向けた。

　走りながら、頰ほおがかぁっと熱くなるのが自分でもわかった。暗くて良かったと思う。

「そ、そうでしょう……か？」

「そうだよ」

　──だとしたら。

　それはやはり、自分の力ではないのだろう。

　今ここにいない、あの人のおかげなのだ。

　女神官の手中で、蠟燭の火が勢いを増した。

　銀の矢は、もうすぐそこだ。
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　大混乱の中、しかし氷の魔女はその渾名あだなの通り、骨の髄まで冷静であった。

　背後では巨人どもがどたんばたんと大騒ぎ、目の前では鼠の群れが打ち据えられている。

　この状況を導き出したのは──誰だ？

　考えるまでもないことだと、彼女にはわかった。

　錫杖を振りかざし、声を張り上げ、率先して飛び込んでいったあの小娘だ。

　白い装束しょうぞく。地母神の寵愛を得た神官。誰でもないノーマン。

　──あの小娘が、要かなめか！

「この……うらっ！」

「来てる、もう一匹右から来てる!!」

「なんとぉっ!!」

　忌々しいことに、年端もいかぬ冒険者どもは手慣れた様子で鼠を屠ほふっている。

　──なぁに、それに夢中になっておれば良い。

　氷の魔女は血のように赤い喉のどを覗のぞかせ、にたりと笑った。鋭い牙が雪の照り返しに輝く。

　途端、彼女の肉体は粉雪の如ごとくさらりと崩れ、すっと鼠と少年少女の間をすり抜けていった。

　骨まで冷えるような風に彼らはぶるっと身を震わせたが、それ以上の停滞はない。

　戦わなければ生き残れない。

　それは、この場の誰にとっても真実なのだった。
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「お、これっぽいかな？」

　薄暗い洞窟で足下と背後を気にしながら走ることしばし、白兎猟兵がぴんと耳を立てた。

　女神官が目を瞬またたかせて見れば、なるほど、岩壁のくぼみには古びた長持ながもちが置いてある。

　手にした蠟燭はめらめらと燃え上がり、持っているのも辛つらいほど。間違いはなさそうだ。

「開けられますか？」

　呼吸を整えつつ覗き込む女神官へ「さぁねぇ」と呑気のんきに答え、白兎猟兵は耳の後ろを探った。

「ま、やってみます。開けなきゃ僕らは終わっちまいますしね」

　取り出したのはすらりと細長い小枝のようで、白兎猟兵はそれをするりと鍵かぎ穴に押し入れる。

　しばらくそれで錠前を探り、ぱきりと二、三本小枝を折った後、がたりと音が鳴った。

「お、上がった」

「罠わなは……？」

「ん、やってみる。蓋ふたとかはまだ見てないんで」

　背後──洞窟内を反響する戦闘音をせわしなく振り返る女神官へ、白兎猟兵は頷いた。

　まあ問題はないだろう──と兎人特有の楽観的な方向で考える。

　なにしろ氷の魔女にとっては、これを自分以外が開けることは想定していないだろう。

　とすれば罠にかかりたいとは思うまい。警報なら良いな。鳴っても意味がないし今は。

　──魔法の罠だったら、その時に考えれば良いよねぇ。

　薄く平べったいナイフで蓋と箱の隙間すきまをまさぐって、ワイヤの有無を確かめ、これで良し。

「開けてみるとしましょうか」

「お願いします！」

　さて、蓋は重たい音を立てて、ず、ず、と動いた後、ごとんと洞窟の床へと落ちた。

　中身は──まばゆいばかりの銀の光。

　白銀の矢だ。

　女神官は一年、二年の冒険で数えるほどしか目にしたことのない財宝の輝きに目を見張った。

　魔法の武具──蜥蜴僧侶の武装を除いて──など、見出す機会はほぼないも同然だ。

　それでもわかる。これは尋常なものではない。聖なる武器──叙事詩に歌われるべきものだ。

「これなら……！」

「行けるかもだねえ！」

　ぎゅっと錫杖を握り直し、女神官はそうっと銀の矢へと手を伸ばした。

　触れた指先から淡い温かみが伝わってくる感触がある。持ち上げると、羽のように軽い。

「では、えっと、どうぞ」

「ふぇっ？」

　女神官がうやうやしく矢を差し出すと、白兎猟兵はその小さな目をまん丸に見開いた。

「僕、ですかい？」

「わたし投石紐スリングは少し扱えるんですけど、弓は射ったことがないので……」

　それにこれは、あなたのお父様の矢ですし。

　そう女神官が微笑ほほえむと、白兎猟兵はごくりと喉を鳴らし、ふわふわの両手を差し出した。

「お、お受けしますです、はい……」

「ええ、よろしくお願いしますね！」

　銀の矢を握りしめた白兎猟兵は、それを腰のベルトにしっかりと差し込んだ。

　続けて、ぱたぱたと毛に覆われた手で服のあちこちを叩たたく。

「く、薬、薬……」

「慌てないでくださいね。落としたら大変です」

「もちろんですとも！」

　これで良し。後は戻るだけだ。

　二人は頷きあって、今し方通ってきた道を駆け戻った。

　点々と倒れている鼠の死体、固まって粘つきだしたどす黒い死体を避けながらだ。

　ここで誤って躓つまずいて転げてしまったのでは目も当てられない。

　徐々に戦闘音が近づいてくる。殴打。少年少女の気合。鼠の悲鳴。

「まだ、大丈夫みたいですね……！」

「間に合って良かったねえ！」

　白兎猟兵と頷きあって、女神官は目を細めた。

　もう少しの距離だ。裾すそをからげて走りながら、女神官は喜びに弾はずんだ声を張り上げる。


「戻りましたー……っ!!」



　その時だった。

　ひょうと、背筋の凍り付くような白く冷たい風が吹き抜けたのは。
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「え──……？」



　女神官はまつげについた霜しもを払うように瞬きを繰り返した。

　隣で白兎猟兵が何かを言っている。遠くでは新米戦士と見習聖女の声が響いている。

　だがそれら全すべてはきぃんと甲高い耳鳴りにも似た風の音にかき消された。

　彼女は今、吹雪ふぶきのまっただ中に放り出されていた。

　寒いと思って肩をかき抱くと、柔らかな感触。素肌に指先が触れている。

「えっ？　あっ……や……っ!?」

　──わたし、裸だ……ッ!?

　一糸纏わぬ裸身をさらしていることに気が付き、彼女は羞恥しゅうちに頰を染めながらうずくまった。

　寒く、恥ずかしく、顔が熱く、体が骨の髄から冷え切ってぶるぶると震えた。

　吹き付ける雪風は痛みさえ感じるほどで、彼女の瞳ひとみからは涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

　首筋がちりちりとする。女神官は手探りに錫杖を探し、摑つかみ取って何とか体を支えた。

　立ち上がって歩き出そうとすれば、風は彼女の細い体を襲い、右に左にと大きく揺さぶる。

　とても動けない。どうすれば良いのかわからなくなって、女神官はまたぐずぐずと泣いた。

「おい」

　ひどく低く冷たい声が聞こえたのは、彼女の精神が混乱の極みに至った直後だ。

　何度も瞬きを繰り返し、白く霞かすんだ視界の向こうへと目を凝らす。

「あ……！」

　女神官は、ぱぁっと太陽の光を受けた花がほころぶように顔を輝かせた。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶと。腕には小振りな円盾。腰には中途半端ちゅうとはんぱな長さの剣。

　間違いない──間違いない……！

「ゴブリンスレイヤーさん……！」

　首筋がちりちりとするのもかまわず、女神官は立ち上がって駆け出した。

　風はやはり甲高く、きぃんと唸っていて、他の音が聞こえない。

「ああ。無事か」

　なのに不思議と彼の低い声は耳に届いた。

　乱暴な手つきで腕が伸ばされて、素肌に無骨な革籠手かわごての感触が当たる。

　頭を撫でてくれ、女神官はその心地よさに目を細めた。首筋の痛みなど忘れてしまいそうだ。

「は、はいっ……。でも、どうして……？」

　女神官は上目遣うわめづかいに彼の鉄兜を窺うかがいながら、囁ささやくように問うた。

　相変わらず、表情はわからない。ただ兜の庇の奥に、爛々らんらんと燃えるような赤い瞳が見えた。

　彼女は髪を手櫛てぐしで梳すくようにして首筋に手を当てた。ちりちりと産毛が逆立っている。

　ふと、女神官はすん、と鼻を鳴らした。嗅いだことのない血の臭においが漂っている気がした。

「あ、あの、もしかして怪我けがをされていますか……？」

「いや」と彼は首を横に振る。「だが、後で奇跡でもかけてくれれば良い」

　女神官は唾つばを飲んだ。首筋にかかる髪の毛を払い、錫杖を握りしめる。

「それに、ゴブリンは……？」

「ゴブリン？」

　彼は奇妙な言葉を聞いたというように立ち止まり、緩ゆるく首を左右に振った。

「そんな事より、お前が心配だった」

　そう彼は静かに言って、女神官の首筋にそっと手を触れた。

　革の籠手は冷え切った氷のように鋭くて、彼女はびくりと身を竦すくめた。

「頼みがある。銀の矢を渡してくれ」

「あ、はい。えっと、銀の矢ですね？」

　わかりました。女神官は頷いた。彼も頷いてくれた。嬉しそうな仕草だった。

　女神官は微笑んだ。勇気を持って薄い胸にいっぱいの空気を吸い込み、そして言った。

「《いと慈悲深き地母神よ、どうかこの者の傷に、御手をお触れください》！」
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　吹雪をかき消したのは、ぎゃっという焼け火箸を押し当てられたような濁にごった悲鳴だった。

「ア、イ……エェエェェエェェエエェエエェッ!?」

　女神官は不意に蘇よみがえってきた洞窟のただ中で、身悶みもだえる氷の魔女を無表情に見やり、息を吐く。

　──幻覚、いえ、魅了の類たぐいですか。

　吸血鬼が持つという、特異な能力のひとつ。

　首筋に未いまだ残る冷たく鋭い感触に、彼女はぶるりと身を震わせた。

　もしもあのまま身を任せていたらどうなっていただろう。それは怖気おぞけを震う想像だった。

　咄嗟とっさに怪物辞典モンスターマニュアルの記述を思い出さねば、さてどうなっていたか。

　どうりで──彼が自分の望むように振る舞ったわけだった。

　心配して、ほめて、頭を撫でてくれて。


　もちろん常つね日頃ひごろから、彼なりに不器用に気遣ってくれている事ではあるけれど──……。



「でも、そうじゃないんですよね」

　──あの人、ほんとに仕方のない人ですから。

　薄い胸の内へ大事に抱えたその思いに、女神官は苦笑いを浮かべた。

　だから、淡い期待と共に癒やしの奇跡を嘆願したのだ。

　万が一あれが本当に彼だったとしても、何の差し障りのない、癒やしの奇跡を。

　そう、呪われし祈らぬ者ノンプレイヤー、亡者となった者に、神の奇跡は猛毒にも等しい。

　──まったく、本当に久方ぶりの《小癒ヒール》がこれですか。

　女神官は僅わずかな不満を滲にじませながら、横へ転げるようにして射線をあける。

「氷の魔女！」

　張り上げたその声は、あの小さな白い兎のものと思えないほどの強さで洞窟へ響きわたった。

　女神官が退いたそこに立った白兎猟兵は、その小さな手に、やはり小さな石弓を構えている。

　ぎりりと巻き上げられた弦つるに番えられたのは、闇の中でも輝く、雫しずくを帯びた白銀の矢。

　濡ぬれた鏃やじりに宿るその光を認めた氷の魔女は、呪い殺さんとばかりに気を吐いた。

「貴様ぁああぁっ!!」

「兎庄うさぎしょうが一の矢だ！」

　びぃんというその音は、弦楽器の音色ねいろにも似て美しかった。

　寒々とした空気を切り裂いて飛んだ矢は、己おのれが作られた役目を果たさんとする。

　真っ直ぐに氷の魔女へ突き刺さった鋭い鏃は、呪われた血肉を沸騰ふっとうさせ、その心臓を貫いた。


「──────」



　今度は、声も上がらなかった──いや、只人の耳には聞こえぬほどの甲高い悲鳴。

　氷の魔女はもがき苦しみながら、その胸から生はえた矢を抜こうと必死に手を伸ばした。
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　しかし手指は矢に触れた端から焼やけ焦こげ、炭となり、ぼろぼろと崩れていく。

　もはやこれまで。

　断末魔だんまつまの苦しみに悶えながらも、氷の魔女は殺意を漲みなぎらせ、ただ一人を睨みつけた。

　神官衣の汚れをはたきながら立ち上がり、錫杖を手にこちらへ身構える女神官。

　やはりあの小娘が要だった。

　殺してやる、殺してやる、殺してやる！

　それは単純明快な応報の意志。もはや喉まで焼けた氷の魔女に残された手段は瞳だけ。


　女神官を映し出す赤く血走った瞳に亀裂が走り、光輝き、そして──……。



「《裁きの司つかさ、つるぎの君、天秤の者よ、諸力しょりょくを示し候さぶらえ》!!」

　神鳴る奇跡が、ばちを当てた。

　振りかざされた天秤剣。全身を鼠の血で汚し、幼なじみの肩を借りて立つ少女。

　鼠どもを追い散らした彼女たちは、後方の異変に気づいていたのだ。

　友のため、法のため、秩序のため、白兎たちの暮らすこの美しき山々のため。

　強いまなざしでおぞましき吸血鬼を見据える彼女に応え、至高神しこうしんの剣が振り下ろされたのだ。

　大気を沸騰させる白熱した雷電は、超自然的に軌道を変化させて、白銀の矢へと降り立つ。


「──────！？！？！？！？」



　今度こそ氷の魔女は声もなく滅び去った。

　不気味に痙攣けいれんして死の舞踏を踏みながら、瞬き一つ二つの時間で肉体を焼き尽くされたのだ。

　最後に残された赤い瞳から噴き出した体液が、女神官の髪一筋と頰をかすめて壁に穴を穿うがつ。

　だが、それだけだ。

　洞窟の床に積もった灰の山は、吹き抜ける雪風によって散り、あっという間に消え失せた。

　役目を果たした銀の矢も、見る間に錆が浮き出し、ぼろぼろに朽くち果ててしまった。

　もはや氷の魔女と呼ばれた吸血鬼の痕跡は、女神官の頰に走る赤い血の筋のみ。

　それが、最期さいごだった。
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　雷の轟音ごうおんは、激しい戦いのさなかにある大広間にも轟とどろき渡っていた。

　無勢ぶぜいに多勢なれども、統制のとれていない巨人たちはそれをどう受け取っただろう。

　足下を這はい回り痛烈な一撃を加えてくる一騎いっき当千とうせんの冒険者どもは、さながら毒虫だ。

「鉱人！　そっち行くわよ！」

「わぁっとるわ！　つーても、大男総身に何とやらだの……！」

「とはいえ、巨大というのはそれだけで一つの進化の頂点でありますからな！」

　油断は禁物。それは三人ともが理解している事だった。

　あの子──女神官と、三人の少年少女たち。彼らが事を成すまで一兵たりとて逃すまい。

　油断などする余裕はないのだ。彼らは弓を、斧を、爪爪牙尾を縦横無尽に振るい駆け回る。

　顔や目に小さな矢が飛び込んでくるし、足指は断たれるし、脛をしたたかに打ち据えられる。

　これはもうたまったものではない。

　ぎゃあっと巨人たちは悲鳴をあげ、どたんばたんと足踏みし、腕を叩き降ろしてつんのめる。

　冒険者たちにとっては大広間も、巨人どもにとっては狭い部屋だ。混乱は収拾がつかない。

　そして、そこに雷電激震である。

　神の振るう断罪の剣は、その大音声だいおんじょうをもって広間の戦闘音を一瞬のうちに刈り取っていた。


「な、なんだぁ……？」



「今ンな、雷さまでねぇだか……？」

　巨人どもは山の高みでしか聞こえないはずの音に思わず顔を見合わせ、動きを止める。

　冒険者たちもまた肩で荒く息をしながら、武器を振るう手を止めた。

　三人の冒険者は広間の中央に集まり、鋭く言葉を交わす。

「……やったのかしら」

　妖精弓手は低い声で囁きながら、その長耳をひくひくと上下させた。

　鉱人導師は斧を両手で握り直しながら「わからんのか」と彼女を睨む。

「お前さん森人エルフだろうよ。自慢の長耳はどうしたい」

「流石さすがにあんだけ大騒ぎしてたら聞こえるものも聞こえないわよ……」

「さてもはても」と蜥蜴僧侶が愉快そうに言って、ぐるりと目玉を回して見せた。

「何があったかはともかく、結果はご覧の通り……でしょうや」

　その通りだった。

　奥に続く通路から、静まりかえった広間へ足音が届く。それは徐々に大きくなってくる。

　それは四人の冒険者の歩みに他ならない。

　全身をどす黒い血で汚し、両手に剣と棍棒をぶら下げた新米戦士。

　その隣で得意そうに胸を反そらし、誇らしげに天秤剣を構える見習聖女。

　石弓を携え、何度も何度もしきりに瞬きをくりかえしてひょこひょこ歩く白兎猟兵。

　そして一行の先頭に立ち、決然とした表情で錫杖を掲げた──顔に一筋の傷が走る女神官。

「な、なんだぁ……氷の魔女さまはどうしただ……？」

「誰でもないノーマンでねぇだか……」

「……わかんねぇ」

　巨人たちのざわめきが大きくなる。女神官はぎゅっと唇を嚙かみしめて一歩前へ出た。

　そして精一杯に胸を張り、奉納演舞の堂々たる動きでしゃんと錫杖を打ち鳴らした。

「氷の魔女は──やっつけました……！」

　その意味を巨人たちが理解するまで、一瞬の間があった。

　何が起こったのかといえば──答えは一つ。

「う、うわああああっ!?」

「もうだめだぁ！　だからオラさ言っただ、お山下りるなんてとんでもねえって！」

「今更言うこっちゃねえだよ!!」

　混乱と逃亡だ。

　巨人たちは大事な太鼓も何もかもを放り出して、一目散に洞窟の外へめがけて走りだす。

　それを冒険者たちは追撃しようかどうしようかと、一瞬顔を見合わせた。

　妖精弓手は矢を番えていたし、鉱人導師も投石紐を用意している。

「いえ……大丈夫です」

　それを押しとどめたのは、女神官の一言だった。

　彼女はどすどすと足音を立てて走り去る巨人どもの背を見送り、ほっとしたように息を吐く。

「良いの？」と、まっさきに彼女のもとへ駆け寄った妖精弓手が小首を傾かしげた。

　森人の繊細な指先が気遣うように女神官の頰に触れ、彼女はくすぐったさに目を細めた。

「あいつら、逃げちゃったけど……」

「はい」

　女神官は小さく頷き、はにかんだように微笑んだ。

「ゴブリンでは、ないですから」

　それを聞いて妖精弓手は思い切り顔をしかめ、溜息ためいきを吐つき、そしてくすりと笑った。

「……そうね、ゴブリンじゃないものね」

　その通りだった。

　戦いは終わり、氷の魔女の脅威は去り、長く続いた冬は終わる。

　兎の里は救われたのだ。

「勝利を得たならば、それ以上を望むこともありますまいよ」

　何ともいえず伽藍がらん堂どうとなった広間を見つめていた白兎猟兵に、高いところから声がかかった。

　耳を揺らして見上げた先には、巨漢の蜥蜴僧侶。彼はちろりと舌を出し、重々しく言った。

「心の臓を食らえなんだが……。猟兵殿に連なる血の強さは、確かに証明されましたぞ」

　うん、と白兎猟兵は頷いた。父は死んだ。自分は勝った。父から受け継いだ血はここにある。

　蜥蜴人リザードマンの信仰を彼は理解しなかったが、その意味するところは尊いものだと彼にはわかった。

　己に至るまでの血、その全てに価値があるのだ。

「……じゃあ、ぼくの父さんもすごかった、ってことだよねぇ」

「ってことだろ」

　新米戦士がそう言って、疲れたぁと剣と棍棒を放り出すようにして寝転がった。

「もう、だらしないわね」と見習聖女が石突で彼を小突くも、彼女も似たようなものだ。

　ぺたんと座り込んだその横に、白兎猟兵が「ぼくもお腹なかぺっこぺこですわ！」と腰を下ろす。

「干した野菜だけど、ふたりとも食べる？」

「もらう！」

「うん、私も……！」

　気が抜けたか緩んだか、水筒で口を濯すすいでから保存食にありつく少年少女たち。


　本来なら残心し警戒すべきだが──……蜥蜴僧侶はその様子を目を細めて見やり、頷いた。



「して、いかなる戦いくさ運びをなされたかな？」

　ぐいと長首を巡らせて問われた女神官は、はにかんだように薄く傷の残る頰をかいた。

「いえ、そんな。わたしは、大したことはしていなくて……皆さんのおかげなんです」

「でも！」と人参を飲み込んだ見習聖女が声をあげた。「あの《小癒》すごかったですよ！」

「え、《小癒》使ったの!?」

　途端「珍しい！」と好奇心に目を輝かせた妖精弓手が食いついた。

　長耳をぴんと逆立てて身を乗り出した彼女に、女神官はひどく趣おもむきのある表情を浮かべる。

「ええと……不本意ながら……」

　それがはたしてどういった意味の「不本意」なのかは、さておき。

　蜥蜴僧侶はわいわいと賑にぎやかに騒ぎだした彼らへ、奇怪な手つきで合掌を送った。

　ひとまずは良し。では次なる問題だ。

「して、どうですかな術師殿。件くだんの戦太鼓というのは」

「……んー、まあ、なあ。なんつーたら良いか……」

　一人離れて雪男どもが忘れた太鼓を検分していた鉱人導師が、難しい顔でその腹を撫でた。

「悪いもんじゃねえが、ちくと血に染まりすぎたな」

　元は祭器か何かであったのだろう。このような場には似つかわしくない立派な太鼓である。

　しかし巨人どものねぐらでゴミ──食われた者の死骸に埋もれていた今となっては、だ。

　魔力、魔術の類とは想おもいの影響を受けやすい。いわんや精霊に関わるものとなれば、余計に。

　冬を讃たたえるその太鼓が、何者にも囚とらわれず音色を奏かなでるのは、怨恨が消えた後のことだろう。

「兎ッ子どもの里で預かって、清めてもらうんが良かろ」

「ま、我が郷里のようにとはいきますまいか」

　蜥蜴僧侶は神妙な面持おももちで鉱人導師の横に並び、その太鼓を見やった。

　戦の折り、敵と味方の勇気ある死を願って叩かれた勇壮な音色がふと彼の脳裏のうりを過よぎる。

　戦とはかくあるべきであろう。蜥蜴僧侶は目をぐるりと回した。

「では、この太鼓を里へ持ち帰って一段落、ですかや」

「だと良いがの」と鉱人導師は、すっきりしないと言った様子でその白髭しろひげをしごいた。

「何か気がかりでも？」

「かみきり丸がおらなんだせいかもしらんが」と問われた鉱人導師は言った。

「こうも気持ちよく終わるのが珍しいせいか、どうにも落ち着かんわい」

「難儀なものですなぁ」

　蜥蜴僧侶は愉快げに目を回し、鉱人道士もまったくだと楽しげに髭をしごいた。

「なに、里に戻って祝杯でもあげれば気も変わりましょうぞ」

「おうとも」

　二人の見守る先で、何か気にかかるのか、女神官がしきりに細く白い首筋を撫でていた。
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　洞窟を出ると、風の冷たさもすっかり和やわらいで、眩まばゆい雪の照り返しが一党を出迎えた。

　女神官が思わず「わ」と目を細めると、白兎猟兵がくすくすと笑う。

「直接見ると、目ぇ痛くなっちまうんですよ。遮光器とかなくちゃあ、ね」

　言いながら毛むくじゃらの手で取り出したのは、薄く細い切れ目の入った木の板だ。

　眼鏡めがねにも似た形のそれを目にあてがって紐ひもで括くくる姿を、妖精弓手は良いなぁ、と見やる。

　光を見たせいでちかちかとするのか、彼女は目を瞬かせながら蜥蜴僧侶の巨体を小突いた。

「まぶしいのはともかく、これくらい寒いの落ち着けば、ちょっとはマシじゃない？」

「ま、先ほどまで動いておりましたからな。血は滾たぎっておりますれば」

　蜥蜴僧侶は頷いてみせながらも、大仰におどけた仕草でぶるりと身を震わせてみせた。

「しかしいかんせん、鱗うろこのみでは寒い。ここは一つ、羽毛が欲しいところですなぁ」

「よせやい、鱗の。毛むくじゃらのお前さんなんざ想像できんわ」

　横合いから鉱人導師がぐびりと酒を呷あおりながら茶々をいれる。

　彼はその火酒を蜥蜴僧侶に勧め、蜥蜴人が一口飲むと次は妖精弓手へと差し出した。

　途端、妖精弓手はその長耳をふしゃーっと逆立てて目を剝いた。

「ちょっと、やめてよ。いらないってば！」

「ったく相も変わらず子供舌だのう。ほれ、若いの。飲むかえ？」

　呼びかけられた新米戦士と見習聖女は、へろへろの状態できょとんと顔を見合わせた。

　先ほどまで鼠相手に大立ち回りをしていたのだ。汚れた顔には疲労の色が濃い。

「じゃあ……」

「……一口、いただきます」

　二人はおずおずと酒を受け取り、舐なめるように飲んで、その辛さにひいっと舌を出す。

　けれどもすぐにカッカと体が温ぬくまったのか、少年少女らの顔には薄く赤みが差し始める。

　効果は抜群。

「ありがとうございます」と酒瓶さかびんを返された鉱人導師は、妖精弓手へ意地悪く笑った。

「……なによ」

「いやな、繊細な耳長娘にはちくとばかし早かったかと思うてな」

「喧嘩けんか売ってるなら買うわよ、酒樽!!」

　むきぃっと長耳逆立てて食ってかかる妖精弓手と、それをにやにや笑って受け流す鉱人導師。

　喧々けんけん囂々ごうごう。いつもの仲間たちのやりとりに、もう慣れっこな女神官はくすくすと笑った。

　後は太鼓を運んで下山するだけ。自分たちの冒険は終わった。

　雪山を登り、雪男たちと戦い、氷の魔女の洞窟に忍び込み、銀の矢を手に入れ、滅ぼす。

　至高神が見習聖女へ下したであろう託宣ハンドアウトはこれで全まっとうされたはずだ。

　冒険は成功。万々歳だ。後は家へ帰るだけ。往きて帰るまでが冒険なれば。


　なのに──……。




　──……首筋がちりちりするのは、どうしてでしょう？



　女神官はうなじをそっと手で撫でながら、さくさくと雪を踏んで歩き出した。

　里に下りて報告をするべきだし、一度は見逃したとはいえ雪男たちの件もある。

　小さな胸のうちには奇妙な焦燥感があって、長居したいとはどうしても思えなかった。

「行きましょうか、皆さん」

　その言葉に冒険者たちは頷いて、一党は帰路についた。

　特筆すべき事柄はない。

　冬の気配が過ぎ去ったせいか、冬の生き物が飛び出してくるような気配はない。

　妖精弓手と白兎猟兵は耳を揺らして周囲に気を配っていたが、警戒する必要もないらしい。

　疲労と、戦いの後ということもあって、どこか弛緩しかんした空気が漂い始めていた。

　だらだら──というわけではないが、足取りも軽くとはいかない。

　しかし女神官たちはお喋しゃべりし、景色を楽しみ、雪の白さと空の青さに目を奪われた。

　断崖のように切り立った岩肌から望む谷間には、白雪がまるで湖のようにたまっている。


　飛び降りてみたい──……。



　もちろんそんな事は不可能なのだが、そう思ってしまうほど、圧倒的な世界。

　やはり山は、人の領域ではないのだ。

　おそらくはあの氷の魔女のような、化生の類の居場所でもない。

　ここは荒ぶる神の座す場なのだ。だからこそ、至高神は見習聖女に声をかけたに違いない。

　はびこった邪悪を打ち砕くために。

「……私、やれたかしら」

　ふと天秤剣を携えた彼女の小さな呟きが、女神官の耳に届いた。

　女神官は何かを言おうと振り返り、口を開きかけたが、すぐに閉じた。

　新米戦士が何事かを見習聖女に囁き、彼女が笑みを浮かべるのが見えたからだ。

　なら、それで良いのだろう。

　自分が言うべきことはない。女神官は前を向き、錫杖を突いて、軽い足取りで先へ進む。

　下山というのは登山に比べて楽かといえば、さしてそう変わるものではない。

　もちろん、気持ちは楽だ。後は降りるだけ。しかし体への負担は同じ。

　一党は途中途中で休みを取りながら、のんびりと兎人たちの里を目指した。


「────」



　その行軍が止まったのは、氷の魔女の洞窟を離れてからどれくらい経たった時だろうか。

「どうかしましたかな？」

　不意に足を止めた女神官を気遣うように、蜥蜴僧侶がぬぅっと長首を巡らせた。

　呼ばれた彼女は、しかし「いえ」とだけ呟いただけで、目線を一点から逸そらさない。

「なに？　どうしたの？」

　ひょいと横から覗き込んだ妖精弓手が、首筋を押さえた彼女の横で、同じ方向へ目を凝らす。

　急きゅう勾配こうばいの先、山裾やますそにはずいぶんと前に人が消え失せた集落が縮こまるように遺のこっていた。

「うん？」と首をひねる妖精弓手だが、次の瞬間に彼女は「あっ」と目を見開いた。

　煙だ。

　村から、煙が上がっている。

「……戦かの？」

「でしょうや」

　いぶかしむ鉱人導師に、迷いなく蜥蜴僧侶が首を上下に揺らす。

「血肉の匂い、闘争の香り。さてもはても、問題は何者が、といったところか」

「といっても廃村でしょ？　そんなとこで火をつけてって……」

　野盗の類でもいたのか、どうなのか。関係ないことと別に無視しても誰も咎とがめまい。

　だがしかし、女神官は強い悪寒に襲われてぶるりと身を震わせた。

　首筋を得体の知れぬものに舐めあげられたように、背筋から凍いてつくようなおぞましさ。


「────ゴブリン……？」



　それはまるで、託宣ハンドアウトのような直感インスピレーションだった。

　新米戦士と見習聖女は顔を見合わせた。白兎猟兵はきょとんと首を傾げている。

　しかし、他の者は違った。

「……あー、もー、そんな気がしたのよね」

　妖精弓手は顔を覆って天を振り仰あおいだ。あの男と行動を共にして以来、そればかり！

　天の指し手も意地が悪い。鉱人導師は妖精弓手がひゃんと鳴くのも構わず、その尻しりを叩いた。

「文句言うとる場合か。考えるべきはどうするかだろが、え？」

「わ、わかってるわよう！」

「とはいえ、往くか戻るか、選択肢は二つでしょうや」

　唇をとがらせて文句を言う妖精弓手をなだめつつ、蜥蜴僧侶が重々しく言った。

　彼は首を巡らせて女神官を見ると、心底愉快と言わんばかりにその目を回す。

「いかに？」

「行きます」と女神官は迷いなく言った。

　そして唇をぎゅっと嚙みしめると、じぃっと村の様子を睨みながら鋭く口を開いた。

「どう、見ますか？」

「さて」と蜥蜴僧侶は獰猛どうもうに牙を剝いて笑った。幾度もあの男に聞かされた問いかけだった。

　──まだまだ卵の殻が尾の先についているとはいえ。

「敵が小鬼とすれば、太鼓を持って行ってやる必要はありますまい。後は行軍時間かと」

「……ですね」

　そうだ。問題は二つ。太鼓。里にも危険を知らせるべきだ。そして行軍時間。

　あの人ならどうするだろう。

　女神官は考える。いつでも手はある。どんな時でも。

　あの人はそう言っていた。なら、今この時もあるはずだ。そうでなくちゃいけない。

「……術はまだ残っていますよね」

「おう」と鉱人導師が太鼓腹を叩いて、自慢するように言った。「あとなんぼかな」

「それなら……」


　どうする？　荷物、装備、呪文じゅもん、状況、それを考えて──……。



「な、なあ、俺たちはどうすれば良い……？」

　女神官の思考に割り込んだのは、遠慮がちな新米戦士の声だった。

　疲れを隠せぬ様子ながら立ち上がった彼は、真っ直ぐにこちらの方を向いている。

　ぎらぎらとした瞳は、俺はまだやれると雄弁に物語っていた。

「里の方へ急いでください」

　だから女神官は、はっきりと言った。小鬼は自分たちが相手をするのだと。

　新米戦士はそれを自分たちへの配慮と受け取ったのだろうか、精一杯に胸を張った。

「ま、まだやれるぜ。……ああ、ぜんぜん余裕だ！」

「まだやれるは、『もう危ない』ですよ」

　だが、そんな虚勢には女神官は絆ほだされなかった。

　いつも、いつでも、彼が繰り返し言っていたではないか。

「無理や無茶をして勝てるならともかく、それで勝てるなら苦労はしないんです」

　緊張する。頭の中がぐるぐるしている。声が上擦うわずる。深呼吸をして冷たい空気を吸い込む。

「それに、以前の訓練所の件があります。兎人の里が襲われていたら大変ですから……」

「……伝えに行かないと、なわけですね」

　己の里とも無縁ではないと理解したのだろう。白兎猟兵は緊張の面持ちで頷いた。

「任せてくださいな。太鼓もちゃんと運ぶし、里にもきちんと伝えますから、ぼく」

「お願いします」

　女神官がぺこりと頭を下げると、見習聖女が「決まりね」と、ふっと息を漏らした。

「ほら、さっさと下山しましょ。こうなったら時間が惜しいわ」

「けどよぉ」と新米戦士は情けない声をあげた。

「牧場の時も、訓練所の時も、結局俺、ど真ん中で戦えてないじゃん」

「はははははは、悔しければより長く歩けるようになるべきですなぁ」

　蜥蜴僧侶がしたり顔で言って、ばしりと力強く新米戦士の背を叩いた。

　痛ぇ！　と悲鳴が上がる。

「長く歩ける兵卒ほど強いものはありませぬでな。なあ、術師殿」

「おうよ。鉱人の兵士なら、朝から晩まで戦っとってもバテんわい」

「お腹が空すかなきゃでしょ」

　妖精弓手が半目で突っ込むと「おうとも」と鉱人導師は悪びれることなく胸を張る。

　酒と食事さえあれば何日だって戦える。それは鉱人の誇りの一つだ。

　それがわかっているのか妖精弓手はそれ以上言わず、にこりと涼やかに笑ってみせた。

「そういうわけだから、役割分担。こっちは私たちに任せなさいな」

　どーせ黒幕もいるわよ。新米戦士はそう言われて、渋々といった様子ながらも頷いた。

　これで終わりではないのだ。ここで全員斃たおれては、どうにもならない。

「わかった。……わかったよ。戻って、伝えて、待って、それから全員で帰る」

「ええ、良い子ね」

　妖精弓手はくすりと声を漏らし、典雅てんがな仕草で片目を瞑つむってみせた。

　どきりと顔を赤らめた少年のわき腹を、見習聖女が力強く肘で打つ。

「ぎゃっ」と悲鳴があがったのを無視して、見習聖女はぺこりと頭を下げた。

「じゃあ、また後で……！」

　女神官とて、その言葉に秘められた思いに気づかぬわけがない。

　彼女は頷き、握りしめた錫杖を静かに揺らして応じた。

「ええ。また後で」

　年若い三人の若者たちは各々の顔を見て頷き、魔法の太鼓を抱えて歩き出した。

　その足取りは確固たるもので、下山の道行きに心配はないだろうと思える。

「なら、問題はあと一つ……ですね」

　女神官は静かに呟いて、立ち去る少年たちの背から視線を切った。

　村から立ち上る煙は、さらに数と勢いを増している。火事か。火攻めか。

　のっぴきならない事態であることは間違いない。


　そしてもし、あそこにあの人がいるのならば──……。



「……」

　女神官は、拳こぶしをぎゅっと握りしめて、その薄い胸元むなもとにあてがった。

「でも、どうするの？」と妖精弓手が、弓の弦を張り直しながら言う。「遠いわよ、あそこ」

「えっちらおっちら下山しとったら、間に合わんな」

　鉱人が思慮深く顔をしかめ、酒瓶の中身を呷りながら言った。

「着いた頃にゃ、戦いは終わっちまっとるぞ」

「なにか手がありますかな、神官殿」

　蜥蜴僧侶の言葉は、本当に楽しそうにうきうきとしていた。

　女神官は苦く笑って首を横に振り、息を吸い込んで、吐いた。

　大丈夫。大丈夫のはず。あの人ならきっとこうする。だから、間違ってはいない。

　呪文、装備、状況、全部考えた。これ以外にはない──はずだ。

　いや、あったとしても、今思いつく最善手はこれだ。

　そして後でもっと良い手を思いついても意味がない。

　だから彼女は、力強く、はっきりと言った。

「──手は、あります」
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　そのゴブリンは、特に何か理由があって井戸に寄ったわけではなかった。

　確かに喉のどは渇いていた。だけれど一番は、あの威張り散らすオーガがイヤになっていたのだ。

　ちょっとばかし強いからといって、顎あごで指図さしずされたのではたまらない。

　結局仕事はこちらに丸投げではないか。楽しいこともない。面倒くさいばかり。

　他ほかの奴やつらが馬鹿ばかまじめに働いているのだから、自分はちょっと休んでも良いだろう。

　なに、陰でくつろいで、愚痴だの毒だの吐くくらい、皆やっていることだ。


　そう悪いことではないだろう──……。



　だから彼は手繰たぐった井戸の釣瓶つるべがやたら重くても、神々を呪う以上に原因を考えなかった。

「!?」

　ぬっと井戸から伸びた腕が喉に絡からまり、ごきりと鈍い音がして意識が暗闇くらやみに落ちても、だ。

　彼は死の間際まぎわまで、自分のせいとは思うまい。

　ゴブリンの死体はそのまま井戸に引きずり込まれ、静かな水音と共に水中へと沈む。

　真横へ落ちた軀むくろに牛飼娘は「ひっ」と声を漏もらしたが、彼は周囲を観察することに専念した。

　彼──ゴブリンスレイヤーは。

「良いぞ。上がれ」

　井戸から這はい出でた彼は水滴を垂らしながら、静まりかえった周囲を確認した。

　低い声で呼ばれた牛飼娘は小さく頷うなずき、おずおずと綱を取って壁を登り始める。

　楔くさびがあるとはいえ井戸の内壁は滑りやすく、また恐怖と緊張で体は強張こわばって仕方ない。

　あと少しのところで動けなくなった彼女の手を、革籠手かわごてが摑つかみ、ぐいと強引ごういんに引き上げた。


「ぁ…………ありがと」



「ああ」

　彼はそれ以上言わず、身を低くして素早く歩き出した。

　言葉はなかったが、身振りで付いてくるよう指示しているのがわかり、牛飼娘も彼に続いた。

　もとより離ればなれになるなどとは考えてもいなかったのだろう。彼女は従順だった。

　さほど遠くないが、さりとて近くもない村の中からは、威勢の良い怒号が響いてくる。

　あの怪物がゴブリンどもを率いて喚いているのは明白だ。あまり時間がなかった。

　牛飼娘は、彼が音から離れる方向へ進むので、ほんの僅わずかに逃げるのだと期待した。

　もちろん、それは裏切られることがわかっていた期待だ。

　彼はゴブリンを生かして帰す気はない。つい先ほど、確かにそう言ったではないか。


「…………池……？」



「そうだ」

　やがて辿たどり着いたのは、先立っても訪れた、あの凍り付いた池だった。

　彼はその場にしゃがみ込み、自身のナイフを抜いて逆手さかてに握り、がつりと湖面に振り下ろす。

　牛飼娘はどうすれば良いのかわからず、彼の隣にぺたりと尻しりもちをついて座り込んだ。

　濡ぬれた体が──指輪のおかげで冷えてはいないはずなのに──ぶるりと震える。

　──そうだ。体、拭ふかないと。

　先だって彼が言った言葉が脳裏のうりに蘇よみがえる。凍傷になる。

　かといってこの場で服を脱ぐには羞恥心しゅうちしんがあり、彼女は服の裾すそや何かをできるだけ絞った。

　水がしたたり落ちる。服が肌に張り付いて気持ちが悪く、湿った髪がひどく重い。

「……大丈夫？」

「なにがだ」

「体、拭かなくても」

　ああ。と彼は何か考えごとをしているかのように返事をし、ゆるく首を横に振った。

「すぐに温まる。俺おれは良い」と言ってから、彼は短く付け足した。「すぐにな」

「そう……？」

　彼の言葉の意図は、よくわからない事の方が多い。

　牛飼娘は膝ひざを抱えて丸くなると、寒さを追い払うように小刻みに体を揺らした。

　いや、寒さ……というより、それは恐怖に対しての行動だったのかもしれない。

　濡れた衣服を通して、ほんの僅かに伝わる自分の体の温かさ。

　だけれどそれは安心のより所とするには、あまりにもか細くて頼りない。

「ねえ……」

　だから結局、彼女は遠慮がちに、彼の背中へと声をかけた。それしかなかった。

「なんだ」

　彼は振り返らずに手を動かし続けながら、低い声で応じた。

　牛飼娘は聞いて良いものかどうか宙に言葉を探し、やがて膝に額ひたいを埋めるようにして問うた。

「あの怪物……あなたにお兄さん、殺された、って……」

「ああ」

　牛飼娘は唾つばを飲み、「ほんと？」と小さな声で尋ねた。彼の答えは端的だった。

「覚えがない」

「じゃあ、逆恨み……か。人違い……？」

「奴らも誰だれを殺したかなぞ、覚えちゃいまい」

　牛飼娘の問いかけは、やはり僅かな期待を含んだものだった。

　彼はそれを切り捨てるように否定ひていした。

「知ったことか、だ」

　そっか。牛飼娘は短く呟つぶやいた。そうだよね。

　やがて彼は削りだした氷をさらにナイフで形を整え、それを牛飼娘の方へ放った。

「ひゃっ」

　その冷やっこさに思わず声をあげた牛飼娘へ、彼は比較的濡れていない布切れを投げ渡す。

「磨いてくれ」

「こ、これを？」

「あといくつか作る」

「う、うん。わかった……」

　その後は？　言葉をぐっと飲み込んで、牛飼娘は言われた通りの作業に取りかかった。

　彼もまた黙々と氷を削り出す作業を続けている。

　しかし、どれくらい経たってからだろうか。

　牛飼娘がいくつ目かの氷を置いた時、彼はふと顔をあげた。

「雪風が収まったな」

「そういえば……」

　牛飼娘は目を瞬またたかせ、空を見上げた。

　天を覆おおう白い雲の向こうに、やはり白い太陽が透けて見えた。

「神々の出目に、期待はしていないが……」

　好機だ。彼は短く呟いてから、牛飼娘が磨き上げたいくつかの氷を抱えて立ち上がった。

「俺は行く」と彼は短く言った。「お前は村を出ろ」

「え……」

　牛飼娘は目を瞬かせた。まとわりついた霜しもがぱりぱりと乾いた音を立てる。

「騒ぎが起こる。向こうの目はこちらへ集まる。他の巣なら逃げる個体もいるだろうが……」

　滑る氷を抱え直し、村の地形をぶつぶつと呟いた後、彼はやはり淡々と続けた。

「ありがたいことに、あの何とかという怪物がそれを許すまい。お前は脱出できるだろう」

　予想はできた言葉だった。

　今までは逃げるために走り回っていた。彼はこれから殺すために行くのだ。

　いつものように。

「……うん」

　だから牛飼娘は、抗あらがうことなく頷いた。いつもと同じように。

「じゃあ、帰って……温かいご飯、作れるようにしておかなきゃ、ね」

「ああ」

　短く応こたえて、彼はゆっくりと雪道を歩き出した。不思議と足音が聞こえない。

　牛飼娘は徐々に遠ざかる背中を、じっと見つめた。口を開いて、閉じる。

　何を言えば良いか。負担にならない言葉。がんばって？　いつもそうだ。

　聞きたいこと。言って欲しいこと。牛飼娘は逡巡しゅんじゅんした後、風にまぎれるような声で問うた。

「帰ってくるよね？」

　彼は立ち止まらなかった。黙々と歩き続けている。

　きっと聞こえなかったのだろう。なら、もう、仕方ない。

　牛飼娘はそっと目尻を擦こすり、頷き、ゆっくりと踵きびすを返した。

　急いで脱出して──どこかの村に辿り着いて、事態を伝えて、助けを呼ばないと。

　そうして小走りに歩き出したその背に、投げかけられたものがあった。

「負けるつもりはない」

　短く、低い声で、淡々とした、彼の言葉。

　そう、彼はいつだって、そうなのだ。

　──まったく、こっちの気も知らないで。

　彼女はそっと息を吐くと、緩ゆるんだ口元をきっと引き締めて、雪の中を走りだした。





§






　村の広場に陣取り、周囲に虜囚りょしゅうと手勢を侍はべらせて尚なお、オーガには不満しかなかった。

「ＧＯＲＯＧＢ！」

「ＧＧＯＢＯＧＧＧＲ!!」

　ゴブリンどもはぎゃあぎゃあと耳障りな声で笑いながら、捕虜を好き勝手に嬲なぶっている。

　目を光らせていなければやりすぎて殺してしまうのだから、小鬼どもは加減を知らない。

　今もそうだ。にたにた笑いながら刃物を振りかざしたので睨にらみつけ、黙らせる。

　──まったく、ゴブリンどもというのは雑兵ぞうひょう以上の役には立たんな。

　こちらの指示を忠実に守る気などないくせに、怒りを滲にじませると途端に媚こびへつらう。

　そして心の中では舌を出して笑っているのだろう。それがゴブリンだ。

　──まだしも犬頭コボルドどもの方が素直な分良いわ。

　内心で、獣人の一部族を罵ののしりながら、オーガは奮然とした表情で手勢を見やった。


　もっともあの鉱山住まいどもは、地上で働くにはいささか向いてはいないが──……。



　つまるところオーガはこの小鬼どもを従える他なく、それがまた実に神経を逆撫さかなでしていた。

「遅い……！　宣言した刻限は、もう間近ぞ……！」

　振り仰あおいだ先、雲で白んだ空には忌々いまいましい太陽が煌々こうこうと輝き、目を焼いてくる。

　あの御山に蠢うごめく愚鈍ぐどんな巨人と氷の魔女は何をしているのか、吹雪ふぶきが止んでいた。

　その事実がまたオーガにとっては苛立いらだたしく、彼は体重で床几しょうぎをぎしぎしと軋きしませる。

　どいつもこいつも──どいつもこいつも……！

「ＧＯＢＧＲ！　ＧＯＯＢＯＧＲ！」

「やかましい！」

　機嫌伺うかがいだろう。へこへこと頭を下げながら近づいてきた小鬼を、オーガは蹴けり飛ばした。

　そしてその小鬼が運んできた壷が足下に転がると、それを拾い上げる。

　粘土で蓋ふたをされた酒壷だ。振ると水音がして、中身が詰まっていることがわかる。

　オーガは粘土をばりばりと剝はがし、一飲みで酒壷を干した。

「まだ来んのか、冒険者は……！」

「……ＧＯＢＢＧ」

「おのれ、臆したか……」

　小鬼どもがねじくれた服従と軽蔑けいべつの目で見てくるのを無視し、オーガは空からの壷を放り投げた。

　いよいよとなれば致し方ない。件くだんの冒険者は卑怯ひきょうで臆病おくびょうな弱者だったというだけのこと。

　事を済ませ、街に攻め寄せ、見つけだし次第、想像を絶する屈辱の中で殺せば良かろう。

　身内を目の前で全員殺し、犯し、食らった後、殺してくれと懇願こんがんするまで痛めつけ、殺す。

　全身の骨を一本ずつへし折っていくというのも良い。

　助けてくれという哀れな声が、早く殺してくれという泣き言に変わるのだ。

　オーガは酒滴のついた唇をべろりと舐なめると、戦鎚せんついを摑み、ぐいと立ち上がった。

「どうやら、お前たちは見捨てられたようだなぁ」

　その声にも、磔はりつけにされた女たちの反応は鈍かった。

　あ、とか、う、とか。か細い声が口から漏れるだけで、寒さに微かすかに身を震わせるばかり。

　だが、オーガは気づいていた。

　女たちの暗くどんよりと濁にごった瞳ひとみが、微かに揺れたことを。

　所詮しょせん人というのはこの程度だ。死にたいと思って、全すべてを諦あきらめても、そんなことはない。

　オーガは鼻で笑って、戦鎚を両手で握りしめた。

「どちらから殺されたいか、それぐらいは聞いてやっても良いぞ？」

　無論、楽に殺してやるつもりなど毛頭もうとうない。女たちが目線だけを互いに交わしあう。

　早く死にたい。だが死にたくない。他の人から先に。だがそんな事は言いたくない。

「なんだ、決められんのか」

　その哀れな姿を鼻で笑い、オーガは顎でしゃくってゴブリンどもを促した。

「ＧＢＯＯＲＧ！」

「ＧＢＧ！　ＧＯＯＲＧＢ！」

　先ほどまでの不満は何どこへやら。醜悪な小鬼どもは下卑げびた顔をして女たちへと群がっていく。

　足下にまとわりつくその気配にひきつった悲鳴と「いやぁ」という声が漏れる。

「早く決めんと、そいつらに任せるぞ。あの冒険者も、貴様等の軀を見ればさぞや後悔──」

　ざ、と。短く雪を蹴散けちらすような足音がした。


「…………!?」



　ゴブリンどもは動きを止めない。だがオーガは見た。女たちも顔をぼんやりとあげた。

　黒い影だ。

　壊れ、崩れた家々の並ぶ村の廃墟から、こちらへ近づいてくる。

　無造作に、悠然と歩いてくるのは、みすぼらしい格好の冒険者だ。

　薄汚れた革鎧かわよろい、安っぽい鉄兜てつかぶと。腰には中途半端ちゅうとはんぱな剣を帯び、腕には小振りな円盾。

　──あんな手合に兄弟は殺されたのか？　それに、他に娘が一人いたとか聞いたが……。

　まあ、良い。どうせゴブリンの報告だ。当てにはならぬ。

　オーガは満足げに言って、今にも飛びかからんと唸うなる小鬼どもを掌てのひらで制した。

「よくも一人で来れたものだ。いささか刻限には遅れたが……許してやろう」

　男は何も言わなかった。ぼんやりと立っているようで、鉄兜も動かない。

　おびえているのか？　オーガは鼻を鳴らした。まあ良い。それならば、それで良い。

「我は貴様とは違う。人質を盾にすれば、貴様を殺すことは容易たやすい。だが、意味がない」

　オーガは戦鎚をゆっくりと持ち上げ、その冒険者へ、堂々たる仕草で突きつけた。

「貴様に抵抗する機会をやろう。我が兄の仇かたきとして、せいぜい華々しく死ぬが良かろう」

「何を勘違いしているのかは知らんが」

　その男は、静かに言い放った。

「死ぬのは貴様らで、殺すのスレイヤーは俺だ」

「吠ほえたな、冒険者ッ!!」

　オーガの号令一下、ゴブリンどもが奇声をあげて襲いかかる。

　ゴブリンスレイヤーは剣を抜き、渦中へ飛び込む。

　戦いが、始まった。
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「お、ぉっ!!」

「ＧＯＲＯＧＢ!?」

　ゴブリンスレイヤーの剣閃けんせんが、ゴブリンの鼻面はなづらを切り裂いて抜けた。

　どす黒い血を噴き出し顔面を押さえてのたうちまわる小鬼を蹴倒けたおし、前へ。

「ＧＯＲＯＯＯＧＢ！」


「ふん……っ！」



　続けて飛びかかってきた相手を、ゴブリンスレイヤーは左手の盾で打ち据えた。

「ＧＯＲＧＧＢ!?　ＧＯＯＯＲＧＢ!?」

　鋭い縁で両瞳を叩き潰つぶされ、ゴブリンが悲鳴をあげて仰のけ反ぞり、雪面へと転がる。

　最初の一匹も、二匹目も、生きてはいてもまともに生きていくことはできまい。


　小鬼の生にまともという言葉は、まったくそぐわないが──……。




「…………」



　ゴブリンスレイヤーは血の滴したたり落ちる両手の武具を構え、ぐるりとその場で周囲を睥睨へいげいした。

「ＧＯＲＯＯ……！」

「ＧＢＧＲ……ＧＢＢＧ！」

　ゴブリンたちが喉奥から絞り出すような声を漏らし、一歩、二歩と後ずさる。

　──ありえない事だった。

　敵は一人。こっちが大勢。おまけに後ろには威張り散らすデカブツがいる。

　なら、怯おびえるなり、やけっぱちになって突っ込むなり、そうするのが冒険者だ。

　そうじゃない冒険者はいない──だって冒険者は馬鹿だから。

　ゴブリンにとっては、自分以外の全員が間抜けで、馬鹿だ。そうじゃない奴はいない。

　だから苛立つ。だから怯える。間抜けで、馬鹿じゃないのは自分以外にいないハズなのに。

　そこにはゴブリンスレイヤーを中心にして、ぽかりと奇妙な輪ができあがりつつあった。

　ゴブリンどもの胸にあった、自分だけはこうはならないという無根拠な自信。

　勝手な思いこみが、自分だけはこうなりたくないという怯えへと僅かにすり替わる。

　勇敢で恐れを知らぬゴブリンなど、この世のどこにいるだろう。

　彼らは一方的に自分だけが得をし、勝ち誇り、相手をあざ笑えるとばかり思っている。

　そうでなくば、どうして人を襲うだろう。人から奪おうとするだろう。

「ＧＯＯＲＧＢＢ!?」

　ゴブリンスレイヤーは背後からの不意打ちを一瞥いちべつもせず、逆手に構えた剣を腹へ突き立てた。

　腹をかき回されたゴブリンが、臓物をこぼれ落としながら崩れ落ち、痛みに泣き喚く。

　そしてゴブリンスレイヤーが一歩前に動くと、ゴブリンどもも一歩後に下がった。

　雪はやんだ。風も止まった。

　廃墟と化した村を塗ぬり潰した白色は薄汚い血に染まり、もはや上書きされることはない。

「ＧＯＢＲ……」

「ＧＢＢＢＲＧ……」

　小鬼どもはこわごわと顔を見合わせた。

　話が違う。一斉に襲いかかるか？　だが誰が先に行く？

　小賢こざかしく小狡こずるい、牽制けんせいのしあい。一番得をするのは二番か三番。誰も一番にはなりたくない。


　だが──……。



「何を臆しているか、小鬼めが……！」

　そうして輪の外縁で尻込しりごみしていた一匹が、巨大な戦鎚によって悲鳴もあげず叩き潰された。

　無論、言うまでもなくオーガである。

　苛立たしげに鎚つちを振るい、こびりついた血と肉片を払った怪物は、獰猛どうもうに牙きばを剝むいた。

「露払いの役にもたたぬのなら、我の準備運動としてその腸はらわたを晒さらすが良いわ!!」

　仇を前にしての興奮、戦いくさによる血の猛たけり。オーガは目を爛々らんらんと輝かせ、小鬼どもを威圧する。

「ＧＧＯＯＲＧ!!」

「ＧＯＲ！　ＧＧＯＯＢＯＧ！」

　前後を敵に挟まれ、ゴブリンたちはたまらず喚いた。

　いよいよもって一斉にかからねば、待っているのは死だ。死ぬのはイヤだ。誰だってそうだ。


　それもこれも全部、あの冒険者のせいに違いない────……。



　そうして生まれた一瞬の隙すきを、彼は見逃さない。

「馬鹿め」

　ゴブリンスレイヤーは短く吐き捨て、盾をかち当てるようにして輪の内縁へと切り込んだ。

　体格と装備が生み出す重量差は、小鬼一匹二匹ではどうにもならない衝撃へと繫つながる。

「ＧＯＯＢＧ!?」

　受け止めきれずに転げたゴブリンを踏みつぶし、骨の二、三もへし折りながら、さらに前へ。

「ＧＲＧＧ!?　ＢＧＯ!?」

「ＧＯＯＲＯＧＯＧＯ！」

　小鬼どももこれにはたまらず、半ば味方を盾にするような形で冒険者へ襲いかかる。

　なに、どうせあいつの攻撃が当たるのは他の奴だ。その隙に殺せば良い──！

「一つ……！」

「ＧＯＯＢＧ!?」

　その通りだった。

　ゴブリンスレイヤーの剣が不幸にも一番手となった小鬼の喉を貫く。

　がぼがぼと自分の血泡で溺おぼれて息絶える同胞を嗤わらいながら、二番、三番の小鬼が飛びかかる。

「ＧＯＲ!?」

「ＧＢＢＧＲ!?」


　が──……。



　振りあげた棍棒こんぼうは背後の味方にぶち当たり、怒りに駆られたゴブリンがそいつを蹴倒す。

　振り回した段平だんびらは手近な仲間の肩を抉り、痛みに喚きながらそのゴブリンが殴りかかる。

「ふん！」

「ＧＯＯＢＯＧＲ!?」

　その間にもゴブリンスレイヤーは輪の外側へ向けて食い込んでいる。

　死体の突き刺さったままの剣を振り回し、手放して小鬼二、三匹をまとめて吹き飛ばす。

　そこへ踏み込み、空手の右でゴブリンの顔面を殴打。

　悲鳴をあげて仰け反ったところで相手の腰帯から剣を奪いとり、奥の一匹へと投擲とうてき。

「ＧＲＧＢ!?」

「二つ！」

　喉から剣を生やして崩れ落ちるゴブリン。それを足場に、ゴブリンスレイヤーはひた走る。

　踏みつけ、跳躍。高さは低く。滞空時間は短く。空中で身動きとれない時間は隙だ。

「ＧＯＯＧ!?」

「これで三つ！」

　着地と同時にゴブリンを踏みつぶし、脊髄せきずいを折る。だが終わりではない。

　すかさず押し寄せてくる小鬼ども。互いに武具をぶつけあい、罵りあい、いがみ合いながら。

　ゴブリンスレイヤーは降り立った低い姿勢のまま、素早く足払いをくれてやる。

「ＧＯＢＧＲ!?」

　手近な一匹が哀れにもつんのめって転げる──その背後にはもちろん味方がいる。

　では、どうなるか。

「ＧＲ！　ＧＯＲＯＯＧＢ!?」

「ＧＯＢＢ!?」

　踏みつぶされるに決まっている。踏みつぶした側も、体勢を崩して転げる。その後ろには？

「ＧＯＲＯＧ!?」

「ＧＯＯＢＧＧＧ!?」

　転げ、踏まれ、もがき、暴あばれ、巻き込まれて、ばたばたとさらに数匹が転げて倒れる。

　低い姿勢から飛び出したゴブリンスレイヤーは、その混乱の上を一瞬で走り抜けた。

「ＧＯＯＢ!?」

　ついでに、のたうち回るゴブリンの一匹から棍棒を拝借することも忘れない。

「ええい、小鬼どもめ……！　これだけ数がありながら、なんたる無様か！」

　何とか言う怪物が怒りを口から漏らすのを遠くに聞きながら、彼は四匹目の頭蓋を砕いた。

「ＧＯＢＢＧ!?」

　四つ。返す刀──棍棒で振り上げて次の攻撃を弾はじき、振りかぶった勢いのまま投げ打つ。

　武器をかち上げられた小鬼がよろめいた拍子に仲間へとぶち当たる。

　罵声ばせいがあがり、動きが止まる。

　ゴブリンスレイヤーはそうしたゴブリンの落とした手槍を拾い、当たるを幸いに投擲。

「ＧＯＢＢＧＲＲＧ!?」

　胸に穂先が突き立った小鬼が仲間を巻き添えにして倒れる。

　死体を押しのける一瞬、またしても動きが止まる。

　小鬼どもが落とした武器を片っ端から拾い、ゴブリンスレイヤーは四方八方へと投射する。

　全ては繰り返しだ。

　まったく、どこを見てもゴブリンばかり。適当に武器を振るうだけで死んでいく。

　平地で真正面から大軍を相手取って皆殺し。そんなことはゴブリンスレイヤーにはできない。

　だが、ゴブリンにまともな兵隊としての戦い方などできるわけもない。

　それこそ──ゴブリンロードでもいなければ！

「ＧＯＯＧＧ!?」

「これで、十二！」

　ゴブリンスレイヤーは、明らかに敵意ヘイトを制御コントロールしていた。

　同士討うち。苛立ち。怯え。怒り。ドミノ倒しのように混沌カオスが広がる。

　そうして乱れに乱れた包囲網を、ゴブリンスレイヤーは食い破る。

「冒険者ぁッ!!」

　待ちかまえているのは、あの強大な怪物だ。

　ゴブリンスレイヤーは妖精弓手エルフの放った矢の如ごとく、一直線に走りながら目を凝らした。

　数多あまたの命を奪ったであろう業物わざものの鎚。雪の照り返しを受けて鈍く輝く金属塊。

　おそらくその一撃は致命的クリティカルだ。

　いつぞやの戦いのように、一命を取り留めることは期待できまい。

　対してこちらにあるのは棍棒、円盾、雑囊ざつのうに入れてあるいくつかの装備。

　──問題ない。

　ゴブリンスレイヤーは地に伏せるような姿勢で、さらに歩調を強めた。

「死ねぇいっ!!」

　戦鎚が振り下ろされる。風を切り裂き唸りをあげ、一撃で頭蓋から背骨を砕き潰すべく。

　ゴブリンスレイヤーはその瞬間、両手を地面に叩たたきつけた。

　泥と混じって茶色く薄汚れた雪が、まるで水みず飛沫しぶきか何かのように跳ね上がる。

　それは鎚の威力によるものか、あるいは急制動によるものか。

　いずれにせよ結果は一目瞭然。

　間一髪紙一重かみひとえ、戦鎚の無骨な輝きは、ゴブリンスレイヤーの目前で地に埋まる。

　──軟やわい！

　泥濘でいねいから鎚を抜かんとオーガが力を込めた隙を突き、ゴブリンスレイヤーは跳んだ。

　妖精弓手の放った矢の如く、軌道を変えたのだ。

「ぬうぉおっ!!」

　自慢の得物を踏み台に──足蹴あしげにして、恨み骨髄の獲物が己おのれを飛び越える。

　オーガにとってはどれほどの屈辱であったろうか。

　彼はみすぼらしい装備の冒険者を迎え撃たんと両手で戦鎚を構え直す。

　だが名も知らぬ怪物の感情など、ゴブリンスレイヤーは興味もない。当たり前だ。

　着地と同時に地面を転がって衝撃を殺し、立ち上がって、前へ。

　彼が目標としていたのは、この怪物でも──ゴブリンですらなかったのだから。

「ぁ……」

「生きているな」

　か細い声。ゴブリンスレイヤーは短く応えた。磔にされた虜囚の娘は、目を瞬かせた。

　背後からはゴブリンどもとオーガの唸り声が響きわたる。時間は僅かにさえない。

　その数少ない余裕を、ゴブリンスレイヤーは一言告げることに費やした。

「痛むが、これで終いだ」

「……ぃ」

　娘が力なく頷く。ゴブリンスレイヤーは残酷なほど機械的に、娘を磔台から引き剝がす。


「ぅ、ぁ……ッ!?」



　打ち付けられた楔が肉を裂く痛みに、娘は身悶みもだえた。ゴブリンスレイヤーは彼女を肩に担かつぐ。

　もう一人。そちらへ向かう直前、ゴブリンスレイヤーは横っ飛びに雪面を転げた。

「貴様ァッ!!　虜の娘如きに構いおって、ずいぶんと余裕があるらしいなぁっ!!」

「そうでもない」

　戦鎚を叩きつけ、視線だけで……獰猛な笑みだけで人を殺せそうな有様ありさまで、吼ほえるオーガ。

　ゴブリンスレイヤーは低い声とともに、雑囊の中に突っ込んでいた手を振り抜いた。

「があぁっ!?」

　パンと乾いた音がしてオーガの顔面で礫つぶてが弾け、赤い粉末が雪のように舞い散る。

　途端にオーガは悲鳴をあげ、顔面を押さえて仰け反った。

　卵の殻に香辛料の粉末を封じた目潰めつぶし。どんな怪物とて、目鼻に口があれば狙ねらえるものだ。

「このような、餓鬼の悪戯いたずらでは……ないかァッ!!」

　侮あなどられている。嘲あざけられている。まるでゴブリンが弱者へそうするように。

　オーガの視界は比喩も含めて赤く染まり、戦鎚が力任せに振り回された。

「ＧＯＲＯＯＧＢ!?」

「ＧＯＢ!?　ＧＯＧＲ!?」

　肉を叩き潰す感触。だがそれは、ゴブリンスレイヤーに身代わりとされたゴブリンのものだ。

　盾でゴブリンどもをオーガへ押し付けたゴブリンスレイヤーは、そのまま次の虜囚へと走る。

　流石さすがに既に一人を担いでいる状態であるから、速度という意味では比べるべくもない。

　だが、既にここは輪の外。そして苛立たしげに声をあげ、武器を振るうオーガの側だ。

　ゴブリンどもが遠巻きに見守るしかない状況を、ゴブリンスレイヤーは大いに活用した。

「行くぞ」

「……ぁ、ぃ」

　次の娘は気丈にもそう応え、強引に引き剝がされる痛みにも唇を嚙かんで耐え抜いた。

　これで虜囚は解放した。ゴブリンスレイヤーは二人を樽たるのように肩へ担ぎ、敵を見やる。

　もはや動きは鈍い。片手はふさがった。武器は振るえない。戦いとなれば負けるだろう。

　助ける必要などなかった。見捨てても良かった。だが彼はそんな事を考えもしなかった。

　やるかやらないかならば、やる。それは、彼が最初に教わったことの一つだ。

「愚かな、冒険者だ。……そうして死ぬつもりというわけか」

　ようやく目に入った目潰しを払い落とせたオーガが、鮫さめのように口元を歪ゆがめた。

　只人ヒュームというのは愚かだ。ゴブリンどもはそう言うが、確かにそうだ。

　自分の心情か世間の評価かは知らぬが、そんなものを気にして人質を助けようとする。

　悪ぶって人質を見捨てる輩もいるが──そんな手合いは、いずれ秩序から排斥されるだけだ。

　この冒険者がどちらであるかは、オーガの目にも明らかだった。

　そうしてそういった手合いを絶望の淵へ沈めるのが、祈らぬ者どもの無上の喜びなのだ。


「良かろう。望み通り、娘の前で殺してやる。残念だったな、救い手が愚かで──……」



　オーガはゆっくりと歩を進めてくる。ゴブリンスレイヤーは応えなかった。

　ただ天を見上げていた。雲で白んだ空の向こうに、燦々さんさんと輝く太陽を見ていた。

　天頂を越えつつある。この季節でも、もっとも太陽の光が強くなる頃合ころあいだ。

　──その時を待っていた。

「ＧＧＢＢＯＯＲ!?」

　ゴブリンの一匹が、戸惑ったように声をあげた。つられて何匹かが空を振り仰いだ。

　煙だ。煙が立ち上っている。熱が風に乗ってやってくる。赤い舌が天を舐めている。

　火だ。炎だ。

「ＧＲＯＧ!?」

「ＧＧＯＯＢＯＲ!?」


「な……っ！」



　オーガは絶句した。村のそこかしこで火の手が上がっていた。

　火の不始末について責任を押し付け合うゴブリンを無視し、オーガの手中で鎚の柄が軋む。

　──彼奴きゃつに、他の手勢がいたのか!?

　目を剝いて睨みつけるオーガへ、ゴブリンスレイヤーは吐き捨てるように言い放った。

「誰が貴様らとまともに戦ってなぞやるものか」

　風に乗った煙は、既にこの村の広場を包み込みはじめていた。

　薄い墨を垂れ流したような煙を前にすれば、闇やみを見通せる瞳も遮さえぎられる。

　それは熱を感じ取るものだ。炎の熱がこもった煙で遮られれば……意味を成さない。

　オーガは知る由よしもないだろう。

　ゴブリンスレイヤーが削りだし、牛飼娘が磨いた氷が、村のそこかしこに仕込まれたことを。

　自分が陣を張って彼を待ち受けている間に、淡々と罠わなを張り巡らせていたことを。

　氷を通して集中した光は、火を点けるのに十分足りるほどの熱を持つことを。

　たとえ雪中でも、乾いた家々の材木や、雪下の枝は──よく燃えるということを。

　この男が、ゴブリンの闇を見通す瞳を遮る方法を、熟知しているということを。

「お前が何という怪物なのかは知らんが」

　ゴブリンどもが混乱と恐怖で喚きだし、オーガは怒りに震える拳こぶしで戦鎚を握りしめる。

　立ちこめる煙。舞い散る粉塵、火の粉。

　それに紛まぎれて消える間際、その冒険者は淡々と宣言した。

　何一つ平素と変わらない、低く無機質な声で。

「ゴブリンどもは、皆殺しだ」





§






　煙渦巻き炎がどす黒く踊る中を、ゴブリンスレイヤーは娘たちを担いでひた走った。

「ＧＯＯＲＧＢ！」

「ＧＢ！　ＧＯＲ！」

　周囲からは醜悪な小鬼の叫びが響く。暗視を持っていようと、熱煙の奥は見通せまい。

　それはオーガも同じようで、怒り狂った声とともに周囲の廃墟を打ち砕く音が轟とどろく。

　その度たびに肩へ担がれた娘たちの身がびくりと強張るが、ゴブリンスレイヤーは無視した。

　一秒でも一瞬でも時が大事だ。ただでさえ数では不利だ。優位を手放す意味がない。

　ゴブリンスレイヤーは一瞬娘の体から手を離し、雑囊をまさぐった。

　詰め込んでおいた小石、鋭く尖とがらせたそれを摑み取って後方へとばら撒まく。

「ＧＯＯＲＧＢ!?」

「ＧＧＢＢ!?」

　たちまち追いかけていた──見つかったわけではないが──小鬼たちの悲鳴があがる。

　足を傷つけられれば移動速度が下がる。そうすれば炎の中、逃げ延びる事は難しい。

　──何匹かはこれで死ぬ。

　続けて手元の小石をあらぬ方向へと投げる。礫が金物にぶつかり、派手に弾ける。

「ＧＧＯＯＢＲ！」

「ＧＯＲＢ！　ＧＧＢＲＯ！」

　ゴブリンどもが数匹、声をあげて走っていく音が聞こえた。

　ゴブリンスレイヤーは、そこへすかさず短剣を投げ打つ。

「ＧＯＯＢＲＧ!?」

　悲鳴。恐らくは喉に刃が突き刺さったのだろう。その高さを彼は熟知している。

　相手が見えぬ状況で戦うのは慣れている。だが、ゴブリンはそうではない。

　ゴブリンどもはいつだって、自分たちがそんな目にあうとは思いもよらないものだ。

　──相手の優位を削らない理由はない。

　ゴブリンスレイヤーはそう判断し、その結果に満足した。

　そしてゴブリンどもが勝手に混乱して騒いでいる間に、目をつけておいた井戸へ飛びついた。

「今からこの中へ沈める」

「……ぇ」

　怯えた声。問題ないと小鬼殺しは低く言い、包帯を巻いた彼女らの手へ指輪を滑り込ませた。

「息はできる。見つかりもすまい。静かになるまで、そこで隠れて、待て」

「……ぁ、……ぃ」

　こくりと頷くのを認め、彼は彼女たちを井戸桶に座らせるようにして釣瓶を落とした。

　どぶんと重たいものが水に沈む音が一つ、二つ。

　周囲のゴブリンどもはそれどころではない。気づかなかったろう。

　──これで良い。

　幼馴染おさななじみが誰かへ知らせれば、冒険者たちがやってくる。

　この状況だ。生存者を探さないほど愚かな手合いが派遣されるわけもない。


　そうすれば、仮に己が死んでもあの娘たちは助かる──……。




「…………む」



　そこまで考えて、ゴブリンスレイヤーは低く唸った。

　自分が死ぬ。それは想定してしかるべき事だし、今更言うまでもない事だ。

　だがしかし、ふと、牛飼娘や女神官、受付嬢、仲間たちや友人たちの顔が思い浮かんだ。

　悲しむだろうか。恐らくは。他の者たちも。けれど、冒険者が死ぬのはいつものことだ。

　きっと酒を飲み、騒ぎ、笑い、そしていずれは普段の日常へ戻っていくのだろうと思えた。

　上等だ。彼は呟いた。これ以上は望むべくもない。冒険者として扱われるなどとは！

「が、今日ではあるまい」

　ゴブリンスレイヤーは幸福な想像を放り投げ、すみやかに現実へ立ち向かった。

　死そのものは受け入れるべきだが、死ぬつもりはなかった。これは大きな違いだ。

「さて……」

　自分の武器、装備を検あらため、頭にたたき込んだ村の地形と現在位置を考える。

「ＧＧＢＯＲＢ！」

「ＧＯＲＯＯＯＢＧ！」

　叫ぶゴブリンの声は四方から。あまり意味はない。だがオーガが上げる罵り声は聞こえる。

「臆したか冒険者！　小癪こしゃくな手を使いおって……兄者相手にもそうせねば勝てぬ弱兵が!!」

「そうとも」

　兄が誰だか知らないが、自分がそうしない理由はなかったので、きっとそうだろうと思った。

　ゴブリンスレイヤーは足下の溶けかけた雪と泥を摑み取どり、罵声の飛ぶ方へと投じた。

　びしゃりと水の跳ねる音を、オーガの怒髪どはつ天てんを衝ついた声が塗り潰して轟く。

「そぉこかァッ!!」

「そうとも」

　繰り返しそう呟き、ゴブリンスレイヤーは踵を返して逃げるように走りだした。

　走る、走る、走る、走る。煙を切り裂く剣のように、一点を目指して。

　小鬼ども──あの何とかという怪物すら、村の地形を把握していない事は明白だった。

　──やはり間抜けだ。

　怪物どもは標的がどこを目指しているのかもわからぬまま、引きずられるように追い立てる。

　ほどなくして、ざっと急に煙が晴れた。

　立ちこめるほどの狭さがない、広い場所へと突き抜けたのだろう。

　オーガは煙にむせぶ視界を払うように瞬きをし、ずんと大きく地面を揺らして一歩前へ出る。

　はたして、その冒険者はそこにいた。

　薄汚れた革鎧、安っぽい鉄兜、中途半端な剣を持ち、腕には小振りな円盾。

　駆け出しの冒険者ですらもう少しましな装備をしているだろう、見窄みすぼらしい男だった。

「女どもはどうした、冒険者！」

　ゴブリンスレイヤーは答えず、ゆっくりと間合いを計るように摺り足で後ずさった。

　オーガはその姿を怯えと受け取ったのか、食い殺す相手を見つけたようににたりと嗤う。

「重荷になったから捨てたと見える！　なんたる無様なことか！」

　兜の中でゴブリンスレイヤーは低く唸った。オーガの後からゴブリンどもが湧わき出してくる。

　思った以上に数が多い。火と煙の中、上司に潰されながら、小賢しく生き延びたのだろう。

　だからゴブリンスレイヤーは、もう一歩下がった。オーガが距離を詰め、ゴブリンが続く。

「ＧＯＯＢＯＲＧ！」

「ＧＧＢＲＧ！」

　小鬼どもは顔を見合わせ、ひそひそと囁ささやきあうように忍び笑う。

　もはやあの冒険者は死に体だ。どうにでもなる。生き延びた。褒美が貰もらえる。間違いない。

　それはゴブリンにとっては至極当然の考えだった。

　小鬼どもは自分の有能ぶりを露ほども疑わず、手柄に見合った何かを得られると思っている。

　そのためには、ことさらにあの冒険者を痛めつける必要があった。

　首が良いが、さもなくば手指の一つ二つ。殺した、仕留めるのに関かかわった証拠が必要だ。

　いや、あるいはそれを手にした奴から奪い取ったって良いのだ。

　互いに互いを牽制し、様子を窺うかがいながら、ゴブリンどもは十重とえ二十重はたえに冒険者を囲んでいく。


「…………」



　ゴブリンスレイヤーは片手の剣を突きつけるように繰り出し、周囲を睥睨した。

　ぐるりと円を描いて、小鬼を威圧する。一斉に飛びかかられれば終わる。わかりきった事だ。

　徐々に狭せばまっていく彼我の距離を見定めながら、ゴブリンスレイヤーはまた一歩後に下がる。

　そして彼を取り囲む輪をぐいと割って、さらにオーガが前へと踏み出す。

　手には真上から振り下ろされれば間違いなく潰され、死ぬだろう巨大な戦鎚。

　オーガはそれを威圧的に振り回し、冒険者をいたぶるように空を切った。

「生き汚い冒険者風情ふぜいが……。観念し、棺桶の釘くぎの如く死へと進むが良いわ！」

「一つ聞きたい」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。雑囊を漁あさり、装備の一つを拳の中へ握り込みながら。

「お前の兄弟とやらも、そうして武器を振り回すしか能がなかったのか？」

「……!?」

　オーガは質問の意図を解する事なく、しかしそこに込められた侮蔑ぶべつを感じ取って目を剝いた。

　それならば覚えがある。冒険者は続けた。水の街の地下にいた、巨大なゴブリンだ。

「しかし」ゴブリンスレイヤーは不思議そうに呟いた。「貴様はゴブリンではないようだな」

「き、貴様アァアアァアァアァッ!!」

　戦鎚の一撃が、足場を打ち砕き、響かせた。

　雪と氷が飛沫ひまつし散る中を、ゴブリンスレイヤーは後方へと転げるように飛び退く。

　叩きつけた武具にまとわりつく霜を払いながら、オーガは呪いあれかしと声を張り上げる。

「貴様風情に、使うまでもないと思うていたが……！」

　高々と掲げられた人差し指。そこに燐光りんこうが灯ともるのを、ゴブリンスレイヤーは兜の中で認めた。


「《カリブンクルス火石》……《クレスクント成長》…………！」



　呪術の声も高らかに、大気の中を魔力が渦巻いて熱を孕はらむ。

　光は炎へと転じ、炎は球状へと膨ふくれ上がり、勢いを増し、空気を乾かし、燃え盛る。

　致命的な熱度へと至ったそれは、赤く、青く、そして白く輝き、曇天どんてんの下で広野を照らす。

　雪氷が溶け、蒸気がもうもうと立ちこめる。ゴブリンスレイヤーは腰を落とし、身構えた。

　どんなに眩まばゆくとも、あの娘の輝きとは比べるべくもない。

「《ヤクタ投射》……!?」

　そして、今まさに火球が投射されんとしたその瞬間。

「な、あ……っ!?」

　ず、とオーガの足下が沈んだ。

　否いな、足が沈んだというべきか。

　放たれた火球は目測を誤り、あらぬ方向へと落ちて──やはり沈む。高熱の蒸気を伴って。

　ありえぬ事だった。オーガは目を瞬かせて周囲を見やる。異変は彼の足下にとどまらない。

「ＧＢＯＯＲＧＢ!?」

「ＧＯＢＲ!?　ＧＯＯＲＧＢ!?」

　ゴブリンどもが、溺れていた。

　足だけにとどまらず、胸まで、首まで、ともすれば振り回す手だけを遺して、地面に。

　──地面？

　オーガはその突き刺すような冷たさ、凍いてつく寒さに初めて気が付いた。

　これは地面などではない。地面などではない！　これは──これは、水だ！


「ぼ、冒険者……ァッ!!」



　オーガは答えを求めるように仇敵きゅうてきの姿を探した。だが、その姿は忽然こつぜんと消え失せていた。


「が、あぁあぁあぁ……っ!!」



　あれほど頼もしく思えた戦鎚が、重荷となってオーガの巨軀を引きずり込む。

　オーガは暗い水の中、溺れる小鬼どもに埋もれるようにして消えていく。

　その全てを、ゴブリンスレイヤーは水際から、じっと見つめていた。

　先ほど氷を削りだした穴へ、彼は先んじて身を投じていた。

　その手に輝くは、《呼気ブリージング》の指輪。頼りない灯火スパークが、彼の命を繫いでいる。

　実際に魔術を使えるにしろ戦鎚の一撃にしろ、池の氷を砕けばこうなるのは目に見えている。

　それがわかっていれば──先んじて水に飛び込める。戸惑い沈み、溺れる事はない。

　ゴブリンどもごと一網打尽──いや、村の中にもまだ生き残りはいるか。

　彼は岸辺の草を手がかりに、ずぶぬれの体をどうにか引き上げ、陸へと這い上がった。

　四つ這いになって息を吐き、ごろりと仰向あおむけに横たわって呼吸を整える。

　体が異様に重かった。疲労だろうか。間違いない。寒さもある。ひどく疲れた。


「…………」



　彼は二度、三度と大きく呼気を漏らした後、よろよろと立ち上がった。

　一歩も動きたくはなかったが、動かねばならなかった。ならば動くだけだ。

　全てはやるか、やらないか。できるかどうかではない。

　数を数えられるような状況ではなかった。小鬼どもの残りがどれほどいるかもわからない。

　そしてその全てを仕留める必要が、ゴブリンスレイヤーにはあった。

「……行くか」

　見ればまだ村の中からは煙が上がり、小鬼どもの悲鳴が木霊こだましている。

　娘たちは隠れたまま見つかっていない。だがだからといって、長く待たせる気もなかった。

　幼馴染のあの娘には、いつも待たせてしまっているのだ。今日くらいは急ぐべきだろう。

「何と言ったか……」


　──……あの怪物は。



　ゴブリンスレイヤーは少し考えたが、疲労で鈍った頭では言葉が浮かばなかった。

　まあ、良い。そう思って、ゴブリンスレイヤーは池の水面へ向けて呟いた。


「それよりもゴブリンを──……」




「ぼう、けん……しゃあっ！！！！」



　その瞬間、水柱が噴き上がった。

　がぼがぼと喉を鳴らすように飛び上がった巨体が、天高くから質量を伴って降下する。

　ゴブリンスレイヤーが、即座に状況を理解したかどうかはわからない。

　武器を手放さなかったオーガが、あえて勢いをつけて深く潜った事を。

　そして力強く、池の底を蹴りつけて跳躍した事を。

　だがいずれにせよ、彼は重たい手足を動かし、盾を構え、剣を握り、迎え撃つ姿勢を示した。


　迫り来る巨影、その致命的な威力を前にして、彼は、彼は──……。
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「《いと慈悲深き地母神ちぼしんよ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください》！」
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　──白光。

　まさしく太陽が地上に降り立ったかと思われるような、強烈で清らかな光。

「ぬ、おぉっ!?」

　視界を塗り潰す光芒こうぼうに、オーガはおめきを漏らして身をよじった。着地の目測がぶれる。

　ゴブリンスレイヤーは信じられないような思いで地を蹴り、飛び退いた。

　紙一重。戦鎚に叩かれた地面から雪と氷、そして水飛沫が跳ね上がる。

　ありえない事だった。

　ゴブリンスレイヤーは立ち上がり、息を整える。

　聞こえるわけがない声だった。

　しかし、それは現実に起こったのだ。

「ゴブリンスレイヤーさん！」

　緊張と、そして恐らくはそれを上回る喜びの混じった声。

　少女のその声は山裾やますその方から響いていた。ゴブリンスレイヤーはそちらを振り仰ぐ。

　──いた。

　そりの上に仲間とともにあり、先頭に立って錫杖しゃくじょうを振り上げた女神官の姿が。

　風に靡なびく金の髪を額や頰ほおに張り付かせ、けれど瞳は揺れることなく、頰を染めて。

「今度は……間に合いました……！」

　ゴブリンスレイヤーは笑った。兜の下で、ほんの僅かに唇を緩める、そんな笑い方で。

「毛布の、そりか」

「おうともよ」

　ざっとゴブリンスレイヤーの傍そばへそりを横滑りさせ、飛び降りながら鉱人道士ドワーフが笑った。

「この娘っ子ときたら、水ぶっかけた毛布を《風化ウェザリング》の術で早く凍らせろと言いおってな」

「ははははは、流石小鬼殺し殿の薫陶くんとうを受けただけの事はありまするな」

「薫陶っていうか、悪影響よ、悪影響！　オルクボルグの悪影響！」

　ぶるりと体軀たいく震わせて続く蜥蜴僧侶リザードマンと妖精弓手の言葉に、女神官は顔を赤らめて恐縮する。

　そんなことは……と、か細い抗議。いや、とゴブリンスレイヤーは首を横に振った。

「良い工夫だ」と言葉を切り、穏やかな声を出そうと努めた。「助かった」

「……はいっ！」

　先の奇跡にも負けず劣らず顔を輝かせ、女神官はこくりと大きく頭を縦に振った。

「それより、あの人は……」

　というのは牛飼娘の事だろう。気遣うような口調に、ゴブリンスレイヤーは頷いた。

「無事だ」と言ってから、それでは足りないだろうと付け加える。「逃がしてある」

「良かった……」

「だと思ったわよ」

　ほっと胸をなで下ろす女神官の横に、妖精弓手が矢を片手にひらりと飛び降りた。

「それにしても、遠くからも見えてたけどさ」

　彼女はげんなりとした顔で、戦鎚を支えにゆっくりと身を起こす巨影へ目を向けた。

「何かと思えば、オーガじゃない。何だってこんなとこに……」

「オーガ」ゴブリンスレイヤーはぼんやりと繰り返した。「そうだったか」

「覚えなさいよね！」と妖精弓手は目をつり上げた。「最初の冒険で相手にしたでしょ！」

「冒険……」

　ゴブリンスレイヤーはオーガを見ながら、あの遺跡での戦いを思い返した。

　そうか。

　あれは、冒険だったのか。

「……覚えておこう」

　鉄兜を揺らして頷くと、妖精弓手は「よし！」と満足したように薄い胸を反そらした。

「さてもはても、とすれば此度こたびは再戦。先の雪辱を果たす良き機会ですな」

　蜥蜴僧侶が愉快げに──獰猛な──笑みを顎に浮かべる。鉱人道士は火酒をぐびりと呷あおった。

「で、どうするよ、かみきり丸。こっちも冒険の後だわ、ちくと消耗しとるぞ」

「……手はある」

　ゴブリンスレイヤーは言った。いつだって、ポケットの中に。皆が揃そろえば、幾らでも。

「やるぞ」

「はい、やります……！」

　ゴブリンスレイヤーの言葉に、冒険者たちは一斉に動いた。

　腰を深く落とし剣と盾を構える彼の横に、研磨された牙刀を手にした蜥蜴僧侶。

　妖精弓手は弦つるを引き絞り、錫杖を掲げる女神官の横に、鞄かばんに手を入れた鉱人道士。

　幾度も、幾度も、繰り返した陣形。隊伍を組んで怪物に相対する度に行った、手慣れたもの。

　戦鎚を手にしたオーガは、そのおぞましき光景を睨むように目を見開いた。

「そうか……！」

　冒険者だ。

　奴らは、冒険者だ。

「貴様等が、そうかぁっ!!」

「そうとも」とゴブリンスレイヤーは三度そう答えた。「そうだとも！」

　そして彼は、疲弊した体を引きずるようにして飛び出した。
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「ぬ、うおぉおぉっ!!」

　雄叫おたけびと共に振り下ろされた戦鎚を、冒険者らは足並みを揃えた動きで俊敏に避ける。

　一撃が致命的なのは依然として、そして以前と変わらない。

　妖精弓手が顔をしかめ、矢を狙い定めながら叫んだ。

「どうするの、オルクボルグ！」

「落とす」

　ゴブリンスレイヤーは短く言った。

「それ、さっきやってたんじゃないの!?」

　声と共に放たれた矢が、次々とオーガの胸板むないたへと突き刺さる。

　しかしオーガは戦鎚で矢柄をへし折るように払い、痛痒ダメージを感じさせない。

「ぬるいぞ、森人エルフォッ!!」

　続けざま叩きつけられる戦鎚を、妖精弓手は「ひゃっ」と悲鳴をあげてかい潜くぐる。

　あの巨大な鉄塊を受けてはひとたまりもない。叩き潰され、手足が残れば良い方だ。

　掌で打たれた虫のような死に様を想像し、森人の怜悧れいりな顔から血の気が失せる。

　しかし慎重に距離を測りながら、ゴブリンスレイヤーはさも当然のように言った。

「もう一度だ」

「ああ、もう……！」

　わかったわよ。妖精弓手は苦境を感じさせぬ笑みで応じ、雪に足跡も残さずにひた走る。

　射点を目指すその軌跡を一瞥しながら、ゴブリンスレイヤーは続けて鉱人道士へ問うた。

「術は？」

「あと一、二回は何とかなっけどな」

「一回は残しておけ」

「あいよ！」

　そして最後にゴブリンスレイヤーは女神官を見た。

　彼女は投石紐スリングを準備している。表情に力はあるが、その頰は疲労から青ざめていた。

　奇跡を嘆願するだけの余力は、もう残されていないのだろう。

「無理は……」

「しませんよ」

　言い掛けた言葉を遮って、女神官は得意げに笑みを浮かべ、健気けなげに答えた。

「無理と無茶で勝てるなら、苦労はしませんもの」

「よし」

　ゴブリンスレイヤーは頷いた。そしてオーガと妖精弓手の戦いへと目を向ける。

　妖精弓手が矢を射掛け、走り、跳び回り、オーガの動きを惹ひき続けていた。

　戦鎚が木の幹みきを叩き、枝を折る。しかし彼女は木漏こもれ日びの如く揺らめき、次の枝へ。

　立ち枯れたとはいえ森の中。森人はまさに水を得た魚だ。もうしばらくは保つだろう。

「どう見る？」

「遠い昔、遥はるか彼方で綴つづられた叙事詩をご存じかな？」

　蜥蜴僧侶はゴブリンスレイヤーの肩を尾で叩き、至極愉快そうに目を回して見せた。

「いかな巨体とて重力のくびきからは逃れられませぬ。いわんや二足ともなれば……」

「決まりだ」

　ゴブリンスレイヤーは雑囊の中から鈎縄を取り出し、その鈎を蜥蜴僧侶へ放った。

「ひっかけろ」

「なるべく太く、根の張った木に。承知！」

　短い二言三言のやりとりだけで、二つの影は雪原の上を滑るように走りだした。

　その様を見ただけで、妖精弓手は二人の狙いを摑んだのだろう。

　彼女は体重を感じさせぬ動きで梢こずえに手をかけ、くるりと身を回し、樹上に位置取る。

「合わせて！」

「はいっ！」

　女神官もまた頼れる仲間のその声に、礫を投石紐で巻いて狙いをつける。

　練習のかいか、相手が巨体だからか、ひゅんと飛んだ小石はオーガの顔面に当たって弾けた。

「小賢しい！　小娘の礫程度で、この我がどうかなるとでも思うたか！」

「なら、今度のはただの矢じゃないわよ……！」

　妖精弓手は矢筒から抜いた木芽の鏃を、その小さな白い歯できつく嚙み、弓へと番つがえた。

　きりりと引き絞られた弦が楽器のような音色ねいろと共に矢を繰り出す。


　それは一直線にオーガの目へと飛来し、そして──……。



「ぐわっ!?」

　眼球にぶち当たった途端、ぱっと砕けて破片を散らす。たまらずオーガが顔を仰け反らせる。

「ふふん」と妖精弓手は次の足場へと飛び移りながら、その薄い胸を反らした。

「前は刺さってもすぐ抜かれて治ったからね。森人は賢いのよ！」

　どうだか。鉱人道士が短く呟くのを聞きき咎とがめ、その長耳がひくりと揺れる。

　文句があるならと言い返してやりたくもあったが、戦闘の後だ。黙るしかない。

「今よ、オルクボルグ！」

　ゴブリンスレイヤーは応えなかった。蜥蜴僧侶が木の幹に縄を巻き、鈎をかけている。

「良いぞ、小鬼殺し殿！」

　すかさず、ゴブリンスレイヤーはオーガの足下を一回り、二回りと身を沈めて走った。

　縄の罠は、ゴブリンですら転ぶのだ。この巨体で転ばぬ道理があるものか。


「おぉ……ッ!!」



　ぐいと縄を引き絞った彼の手に、オーガの重量がみしりとかかる。

　足が雪で滑るのを、踏みとどまる。疲労が筋肉を強張らせ、彼は歯を食いしばった。

「ぬ、お、おぉ、お……！　このような、子供、だましでえ……っ!!」

　それはオーガとても同じこと。

　ぐらりと傾かしいだ体を強引に持ち直そうと足に力を入れながら、目に入った粉塵を払いのける。

　もはや手加減無用。痛めつけることよりも、皆殺すべきだ。

「《カリブンクルス火石》……《クレスクント成長》……」

　オーガは再び指を振りかざし、真に力ある言葉を口から迸ほとばしらせた。

　指先に灯る魔力の光。蜥蜴僧侶が、木が倒れぬよう根を押さえにかかりながら目を見張る。

　一党の中でもっとも巨漢の彼でなくば、鈎を押さえる側の役目は果たせぬものだ。

「《火球ファイアボール》の術がきますぞ……!!」

「こないだも聞いたわね、それ！」と妖精弓手が顔をしかめる。あの時は鉱人ドワーフだったっけ？

「……いき、ますっ！」

　その場の誰よりも小さな影、女神官が膨大な魔力の渦へ立ちはだかるように身を踊らせた。

　両手で縋すがるように錫杖を捧ささげ持ち、決意を胸に目を瞑つむり、高らかに唱えるは祈りの言葉。

「いと慈悲深き地母神よ、闇に迷える私どもに、聖なる光をお恵みください──ッ!!」

　オーガはその瞬間、にたりと笑ったに違いない。

　聖なる光の奇跡はさきほど目まの当あたりにしている。

　来ると承知していれば備え、目蓋まぶたを一瞬閉じれば良いだけのこと。

　繰り返し行われた目潰しは、効果的ではあれども所詮その程度の小細工だ。


　だからオーガは《聖光ホーリーライト》を予見し、その角度から目を逸そらし、そして──……。



「──!?」

　何事も起こらなかったことに、目を見張った。

　女神官がその表情を見て、幼さの残る顔に汗を滲ませながらも大胆不敵な笑みを浮かべる。

　──そうですとも。

　彼女は錫杖をオーガへと突きつけ、その小さな胸に精一杯の誇りと意地を抱いて反らした。

　──わたしはただ、お祈りの言葉を口にしただけです！

「今です！」

「おうよ!!」

　気付けの火酒を口に含んだ鉱人道士が、呪印じゅいんを結んだ手指で虚空こくうを凪いだ。

「《妖精ピクシーやい、妖精やい。お菓子はやらぬが悪戯たのまぁ》！」

　妖精たちは悪戯好きだ。誰だれ憚はばかることなく事が成せるとなれば、喜び勇んで駆けつける。

　羽のある小さな者たちは、けらけらと笑い、オーガの足を《捕縛ホールド》にかかった。

　こうなっては、もはやたまらない。

「が、あぁあああぁぁああぁっ!?」

　集中が途切れ、力ある言葉は虚空へ搔かき消きえ、指先から魔力が消える。

　オーガは足を踏ん張ることもできず、仰向けに倒れ込むようにして再び湖面へと転げ落ちた。


「おお……ッ！」



　水柱が飛沫をあげる中、ゴブリンスレイヤーは跳んだ。一声叫んで飛びかかった。

　波間に沈むオーガの胸板めがけ、逆手に剣を握り締め、ゴブリンスレイヤーが声をあげる。


「縄を、切れ……ッ！」
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「良いですとも！」

　蜥蜴僧侶が一声吼えて、その鋭い爪つめでもって鈎縄を断ち切る。

　がくんと弾はずみがついて、オーガはもはや縋るものなく水中へ沈むしかない。

　ゴブリンスレイヤーはしかし、溺れもがくオーガの喉笛のどぶえへと刃を突き立て、抉った。


「がああっ!?　ぼ、冒険者ぁ……ッ!!」



　苦痛に身悶えし、血泡を噴きながらも、しかしオーガの瞳は爛々と燃えていた。

　なるほど。確かに痛痒ダメージではある。しかし致命的クリティカルではない。

　この冒険者の、こんな貧弱な刃程度で、オーガが命を落とすことなどありえない。

　バカの一つ覚えだ。こうしてまた水に沈めたところで、自分は再び飛び上がれば良い。


　同じ手を二度使うということは、もはや手詰まりということ──……。



「あの小娘も、森人の娘も、貴様の前で食ろうてやるわ……ッ!!」

　そう吐き捨てたオーガの瞳を、ゴブリンスレイヤーは無感情に見下ろした。

　鉄兜の奥から赤い瞳が、ぼうと燃える鬼火のようにオーガを見つめていた。

　そして彼は言った。無機質で淡々とした、谷底を吹く風のように冷たい声で。

「沈めろ」

「な……？」

「ほいきたっ!!」

　その意味をオーガが解するより早く、鉱人道士が吼えた。太く短い手指が次々に印を結ぶ。

「《土精ノームや土精、バケツを回せ、ぐんぐん回せ、回して離せ》！」

　ぐんとオーガの体が、鎖で繫がれたかのように重く鈍く、冷たい水の中へと沈みだした。


「な、あ、が、き、さま……っ！　ぼう、けんしゃ……っ!!」



　濁った水が口に、鼻に、流れ込んでくる。がぼがぼという声はもはや言葉にもならない。

　ゴブリンスレイヤーはオーガの胸を踏みつけるように蹴り、喉に剣を刺したまま岸へ跳ぶ。

　オーガはその姿を目で追おうとした。だがもはや視界は黒い水に隔てられ、なにも見えない。

　汚泥にはまったかのように水は粘り、にもかかわらずどれだけ泳いでも手がかりにならない。

　太い腕が、足が、水をかき、水を蹴る。だがどんなに動いても泳ぐことがかなわない。

　今の彼は落ちることを強制されているのだ。極きわめて、ゆっくりと。

　それが《降下フォーリング・コントロール》によるものと、はたして気づいたろうか。

　恐らく、無理だったに違いない。呼気を奪われては、思考する余裕も失せてしまう。

　オーガは地上へ飛び上がる事を望んだ。冒険者どもをずたずたに切り裂くことを望んだ。

　そしてせめて一息でも気を吸いたいと願い、望み、懇願し、大きなあぶくを口から吐いた。

　こんな無様な死に方をしたくはない。溺れ死にたくはない。いやだ。

　その叫びは泡となり、水面へと届く前に弾けて消えた。


　それが────最期さいごだった。



「……仕留めたか」

　岸辺へと這い上がったゴブリンスレイヤーは、やはり疲れた体を投げ出すようにして転げた。

　先にも増して、体が重い。鉛なまりが詰まっているかのようだった。

　息をするのさえ億劫おっくうで、鉄兜をはぎ取りたいという衝動が起こる。だが、ダメだ。


　まだゴブリンがいる。ゴブリンがいるのだ。脱いではいけない。まだ──……。



「ゴブリンスレイヤーさん、どうぞ」

　その瞬間、かいがいしく横から差し出された小瓶こびんが、彼の思考を遮った。

　見ればやはり疲れた顔をした女神官が、強壮の水薬スタミナポーションを手に彼の兜を覗のぞき込んでいた。

「ああ」とゴブリンスレイヤーは掠かすれた声で言った。「……すまん、助かった」

「いえ」女神官は恥じ入って頰を染め、目を伏せた。「いつも、助けてもらってますから」

　そうか。ゴブリンスレイヤーはそう言って、水薬を口に含んだ。

　そうですよ。女神官はそう言って、彼の横にちょこんと座った。

　ゴブリンスレイヤーは、ようやく大きく息を吐くことができた。

「しっかし、真正面からオーガに勝っちゃったわよ、私たち」

　妖精弓手が信じらんないという顔をして、まだ波紋の残る水面をひょいと見やる。

　そして心底得意げな様子で長耳を揺らすと、満面の笑顔で一党を振り返った。

「てことは、金等級並の戦果ってことじゃない!?」

「よせやい。お国の政まつりごとだなんぞに関わると、厄介ばっかで金にもならねえぞ」

　鉱人道士が面倒臭そうに手を振ると、妖精弓手が「それもそっか」と残念そうに呟く。

　どうやら戦いの中で鉱人道士と言い合いかけた事は、すっかり忘れているらしい。

　単純な奴だわい。白髭しろひげをしごき、火酒を呷りながら、鉱人道士は忍び笑った。

「しかり、しかり。実力は金等級なれど面倒だから銀等級と。ま、身軽が一番でするな」

　蜥蜴僧侶が、木に食い込んだ鈎を外しながら、愉快そうに目を回して見せた。

　縄は切れたが鉤は無事だ。こうした細々した装備の再利用も、冒険者にとっては大事なこと。

　さらにオーガがばたばた暴れてる内に手放した戦鎚を「これは業物」と楽しげに背負う。

　蜥蜴人リザードマンは爪牙以外の武具を使わぬのが流儀なれど、金気かなけのものは金目のもの。

　何より頭骨や心臓でこそないものの、見事な狩りの成果トロフィーだ。

「収穫は大事、と。……して、この後は掃討そうとう戦ですかな、小鬼殺し殿」

「ああ」

　ゴブリンスレイヤーは短く頷いて、未いまだ煙の上がる村の廃墟へと目を向けた。

　まだゴブリンはいる。虜とされた娘たちは、井戸の中で戦いが終わるのを待っている。

　一戦終わったところで片付くわけもない。つくづく、ゴブリンどもの数ときたら。

　やらねばやらぬことは山ほどあって、やはり今日は死ぬべき日ではないらしかった。

「しかし……オーガ、だったか」

　ゴブリンスレイヤーは水薬のおかげで活力を取り戻した体を引きずるように、立ち上がった。

　よろめくその体を、女神官の華奢きゃしゃな手がそっと支える。ゴブリンスレイヤーは言った。

「ゴブリンの方が、よほど手強てごわいな」
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　降り積もった万年雪の中を、三人の冒険者は転げるように走っていた。

　先頭を行く白兎猟兵ですら息を切らせているのだ。後の二人については言うまでもない。

　何よりも惜しいのは、時だ。

　山奥に逃げ込んだ雪男サスカッチどもは油断できない。あれは愚鈍ぐどんであるから、懲こりる事を知るまい。

　そして何より、ふもとの変事。そちらへと向かって行った仲間たちの安否。

　──よっぽどの事はないだろうけど。

　しかしその「よっぽどの事」がしばしば起こり得るのが冒険だ。

　天高く卓につかれておられる神々さえ、骰子サイコロの行方ゆくえを知らない。

　新米戦士の気持ちはじりじりと焦あせっていた。

　降雪も風も収まったとはいえ、足下に絡からみ、まとわりつく雪は当分溶けることはあるまい。

　おそらくは四方世界の開闢かいびゃくからこちら、ずっとここには雪があったのだ。

　──靴をもっとしっかり選んどくべきだった。

　今更後悔しても遅いのだが、それでも新米戦士は思わずにいられなかった。

　なにしろあの洞窟どうくつの戦いを切り抜けて、後悔することができるのだ。

　その幸運を嚙かみしめ、しっかり後悔し、次に活いかさなければ。

　新米戦士は準備不足の味を覚えながらも、止まることなく肩越しに振り返った。

「おい、大丈夫か？」

「なん……とか……！」

　見習聖女が息も絶え絶えといった声を張り上げた。聖なる天秤てんびん剣けんも、今やただの杖つえである。

　この寒空の下、厚着をした彼女は顔を真まっ赤かにして、珠のような汗を額ひたいに浮かべていた。

　少年は微かすかに笑った、きっと自分も似たようなもんだ。そして彼女へと手をさしのべる。

「ほらよ」

「……ありがと」

　言葉少ななのは照れ隠しか疲れからか。

　そっぽを向いた少女の細い手を摑つかみ、新米戦士はぐいと彼女を雪溜まりから引き上げてやる。

　ちらりと前方へ目を向ければ、ひょこひょこと跳んでいった、白兎猟兵の長耳が揺れている。

「おーい、悪い！　ちょっと小休止いれない──」

　か。その言葉がふと途切れた。白兎猟兵が立ち止まっている。

　長い耳を風に揺らしながら、白く丸い手をこちらへと突き出して。

「──？　……どうした？」

「なんか近づいて来てるよう！」

　悲鳴のような警告に、冒険者たちは即座に身構えた。

　彼らは疲れていたし、経験も少なく、そして白兎猟兵はこれが初めての冒険だった。

　しかしそれでも彼らは冒険者だった。

　術はなく、奇跡は使い切り、しかし武器を構えて戦いに備えるのは当然のことだった。

　新米戦士が前に出て、背に見習聖女を庇かばう。飛びずさった白兎猟兵が石弓を準備する。

　それから、どれほどの時間がたったろう。

　一分か、二分。あるいはほんの数秒。新米戦士には一時間にも感じられるほどの空白。

　やがて白兎猟兵が目を瞬またたかせた。新米戦士にも、接近する者の姿が見えてきた。

　はじめは輪郭。それから細部。小さな影二つ。

　やたらと小柄な──圃人レーア。そして、赤毛の……。

「あ、お前……！」

「あん？　なんだよ、こんなとこで何してんだ？」

　赤毛の少年魔術師は、相変わらずの尊大そうな態度で目を瞬かせた。

　その横に駆け寄った圃人の少女、圃人剣士の素足が、少年魔術師の尻しりを軽くけっ飛ばした。

「いってぇっ!?」

「やあ、しばらくぶり！　元気してた？」

　こいつの事はどうでも良いから。悲鳴を無視してひらりと手をふる圃人剣士。

　見習聖女はその顔をじっと見つめると、ゆっくりと微笑ほほえんだ。

　そしてかじかんだ手指を動かして、小さくも剣だこのできた手をぎゅっと握りしめた。

「ええ、ええ……！　大丈夫、こっちは元気よ！　そっちはどう？　大丈夫だった？」

「冒険百連発！」

　彼女は薄い胸を張り、照れたように頰ほおを緩ゆるめた。

「なんて、地に足の着かない感じね。修行ばっかりよ」

　と、その瞳ひとみが圃人特有な好奇心のきらめきを見せて、白兎猟兵の方へと向いた。

「ありゃ！　そっちもいろいろあったみたいね、こんな可愛かわいい子まで仲間にしちゃって！」

「あのう……」と件くだんの可愛い子、白兎猟兵がおずおずと遠慮がちに声をあげた。

「お知り合い……ですかい？」

「友達だよ」と新米戦士がすかさず言った。「な？」

「……」少年魔術師は押し黙り、やがて低い声で渋々「ああ」と言った。

　圃人剣士はそれを聞いてくすくすと笑い、少年魔術師は彼女をじろりと睨にらんで話題を変えた。

「で、どうしたんだよ。なんかの依頼か？」


「ああ、実は──……」



　新米戦士は手短に、そして早口で現状について語った。

　彼が焦りとうろ覚えなせいではしょった箇所は、見習聖女が仕方ないわねと補った。

　そして最後に白兎猟兵が一つ二つ付け加え、圃人剣士は「なるほどなー」と頷うなずいた。

「それであの人たちが呼ばれたってわけなのか」

「呼ばれた？　……あの人たち？」

　見習聖女がこてんと首を傾かしげると、圃人剣士が「うん」と頷いた。

「おっしょさんがね、こっちに用があるみたいでさ」

「……用が済むまで、その人らの手伝いでもしてろって言われてな」

　オレは師匠だなんて認めねえぞ。少年魔術師はぶつぶつと愚痴を呟つぶやき、不貞腐ふてくされた。

「あの人たち……」と白兎猟兵はぴんと長い耳を高くのばした。「……向こうから来た人たち？」

　言われるまで、新米戦士はその存在にまったくと言って良いほど気づかなかった。

　見習聖女もそうだろう。彼女の感知能力は、年頃としごろの娘のそれを超えるものではない。

　いや、そもそも白兎猟兵ですら、直前になるまで存在を察知することができなかったのだ。

　雪景色の向こうから現れたのは、やはり三人の冒険者であった。

　戦士、魔術師──いずれも女性。そして先頭に立つ、小柄な黒髪の少女。

　腰に豪剣を帯びた彼女は、子供のようにたーっと駆けてきて、太陽のような笑顔を浮かべた。

「どうしたの？　なんかあった？」

「いや、それがオレの……友達」笑う圃人剣士を少年魔術師は睨んだ。「なんスけど……」

　少年魔術師が簡潔にわかりやすく説明すると、少女は「なるほどねー」と何度も頷いた。

「ね、良いかな？　ボクにできることありそうだし！」

　少女が仲間を振り返ると女戦士は「仕方ありません」と頷き、魔術師も「想定内」と呟いた。

「あなたが人助けだけで動くことはわかっていますしね」

「……こうなることは、なんとなくわかっていた」

　そう言われて少女は「てへへ」と恥ずかしそうに鼻先をひっかいて誤魔化ごまかした。

　そして彼女はばしりと新米戦士の肩をたたき、その小さな胸を誇らしげに反そらす。

「女の子二人連れてがんばったんだね、さっすが男の子！　後はボクに任せてよ！」

「……うん？　うん!?」

　少女の言葉の意味を解し、新米戦士が呆然ぼうぜんと目を見開いた。白兎猟兵がにへらと笑った。

　──その後の顚末てんまつについては、もはや語るまでもないだろう。
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「それはまた、大変でしたねえ……」

　受付嬢の言葉は、文句こそ他人事ひとごとであったが、労ねぎらいと心配の混ざった心温まるものだった。

　はい。事の顚末てんまつを報告した女神官は、何とも言えぬ様子で頷うなずく。

　手元には、今さっき受付嬢が淹いれてくれた紅茶の入ったカップがある。

　じんわりと温まるそれを一口、二口と飲んでから、彼女はもう一度「はい」と呟つぶやいた。

「こちらもそうでしたし……ゴブリンスレイヤーさんの方も、まさかオーガだなんて……」

「オルクボルグの方は、まあ良いのよ」

　その隣。同じく報告をしていた妖精弓手エルフが、呆あきれたような様子で机にばんと手を置く。

「この子が、ホントもう、なんていうか……毒されちゃってさぁ」

「毒されたって……」

　そんな事は、と女神官は困ったような調子で、助けを求めて左右を見やった。

「ま、先達せんだつの影響は受けるものですからなぁ」

　と、これは上機嫌の蜥蜴僧侶リザードマンだ。尻尾しっぽを揺らめかせ、目玉を意気揚々ぐるりと回す。

「道の良し悪あしはともかくも、前に進む事そのものは、尊ぶべきでありましょうや」

　彼が奇妙な合掌をして目線を向ける先は、ギルド待合室の壁に立てかけられた大業物おおわざものだ。

　冒険のトロフィーたるそれは、このギルドの武勲ぶくんに新たな一幕が加わった証あかしだ。

　槍使いや魔女といった面々が興味深くそれを眺め、重戦士の一党がそこに並ぶ。

　女騎士が持ち上げてみようと手を伸ばし、重戦士に止められて不平を上げるのがよく見える。

「あとでわしが、なんぞ良い楯でもこさえて飾っちゃるよ」

　それを愉快げに眺めながら、鉱人道士ドワーフが酒瓶さかびんを呷あおり、白髭しろひげについた雫しずくを満足気に舐なめ取った。

「巨人、吸血鬼、それに人食鬼オーガときた。この一党結成以来の大仕事だものな」

「そうですねえ……」

　受付嬢が頷いて、各々の冒険記録紙アドベンチャーシートと報告書リプレイを検あらためる。

　先だってのご令嬢を地下迷宮から救助するのに続けて、何とも大冒険の連発だ。

　今回の案件も、都の方から送り込まれた冒険者たちとの共同であったというし……。

「結局さ、黒幕ってなんだったの？」

　妖精弓手が、そのすらりとした長い足をぶらぶらと振りながら声をあげる。

　確かにそれはもっともな疑問だ。春を遅らせ、氷の魔女とオーガを従えた謎なぞの存在。

　受付嬢は「はい」と頷いて、別に構わないだろうと判断し、書類をとんとんと整える。


「魔神王の軍の残党が、何か企たくらんでいたみたいではありますけど──……」



　──勇者様に滅ぼされたみたいですよ？

「大変なものですなぁ」

　蜥蜴僧侶が実にのんびりとした調子で言う。受付嬢と違い、完全に他人事であった。

　彼にとってみれば、功徳くどくも積めた、報酬でチーズも買える、言うことなしなのだろう。

「勇者殿といえば、あちらこちらと駆けずり回っているようですからな。何ともはや」

「力があればこそ、やれること、やらねばならないこと、多くなりますからね」

　受付嬢の言葉に、蜥蜴僧侶は「やはり面倒だから銀等級」と独りごちる。

　それを聞きつけた鉱人道士がくつくつと笑いを嚙かみ殺ころし、妖精弓手が呆れたように息を吐く。

　上の森人ハイエルフらしい典雅てんがさの伴った行儀の悪さで頰杖ほおづえを突き、そういえば、と口を開いた。

「で、オルクボルグは？」

「たまには早く家に帰るべきだろう、だそうです」

　いつもそうしてると思うんですけどね？　受付嬢は残念半分、納得半分にそう漏もらす。

　妖精弓手としては「へぇ」と興味深そうに長耳を振って、「なるほどね」と独り合点。

「オルクボルグにも甲斐性ってもんがあるわけだ」

「ま、今回誰だれが一番苦労したかっつーたら、あン牧場の娘っ子じゃろうて」

「然しかり、然り。なるべく日々の勤めに影響がないよう、心安らかに過ごして欲しいもの」

　チーズ目当てでしょ、と妖精弓手が呆れたように言い、蜥蜴僧侶はおどけて目を回す。

　誰知らず漏らされた笑いは、そのまま一同に広がり、和なごやかな笑い声がギルドに木霊こだまする。

「あ、あの、ですから、毒されたとか、そういう言い方は……っ」

　そして女神官の懸命な抗議は、皆にからからと笑い飛ばされてしまった。

　不満たっぷりに、女神官はぷぅ、と頰ほおを膨ふくらませて皆を睨にらんだが、まるで相手にされない。

　拗すねたようにそっぽを向けば、そこには新米戦士と見習聖女、そして白兎猟兵の姿があった。

　両手を広げて冒険ぼうけん譚たんを語る新米戦士に、左右から説教と茶々入れを飛ばしているようだ。

　あの三人の経験点はわからないけれど、戦士と聖女は、もう新米とは言えないだろう。

　自分は──どうなのか。

　前に進めていると、女神官は思いたかった。昔の仲間は……そう言ってくれるだろうか。

　一度だけ目をぎゅっと瞑つむり、女神官はふるりと顔を左右に振った。

「どうしたの？　あ、ホントに拗ねちゃった？　ごめんってば。褒めてるのよ、一応は」

　妖精弓手が、すっと自然な動作で彼女の顔を覗のぞき込む。

　間近に迫る上森人の瞳ひとみに、女神官はほっとしたように息を吐いた。

「いえ。……いえ」うん、そうですとも。「ちょっと拗ねてしまいました」

　きっぱりと笑顔でそう言うと、この年上の親友は「えぇっ」と大仰に驚いてくれる。

　それが面白おもしろくて、楽しくて、本当に幸福なことに思えて、女神官はくすくすと声をあげた。
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　空はどこでも青いけれど、牧場の窓から見る空は見慣れた青だった。

　青空を窓越しに見上げながら、頰杖を突いた牛飼娘は物憂げに息を吐いた。

　──伯父さん、心配するのもわかるけどさ。

　あの後は大変でもあり、不安でもあり、一方どこか安心できるような事ばかりが起こった。

　街に辿たどり着き保護され、伯父に怒られ、受付さんに心配され、彼を待って、出迎えた。

　それで全すべては終わりだ。

　食料はダメになってしまったが、伯父の手配が間に合ったと聞いた。

　あの地域に根を張っていた陰謀とやらは、すごい冒険者が来て蹴け散ちらしてくれたらしい。

　何もかもが元の日常。彼は仲間と共に冒険に赴おもむき、自分は牧場で暮らしている。

　唯一の問題はといえば、伯父から当分の外出を禁止されてしまったあたりか。

　──そろそろ配達とかもやらせてもらわないとなぁ。

　体がなまるし、太ってしまっては困るし、伯父一人では大変な仕事も多いものだ。

　もちろん伯父の気持ちを考えると悩ましい。心配させたいわけではないのだ。

　しかし牛飼娘の迷いの中に、不思議と恐怖や怯おびえといった思いは混ざっていなかった。


　あれだけひどい目にあったのに、どうしてだろう──……？



　──ま、考えるまでもない、か。

　牛飼娘は頰をゆるめ、誰にも見られていないのに、密ひそやかに笑った。

　知っているのはチチチと籠の中でさえずるカナリアだけだ。

　指先で格子の隙間すきまからつついてやり、牛飼娘はひらりと窓辺から立ち上がった。

　──よし、こうしてても仕方がない！

「まずは、お洗濯からやっちゃおう！」

　自分の背中を後押しするように軽快な声をあげて、彼女は早速家事に取りかかった。

　各自の部屋を回ってシーツを引ひっ剝ぱがして纏まとめて抱え、庭先のたらいへ放り込む。

　後は水を張って、灰を入れれば準備よし。

　冷えた井戸水に「ううっ」と身震いしながら、牛飼娘は素足で洗濯物を踏みしめた。

　じゃぶじゃぶと音を立て、ぎゅうぎゅうと足で洗い、栓を抜いて水を捨て、これを繰り返す。

　最後に青空の下、庭先に張った綱にシーツをかけて、両端をパンと勢いよく引いて、終わり。

「ふうっ」

　牛飼娘は豊かな胸を弾はずませて息を吐いた。額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐう。

「なんでぇ、乳臭いと思ったらずいぶんと肥えてんじゃねえか」

「!?」

　と、不意にひどくしゃがれた声がして、彼女はそちらを振り向いた。

　西から、風が吹いたとしか思わなかった。傾かたむき始めた太陽のある方から吹く、乾いた風だ。

　しかしその風が通り抜けたはずの箇所には、黒い小さな影が淀よどみのように溜たまっていた。

　影は、どれほどの年月を経たのかもわからない岩か木のような、恐るべき老爺ろうやに見えた。

　圃人レーアの、老人だ。牛飼娘は目をぱちくりと瞬またたかせて言った。

「あの、何かご用でしょうか？」

「用なんざねぇよ」

　老爺はくちゃくちゃと汚らしい音を立てて口をモゴモゴさせ、音を立てて唾つばを吐き捨てた。

「このあたりによ。いんだろ？」

「？」

「何か変な冒険者だよ」

　圃人の老爺は黄ばんだ歯を垣間見かいまみせ、小馬鹿こばかにするような薄笑いを浮かべた。

「馬鹿ばかで間抜けで、才能なんざなくて、クソ真面目まじめな根性くらいしか取り柄のねえ奴やつがよ」

　牛飼娘はむっと唇を尖とがらせた。

　その老爺が誰のことを言っているのかはわかったけれど、彼の事ではないと言いたかった。

「うちにも冒険者はいますけど、そんな変な冒険者じゃないですよ」

　その言葉は牛飼娘が思った以上に刺々とげとげしく、つっけんどんなものだった。

　彼女はそれを老爺が「へえ」と目を見開いたことで悟った。あまりよろしくはなかった。

　いかにも子供っぽい態度だったと思い、彼女は「すみません」と口を開きかけた──が。

「で、なんだ。よろしくやってんのか？　あ？」

　その下卑げびた言葉に込められた意味に気づけないほど、牛飼娘は初心うぶではない。

　彼女は羞恥しゅうちにさっと顔を赤らめて頰を膨らませ、「違います」と刺すような声を出した。

「ところで昔よ、魔法使いのじじいが言ったもんだ」

　だから老爺が唐突にそんな事を言いだしたのには、牛飼娘も呆気あっけにとられた。

「ま、魔法使い……のおじいさん？」

　それは目の前の老爺なのではないかと、ふと思った。皺くちゃの老人だ。

　しかし老爺はそう思われたことに気づいたのか、不機嫌そうに低く唸うなり声を漏らした。

「本当に大事なのは、大冒険なんぞよりささやかなもんだとな」

　そしてある鉱人は言った。

　圃人の老爺が続けた言葉に、思わず牛飼娘は身を乗り出した。

　とてもそんな美しい声ではないのに、何故なぜだか聞きたいと思える声だったのだ。

「てめえの内には、てめえの知らない美しさがあるんだとよ」

　ぐいと伸ばされた禍々まがまがしい爪先つまさきが乳房に埋まりそうになり、牛飼娘は思わず一歩後ずさった。

　老爺は乱杭歯らんぐいばを剝むき出しにして、にいっと鮫さめのように獰猛どうもうな笑みを浮かべた。

「さらばだ、やさしき西の邑むらの健気けなげな子よ。来たぁ甲斐はあったな！」
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　そうして、また風が吹いた。

「ひゃっ」と驚いた牛飼娘は思わず目を瞑り、また開いた時には、影はもう消えていた。

　最初からいなかったかのようにだ。ポケットの中にしまわれてしまったように。

「……な、なんだったんだろう……？」

　牛飼娘はどきどきと高鳴る胸を押さえて、深く息を吸って、吐いた。

　彼にこの事を話してみようかとも思ったのだが、不思議とそんな気はおきなかった。

　なにしろほんの一瞬のことだ。風と共に影は現れて、またすぐに搔かき消きえていった。

　この四方世界には、只人ヒュームの娘には思いもよらぬことが数多くあるという。

　今のもその一つだったのかもしれない。

　そしてそんな事よりも重要な事が、彼女にはたくさんあった。

「……そうだ、晩ご飯を作らなきゃ」

　彼の好物の、牛乳をたっぷりつかったシチューだ。

　牛飼娘は干したシーツの具合を確かめると、小走りに家の中へと戻っていった。

　鍋に具材を入れて、ぐつぐつ、ことこと、じっくり煮込んで、かき混ぜる。

　やがて甘い匂においが窓から風に乗って漂う頃。

　赤黒い夕闇ゆうやみを背負って、街から街道を歩いてくる影が見えてくる。

　不格好で、見窄みすぼらしくて、でも世界で一番格好良い姿の冒険者が。

　彼女は窓から見えたその姿に歌を呟き、扉が開いたらにこやかに声をあげる。

「おかえりなさい！」

　昨日も世界は滅びず、今日も世界は続いて、明日も世界はきっとある。

　それ以上に尊いことなど、ありはしないのだ。










あとがき







　ドーモ！　蝸牛かぎゅうくもです。

　ゴブリンスレイヤー九巻、楽しんで頂けましたでしょうか？

　ゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話だったと思います。

　精一杯に書きましたので、楽しんで頂けたのでしたら幸いです。

　幸運にもアニメを作って頂ける事になり、コミカライズも好評、となると本編も……。

　と色々お仕事をやらせてもらえてありがたい限りなのですが、あとがきも連続で数本目。

　さて、そろそろ何を書いて良いものやらと悩ましくなっていたりもします。

　大都会の影を走ったり天使大戦したりしてる事くらいしか無いようなあるような。

　ともあれ此処ここまでこれたのも多くの皆様のおかげですので、まずは常通りお礼から。

　ゲーム関係の友人、創作関係の友人、いつもいつもありがとうございます。

　イラストを担当してくださる神奈月かんなつき先生、兎さんが可愛い感じで、ありがとうございます！

　コミカライズの黒瀬くろせ先生、今はちょうど二巻の終盤あたりでしょうか、凄いぞ……！

　まとめブログ管理人様。いつもいつも応援してくださり、本当にありがとうございます。

　編集部の皆さん、いつもお世話になっております。今回もありがとうございました。

　また、自分の知らない多くのところで関わって下さっている皆さん、ありがとうございます。

　そして手にとって読んで下さった読者の皆様、いつもいつも本当にありがとうございます。

　さらに皆さんのお力添えのおかげで、新しくお話を二つやらせて頂ける事になりました。

　宣伝なんて興味ないという方もいらっしゃるかと思いますが、どうかご勘弁を。

　なにしろ六行ほど書く内容ができましたので。これも人助けと思ってお付き合い下さい。

　一つは外伝の二作目、十年前の魔神との戦いを題材にした『鍔鳴の太刀ダイ・カタナ』。

　つまり本編が戦記ならこれは伝説と、まあそういう感じのお話でありますが。

　そしてもうひとつが『天下てんか一蹴いっしゅう 今川いまがわ氏真うじざね無用むよう剣けん』。

　今川氏真という御仁が、奥さんと京都まで旅しつつ、忍者相手にバッタバッタと。

　ええ、時代小説ですね。誰だこんなものをライトノベル新人賞に送ったのは。

　最終選考で落選、エイドリアンと叫んで一区切り。何がどうなるかわからないものです。

　さらにゴブリンスレイヤーの十巻もあります。

　たぶんゴブリンが出たのでゴブリンスレイヤーがゴブリン退治をするお話になるでしょう。

　どれも精一杯に書いたつもりですので、楽しんで頂けましたら幸いです。

　では、また何かしらの作品が出版されましたら、どうぞよろしくお願いいたします。

　それでは。







著者

蝸牛くも（かぎゅう　くも）

　ＴＲＰＧと映画とウェブ創作漬けの日々を過ごしていたはずが、思えばすごい所へ来てしまいました。

　とうとう九巻目！　驚きですね。

　例の宇宙戦争と同じ長さですよ同じ。




イラスト

神奈月昇（かんなつき　のぼる）

　兵庫在住のへたれイラストレーター。

　とうとうアニメが放映されました。

　これを見てＴＲＰＧに興味を持つ人が増えてくれると良いなぁ。

　と言っても、私は中学生時代にやったっきりなのですが。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜送付先はこちら＞

ga-info@cr.softbank.co.jp
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